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　プロローグ







　巨大な帆はん船せんが一艘そう、波間に漂ただよっていた。

　波は静かで、帆船はまるで大地の上に据すえられているかのように見える。帆船も自ら動こうとはしない。いや、動けないのだ。

　三本のマストのうち二本までが折れ、残る一本も帆ほが残らずはぎとられている。傷ついた戦士さながらの姿で、巨大な体たい軀くを波のはざまに横たえているだけなのだ。

　甲かん板ぱんの上にも、動く者の姿はない。ただ、じっと動かぬ人ひと影かげがひとつ、胸の前で両手を組んだまま、祈いのるように天を仰あおいでいる。

　少女だった。年の頃ころは十五、六といったところか。壊こわれかけの船には不ふ似に合あいなきらびやかなドレスを身にまとっている。腰まで伸のびた長い髪かみが太陽の光を浴びて、輝く金色の滝たきのように流れていた。少女のふたつの目は、静かに閉じられている。

「姫ひめ様さま、このようなところこおられたのですか」

　甲板にようやく動く影がひとつ現れた。

　こちらは一ひと目めで海の男と分かる。肌はだは浅黒く焼けており、髪かみも潮しおに打たれて、赤茶けていた。身体からだにあちらこちらに刻きざまれている傷きず痕あとは、彼の人生の大半を占しめる海との戦いで受けたものに違いなかった。

　男の声に返事こそしなかったが、胸のところで組まれていた少女の手が、そのまま腰のあたりまで下りていった。それから、ゆっくり振り返ると、碧あおい目で男をみつめる。

「嵐あらしは収おさまったとはいえ、いつまた甲かん板ぱんが揺ゆれるか知れたものではありません。海に落ちたりすれば、一大事です」

　男は甲板の上に散さん乱らんしている板切れやロープの切れ端はしなどを海に投げこみながら、ゆっくりと少女のそばに近寄ってゆく。少女が船室へ戻もどるための、安全な道を作っているのだろう。

「船長……」少女は振り返って、小さく笑えみを浮かべた。

「心配をかけてしまったようですね。誰だれかに呼ばれたような気がしたので、甲板に上がってみたのです」

　少女の言葉に、船長と呼ばれた男は、ちょっと顔をしかめてロープを拾う手を止めた。少女を呼んだのが死しに神がみでなければよいのだが、と思ったのだ。

「間もなく船員たちも起きてまいります。残ったマストに予備の帆ほをかければ、まだこの船は動きます。見張りを立てれば、すぐに陸地を見つけられましょう。北の大陸は、もうすぐです」

　しかし、他ほかならぬ彼自身が今の言葉を信じていなかった。

　出港して三日目の夜に大嵐に巻きこまれ、激しい風と逆さか巻まく波とに翻ほん弄ろうされ、船は完全に彼の支配を離れていた。船が沈まぬようにするのが、船長である彼と船員たちにできる精せい一いつ杯ぱいのことだった。数日に及ぶ嵐のあいだに、何人もの船員たちが波に飲まれて姿を消していたし、折れたマストの下した敷じきになって絶ぜつ命めいした者もいた。それでも、彼と彼の船員たちは、休むことなく嵐と戦いつづけた。

　嵐を抜けたのは昨日の朝のこと。安あん堵どしたのも束つかの間ま、その夜、久しぶりに姿を見せた星空は、まったく彼の知らぬものだった。未知の場所へ運ばれたのだと、その事実が告つげていた。

　しかも、嵐のあいだに食料の多くが海水でやられ、真ま水みずの入った樽たるも大半が壊こわれてしまっていた。残った量では、この船に乗る千人ちかい人間を養うことは不可能だった。できるかぎり節約したとしても、おそらく五日と保もたないだろう。

　しかし、それでも幸運なぐらいだった。船が沈まなかっただけでも、奇き跡せきのようなものなのだから。ただ、その幸運もあと数日のうちに上陸できなければ、水の泡あわとなる。じわじわと干ほし殺されていくのは、溺おぼれ死ぬよりも悲ひ惨さんな最後といえるかもしれない。

　船員たちは絶望と疲ひ労ろうから、皆みな、船底に転がって眠っている。彼自身もついさっきまで自室で死んだように眠っていた。そして、起きたときに、少女がいないことを知って、あわてて甲板に上がってきたのだ。

　他ほかの者すべてを失ったとしても、この少女だけは助けなければならない。船長は、それを自らの使命と考えている。失われた王国の最後の王族であるこの少女だけは……

「さあ、船室にお戻もどりください。あまり長く太陽に当たっていますと、熱病にかかることもありますゆえ」

　少女はうなずいて、その言葉に従おうとした。

　しかし、なぜか少女の動きはすぐに止まった。額を片手で押さえて、わずかにうなだれる。言わないことではない、と船長は少女の身体からだを支えようと、あわててそばに走り寄った。

　だが、どうやらそうではないようだった。少女はふたたび顔をあげると、船せん尾びの方向に身体を向けた。そして目を細めて、遠くを見つめようとする。

　つられて、船長も船尾を振り返った。帆はん船せんの船尾は、ほぼ真北を向いていた。しかし、静かに波打つ大海原が広がっているだけで、変わったものは何ひとつ見つからなかった。

　船長は少女の行動が理解できず、不安そうに少女を見守った。もしも、少女が倒れそうになったら、すぐに手を差し伸のべるつもりだった。

「また、誰だれかがわたしを……」

　少女は、つぶやくようにそう言った。

「わたくしには何も……」

　船長は、胸の鼓こ動どうが早くなっていくのを感じた。少女が幻げん聴ちように襲おそわれているのかと思ったのだ。やはり、熱病に冒おかされているのだろうか。

「空耳でしょう。それよりも、姫ひめ様さま、早く船室にお戻りください」

　船長は無礼を承知で、少女の右みぎ腕うでを取ると、船室へと連つれ戻そうとした。

「待って！」

　少女は意外な力で船長の手をふりほどくと、腕をまっすぐ前に差し伸べ、何かを指差そうとした。

「あれを……」

　船長は戸と惑まどいながらも、少女が指し示す先を見た。

　澄すみきった青い空を背景に、真綿のような雲がいくつもの塊かたまりに分かれ、漂ただよっている。その雲の間に、小さな白い点のようなものが浮かんでいるのが見えた。

　少女はそれを指差していた。

「鳥……ですか」

　船長は目を凝こらしながら答えた。視力のよい船員を連れてくれば、何という名の鳥か分かるだろう。海鳥とて、陸に巣すを作るものだ。近くに、島が見つかるかもしれない。もっとも、それがこの船よりも小さな無人島でないともかぎらないのだが……

　それでも、一いち縷るの望みができたことに違いはなさそうだ。

「あの鳥が、わたしに呼びかけているんだわ」

　少女は、夢見るような声でそう言った。

「姫ひめ様さま……」

　膨ふくらんだ望みが、ふたたび萎しぼんでいくような思いがした。少女が正気を失ったとすれば、王国の再建になんの意味があろう。だが、話の内容をのぞけば、少女の様子はふだんと変わらぬように見えた。

　どうしたものか、と船長が迷っているうちに、鳥はだんだんと大きくなっていた。どうやら、この船に向かって真っ直ぐに飛んできているようだ。それにしても、ずいぶん大きな鳥だ。純白の羽う毛もうに包まれて、ほとんど羽ばたくこともなく、空を滑すべるように飛んでいる。

　船長には、見覚えのない鳥だった。ほとんどの海鳥を知っているつもりだったのだが。

「白鳥……」

　少女がわずかに驚おどろきの声をあげた。

「白鳥ですと？」

　聞いた船長も驚いた。白鳥なら名前だけは知っている。姿を見て分からなかったのは、白鳥が海鳥ではないからだ。そんな鳥が、たった一羽で、こんなところを飛んでいるのは、いかにも不自然ではないか。

　魔ま法ほう使つかいが化ばけているのだろうか？　そんな疑問さえ浮かんでくる。魔法使いならば、少女だけに呼びかけることもできよう。それとも、最初に危き惧ぐしたように、死しに神がみの化け身しんかもしれない。

「お気をつけくださいませ、姫様。魔ま物ものやもしれません」

　緊きん張ちようした声で、船長はささやいた。無意識に、手が腰の曲刀カトラスへと伸のびてゆく。

「大丈夫です、船長。呼びかける声に悪意は感じられません。ただ、わたしに何かを伝えたいみたい……」

　少女は耳をすませるように、ふたたび瞑めい目もくした。

　船長も少女にならって目を閉じたが、やはり何も聞こえてはこなかった。あきらめて、ふたたび空を見上げると、白鳥は今や船の真上にいて、大きく円を描くように飛んでいた。

　少女に目を転じると、閉じられたままの少女の目が、白鳥を追いかけるように動いているのに気がついた。少女と白鳥の意思とが触ふれ合っているのは、間違いないように思える。

「ついていけばいいのね？　あなたに」

　少女はいっぱいに目を開いて、優ゆう雅がに空を舞まう白鳥に呼びかけた。

　なりゆきに任せるしかない、と船長は心に決めた。異常があれば、すぐ行動できるようにしていればいいのだ。

　やがて、白鳥は大きく二度羽ばたいてから、飛んできた方向に戻もどりはじめた。しかし、完全には飛び去らない。すこし離れたところで、ふたたび円を描くように待っている。

「船長、白鳥を追いかけて。あの鳥がわたしたちを新天地へと導いてくれるわ」

　少女の声は弾はずんでいた。

「あの鳥が………新天地へ？」

　これは奇き跡せきなのだろうか、それとも夢や幻まぼろしなのだろうか。もしかしたら、自分こそが熱病に冒おかされているのかもしれない。

　少女の言葉は、信じがたい。しかし、目の前を舞まっている白鳥の動きは、少女の言葉を裏づけているように思えた。彼の目にも、あの白鳥が自分たちを誘さそっているようにしか見えなかったから。

「お願い、船長。わたしを信じて……」

　船長には少女を信じることも、疑うこともできなかった。判断するための材料がないのだから。ただ、分かっていることは、このままじっとしていても、数日のうちに破は滅めつするという事実だけだ。

　白鳥はあいかわらず空を旋せん回かいしている。船長はほうけたように白鳥を眺めた。飛ひ翔しようする白鳥の姿はあくまでも優ゆう雅がであった。

　その高こう貴きな姿が、船長の決心をうながした。あのような生き物が、死しに神がみの化け身しんであるはずがない。

「……分かりました。姫ひめ様さまの言葉に従いましょう」

　大おお嵐あらしに巻きこまれてここまで流されてきたのだ。このまま、あの不思議な白鳥に導かれて漂ひよう流りゆうしていくのも、また運命かもしれない。

　しかし、どこへだ。

　船長は誰だれかにそう問いかけたかった。

　我々はいったいどこまで漂流してゆけばいいのだろう。
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　はるか北の海に、大きな島があった。

「解放された島」と呼ばれている島だ。灰色の呪じゆ縛ばくから解放された島、と……

　その島にはいくつもの王国が栄えていた。諸王国は互いに盟めい約やくを結び、決して争うことなく、人と物との交流がさかんに行われていた。

　この平和は、あまりにも長く激はげしい戦いの後に得られたものだった。それゆえ、王も民もこれを大切にしようと誓ちかいあっていた。

　百年もの長きにわたり、その島では戦いくさのために人の血が流されることはなかった。

　しかし、時は大たい河がの流れのごとく、ゆるやかにしてたゆむことを知らない。年月を重ねるにつれ、凄せい惨さんな大戦を知る者は少なくなり、忌いまわしい記き憶おくは過去のものとなっていった。

　やがて、平和に慣なれた人々はある疑問を覚えた。なぜ、ひとつの島がいくつもの王国に分かれている必要があるのだろう。これほどまでに互いが親密ならば、統一された王国を興おこしたほうがよいのではないか。

　そんな何気ない人々の思いが、野心に満ちた人間を生みだすものだ。ある王国の皇こう太たい子しが島の統一を目指し、突とつ如じよ、兵を挙げ、百年の平和は踏ふみにじられた。諸国の王たちも遅おくれじと島の覇は権けんを賭かけて立ち上がる。

　戦乱の時代が、ふたたび幕を開けたのだ。

　その戦乱のさなか、ひとつの王国が滅めつ亡ぼうの運命を迎えた。戦に敗れ、王都を蹂じゆう躙りんされ、国王一家や有力貴族たちが次々と殺されていった。生き残った貴族や騎き士したちは、たったひとり難を逃れた王族の姫ひめを守って、一艘そうの帆はん船せんに乗って航海に出た。

　北の大陸に、新天地を求めて……

　帆船には王国の貴族や騎士、それに王家に忠実な国の民が乗りこんでいた。その数はおよそ一千人あまり。

　彼らの航海は、無事にはすまなかった。大おお嵐あらしに巻きこまれ、船は半はん壊かいし、見知らぬ海へと運ばれたのだ。

　しかし、天空の神々は、この哀あわれな人々を見捨てはしなかった。

　数日ほどの漂ひよう流りゆうのすえに、帆船は幸運にもある陸地へとたどりついたのである。失われた王国の末まつ裔えいたちは、この新天地をダナーンと呼ぶことにした。そして、ここに新たな王国を築くことを誓ちかいあったのである。

　数年におよぶ探たん索さくの結果、ダナーンは大陸の北に突きでた小さな半島であることが分かった。ただし、大陸とは決して登ることのできぬ巨大な断だん崖がいによって遮さえぎられている陸の孤こ島とうだった。人の住んでいた形けい跡せきはあちらこちらで見つかったが、住民はひとりもいなかった。広さは故郷の島の半分ほど。

　人々は、断崖のはるか上にある閉ざされた大陸をクリスタニアと名付け、そこには神々が住んでいると信じるようになった。漂ひよう流りゆうする彼らを救うために、慈じ悲ひ深き神々はダナーンの地を開放してくれたのだ、と。ダナーン上陸を記念する祭の日には、すべての人々はクリスタニアに向かい、長い祈いのりを捧ささげる。ダナーンという土地を恵んでくれた神々への感謝の祈りだ。

　小さな半島とはいえ、千人ほどの人々が暮くらすには、ダナーンは十分な広さがあった。人々はまず村を興おこし、やがて、それを街まちへと発展させた。田畑を耕し、子を生み、育てる。そして、奥おく地ちに生活に適した土地を見つけては、また村を興し、街に発展させる。そんな繰り返しが二百年ほど続けられた。

　ダナーン半島は地形の変化にこそ富んでいたが、全体的に気候は穏おだやかで、大きな災害も起こらなかった。人口は爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがり、神の城じよう壁へきと名付けられた断崖まで、開かい拓たくは順調に進んでいった。

　その間に三回の遷せん都とが行われ、八人の国王が即そく位いしていた。

　移民初期の人々は皆みな、国王を敬うやまい、国王に忠誠を誓ちかっていた。しかし、代を重ねるにつれ、王国への忠誠心は薄うすれていった。故郷の島で平和が長く続かなかったように。八代目の国王が早そう逝せいし、王おう位い継けい承しよう問題が起こると、王位継承権者や有力な貴族たちのあいだで権力争いが激はげしくなった。

　この権力争いに勝利したのは、マリードという名の侯こう爵しやくである。彼は対立する貴族たちを謀ぼう略りやくをもって退しりぞけて、宰さい相しようとなった。そして、幼少の王女ジェシスを女王として即位させると、自らは政治の実権を掌しよう握あくした。

　マリード侯爵の登場によって、権力闘争は宮きゆう廷ていでの争いのみにとどまり、内ない乱らんにまで発展せぬかにみえた。しかし、それも束つかの間まのこと、この野心的な宰相が幼い王女を幽ゆう閉へいし、自らが国王のごとく振る舞まいはじめると、彼を退けんとして有力貴族たちが次々と反はん旗きをひるがえした。

　しかし、マリード侯爵は宰相という地位を巧たくみに利用し、反対する勢力を今度は武力で叩たたきつぶしていったのである。内乱は二年ほどであっけなく終わり、彼に反対した貴族、騎き士したちは次々と処しよ刑けいされた。

　この大粛しゆく清せいは宮廷内だけにとどまらず、地方の領主たちへも及んだ。王国の要職にあった者や、地方領主の大半がマリードの息のかかった者に代わられていったのだ。

　これがおよそ十年前のことだ。女王は成人したはずだが、いまだ幽閉の身であり、公の場には姿を見せない。マリード侯爵はあいかわらず宰相として、権力を欲しいままにしている。もちろん、すべての者がこれを快こころよく思っているわけではない。表向きは宰相に服従を誓いつつも、彼の失しつ脚きやくを画かく策さくする者もいる。姿を変え名を隠かくし、宰さい相しよう打だ倒とうの機会をうかがっている者も、また少なくはなかったのである。

　王都スパイアーに吹く風は、一見、平へい穏おんに感じられるが、誰だれも知らぬところで渦うずを巻き、ひそかなうなりをあげているのである。いつか大きな嵐あらしがやってくる、と王都の住民たちはひそかな恐おそれを抱いている。

　しかし、今はまだ平和の時代だ。まして、王都から遠く離れた辺へん境きようの村では、嵐の予よ兆ちように脅おびえる者など、ひとりとしていなかったのである。




　森の木々が次々と後ろに流れてゆく。

　地面を蹴ける乾かわいた音に、金属の打ち合う響きが重なっている。

　森の小道を、若者が走っていた。戦士であるらしく、鎖かたびらチエインメイルに身を包み、大型の楯ラージシールドを左手に持っている。左の腰には、長剣バスタードソードが差してある。

　彼の名前は、レイルズという。

　先日、十七歳の誕たん生じよう日びを迎えた。そろそろ、一人前の大人として認められてもいい年とし頃ごろだ。

「ビーン！　まだ、遠いのか」

　レイルズは、すぐ前を走っている後ろ姿に呼びかけた。

「もうすぐだよ」

　振り返って答えたのは、にきび顔の少年だった。黒くろ髪かみを短く刈かっているので、額にもにきびがぽつぽつ出ているのが分かる。

　少年はこの森に住み、精霊使いシヤーマンになるため修しゆ行ぎようをしている。精せい霊れいたちは自然の力の源だから、人里だとその働きは強くないのだ。そのため、精霊たちの力を借りて魔ま法ほうをかける精霊使いたちは、自然の力の強い場所で暮くらすことが多い。この少年もそれを実じつ践せんしようとしているのだ。

　家からずっと走ってきたので、レイルズは激はげしい疲つかれを覚えはじめていた。ずっと前から、歩きたいと思っているのだが、少年が走り続けるので自分からは言いだせなかった。

　そうなると、目の前を走っているビーンの軽装が恨うらめしかった。彼の体重ぐらいの鎧よろいを、レイルズは身につけているのだ。

　レイルズの一歩ごとに、金色の髪からは汗あせが飛び散り、金属鎧が甲かん高だかい悲ひ鳴めいをあげる。悲鳴をあげているのは鎧ばかりではない。心臓も悲鳴をあげている。全身の筋肉だってそうだ。

　と、少年がなんの予告も前まえ触ぶれもなく、突然、立ち止まった。

　しかし、勢いのついているレイルズが、いきなり止まれるはずはない。少年の背中にまともにぶつかってしまった。

　たまらず、少年は弾はじきとばされた。頭から地面に倒れこみ、くるくると二回転ほどしてから、木の根元にぶつかって止まる。

「ひどいじゃないか」

　目に涙をためながらビーンは立ち上がった。

「急に立ち止まった、そっちが悪いんだろ。そんなことより、人ひと喰くい熊ぐまが出たという茂しげみはどこなんだ？」

　乱れている息を整えながら、レイルズは言った。

　ちょうど朝食をとっていたところにビーンが飛びこんできて、人喰い熊が出たと騒さわぎたてたのだ。

　熊くまと聞いてはさすがに放っておくこともできない。森にはビーンばかりでなく、偏へん屈くつの老ろう魔ま術じゆつ師しと彼に師し事じする見習いの少女が住んでいるのだ。レイルズは完かん全ぜん武ぶ装そうで、ビーンに案内され森に入った。熊ぐらいなら、ひとりで仕し留とめる自信があった。こういうときのために、彼は毎日、剣けんの稽けい古こをしてきたのだから。

　レイルズは高ぶる気持ちを押さえながら、周囲に注意深く目を配った。

「あの茂みだよ」

　声を押さえて、ビーンは道からすこし離れた大木の陰かげを指さした。

　レイルズたちから、二十歩ほどのところだ。くすんだ緑色をした雑草や小さな棘いばらのはえた灌かん木ぼくが群ぐん生せいし、ちょっとした茂みになっている。群むれ集つどうことで、周囲の大木とはりあおうとするように。

　だが、茂みの高さは、レイルズの腰ほどもなかった。

「あの茂みなんだな？」

　念を押すように、レイルズは言った。思わず、声が険けん悪あくになっていた。

「そ、そうだよ」

　レイルズの剣けん幕まくに脅おびえたように、少年はおどおどと答えた。

　レイルズは小さく鼻をならすと、茂みに向かってゆっくりと近づいていった。その間に、腰のベルトに吊つるるした剣を、鞘さやから引き抜く。

　茂みの前に立つと、レイルズは大きく剣を振りかぶった。それを茂みに向かって、力任せに叩たたきつける。

　風を切りさく鋭するどい音が、森の静せい寂じやくを破った。

　悲鳴をあげて、少年は目を閉じた。襟えりに埋うまりそうなぐらいに、首をすくめている。

「こんな茂みに、人喰い熊が隠かくれていただって！」

　レイルズは、一言、一言に力をこめた。

　彼の剣が走ったあとには、ちぎれた雑草が宙を舞まっており、枯葉が敷しきつめられた地面へとひらひらと落ちていった。

　十分に時間がたってから、ビーンは目を開いた。

「本当に見た……、見たと思ったんだよ。僕が森を歩いていたら、その茂みが揺ゆれて、大きな影かげが姿を現したんだ。今にも襲おそいかかってきそうな感じでね」

「大きな影かげがね」

　レイルズは今しがた、彼が切り払った茂しげみに向かって、剣けんを突きつけた。

「どうすれば、こんな小さな茂みに熊くまが身体からだを隠かくせるんだよ」

　この森に住む熊は、巨大なものではレイルズの身長の倍を超こえるのだ。

「熊だって、しゃがめば小さくなるじゃないか」

「茂みに隠れて獲え物ものを待まち伏ぶせする人ひと喰くい熊ぐまか！　いるものなら、会ってみたいもんだ」

　やれやれとため息をつきながら、レイルズは剣を収おさめた。

「人喰い熊だから、頭がいいんだよ……」

　少年はまだ反論めいたことを言ってるが、もはや理り屈くつにもなっていなかった。その声からもだんだん力が失われている。

　おそらく、ビーンは巨大な影など見ていないのだろう。何かの物音に驚おどろいて逃げだしたに違いない。

「そんなに頭がいい熊なら、おまえなんかが助かりっこない。熊の方が人間より、足が速いんだから」

「それぐらい知っているよ……」

　ビーンは拗すねたような口く調ちようでぶつぶつと言う。

　レイルズは、じろりと少年を睨にらみつけた。あわてたように、ビーンが口をつぐむ。

「そんなに獣けものが怖こわいんなら、森になんか住まなきゃいいだろ」

　何度となく、レイルズは村へ帰るようにビーンに勧すすめている。

　十五歳になったばかりの少年には、森でのひとり暮くらしはつらいに決まっている。しかし、ビーンはこればかりはレイルズの言うことを聞こうとしない。

「森に住んでいないとね、精せい霊れいの声はなかなか聞こえてこないんだよ」

　ビーンは、いつものように答えた。

「立派な精せい霊れい使つかいになれというのが母さんの口くち癖ぐせだったし、そうならないとレイルズの足手まといでしょ？」

　ビーンは寂さびしそうな顔をして、そっと視線を落とした。

　七年ほど前に死んだ母親を思い出したのだろう。

　精霊使いだったビーンの母親は森の獣に襲われたとき、幼いビーンをかばって命を落としたのだ。目の前で母親を殺された子供には、ショックは大きかったろう。ビーンが過か剰じようなほどに、森の獣を恐おそれるのも無理はない。

　レイルズよりもふたつ年下のビーンは、そのとき、まだほんの子供で、ひとり暮らしなどできるはずもなかった。彼は村長に引き取られ、十三になるまで育てられた。十三になったとき、自分から森で暮らすと言いだし、それ以来ずっと精霊使いの修しゆ行ぎように励はげんでいる。

「街まちで暮らしている精霊使いだっている。精霊の声が聞こえてこないのは、おまえに才能がないからだろ」

「そんなことないよ。森にいれば、精せい霊れいの声はちゃんと聞こえてくるんだ。さっき、レイルズが切りつけた雑草にだって小精霊スプライトが住んでいた。切りつけられて脅おびえた声を出したのが、レイルズには聞こえなかった？」

「精霊の声なんて聞きたくもない」

　自分の行動を非難されたみたいで、レイルズは気分を悪くした。

　用心のために、完かん全ぜん武ぶ装そうをしてきたのが馬ば鹿かみたいだ。頑がん丈じような鎖くさりかたびらに身を包み、鉄製の楯たてまで持ってきている。

　結局、ビーンの空から騒さわぎだったと思うと、物もの々ものしい格好まで滑こつ稽けいだった。この場で脱ぬぎ捨ててしまいたい衝しよう動どうにもかられたが、置いて帰るには高価な代しろ物ものだし、抱かかえて持ちかえるのはもっと不ぶ格かつ好こうだ。

「あんなに走らされたのは、いったい何のためだったんだ」

　レイルズはうらめしげに、自分が剣けんで切りつけた小さな茂しげみを見つめた。

　それで、気がついた。

　茂みの向こう側に、落葉が乱れている跡あとがあったのだ。その乱れは森の奥に向かって点々と続いている。

　何物かが走った足跡のように、レイルズには思えた。ビーンが驚おどろいて逃げたように、この足跡の主も驚いて逃げたのだろうか。猟りよう師しではないので、なんの足跡かまでは分からない。その大きさから熊くまでないのは確かだ。しかし、兎うさぎみたいな小動物でもない。レイルズは自分の足を見下ろして、だいたい同じ大きさであることを確かめた。

　よく観察すると、どうやら足跡はふたり分あるように思われた。

　レイルズはちらりとビーンの様子をうかがった。少年はまだ、その足跡には気づいていないようすだ。

　わざわざ教えて怖こわがらせることはないと、レイルズは思った。

「とにかく、人ひと喰くい熊ぐまなんてどこにもいやしない。分かったな！」

　レイルズはビーンを強引に納なつ得とくさせると、やかましく鎧よろいを鳴らしながら、森の道を奥へと歩きはじめた。

「そっちは、村の方向じゃないよ」

「こっちでいいんだ」

　振り向きもせず、レイルズはビーンに答えた。

「そうか、サイアの所に行くんだね」

　少年の言葉どおり、この道の先を行けば小屋があり、老ろう魔ま術じゆつ師しとサイアという名の魔術師見習いの娘が住んでいる。足跡の主が、その小屋に向かっていないとも限らないのである。レイルズは、それを確かめるつもりだった。

　そして、サイアにはもうひとつ話さねばならないことがある。

「ついてくるんじゃないぞ」

　彼女のところに行く理由を詮せん索さくされないため、レイルズは怒おこったような声で言った。

「分かったよ」

　ビーンはつまらなさそうな声で答えると、反対方向に歩きはじめた。今日は、村で泊とまるつもりなのだろう。

　それがいい、とレイルズは心のなかで思った。

　足あし跡あとの主は、人間であるかもしれないのだ。そして、人間のなかには、人ひと喰くい熊ぐまよりも危険な獣けものがいるものだから。
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　ごうごうという音が、間かん断だんなく響いている。

　滝たきの音である。水量豊かな、大きな滝だった。

　落ちていくさなかに霧きりとなった水すい滴てきが初夏の陽光を弾はじいて、小さな虹にじを作っている。滝たき壷つぼは、大きな池ほどもあった。

　レイルズは滝壷の縁ふちに立ち、じっと見つめていた。視線の先にあるのは滝ではない。その左右に広がる巨大な断だん崖がいだった。垂直にそそりたち、その高さは目に見えるだけでも、巨人の背をはるかに越こえる。

　ダナーンの人々は、この断崖を「神の城じよう壁へき」と呼んでいる。神々の世界クリスタニアと人間の世界ダナーンの境きよう界かいとして創造された崖がけだと信じているから。

　たしかに、この断崖は神の創造物としか思えなかった。なにしろ、断崖の切れ目を見た者すらいないのだ。ダナーン半島の南を遮さえぎるに留とどまらず、崖に沿って海を数日ほど航海してみても、なお神の城壁は続いている。それから先まで行った者は誰だれもいない。激しい海流と暗あん礁しようが続き、とても侵しん入にゆうすることができないからだ。

　神の城壁は無数の亀き裂れつが斜ななめに走っている奇き妙みような岩いわ肌はだをしていた。亀裂によって、神の城壁には菱ひし形がたの模様が全面に浮かびあがっている。その模様は蛇へびの鱗うろこを連想させた。ぬらぬらと青黒く光るところまで、そっくりだ。

　崖に沿って視線を上げていくと、神の城壁は不思議な雲で行き止まる。暗い灰色をした霧のような雲で、崖に沿ってどこまでも続いている。断崖はさらに上まで続いているのだろうが、この雲によって遮られ、全ぜん貌ぼうを見ることさえできない。

　ただ、目の前で轟ごう音おんをたてている滝の水のみが、神々の世界からの使者として人間の世界ダナーンを訪れる。そして、この滝壷で一息ついたあと、川となって西の海に流れてゆくのだ。

　絶たえ間まなく滝に叩たたかれ、いつも忙いそがしく波立っている湖こ面めんには、一羽の大白鳥が浮かんでいた。ダナーンでは神の使いとされ、神しん聖せい視しされている鳥だ。ダナーン建国の伝でん承しようにおいて、この半島への上陸を導いたのが、他ならぬ大白鳥であったと記録されている。それゆえ、王国の紋もん章しようにも意い匠しよう化かされているし、大切に保護されてもいる。

　そのためだろう、ダナーンには大白鳥がたくさん棲すんでいる。池という池、湖という湖にその優ゆう雅がな姿を見ることができる。

　そのとき、レイルズの背後で、人の気け配はいがした。

　考え事をしていたので、レイルズはひどくあわてた。しかし、むりやり平静を装よそおって、わざとゆっくりと振り返った。十歩ほど行ったところに森があり、木々の間を縫ぬうように、細い小道が続いている。今しがた、レイルズが通ってきたばかりの道だ。

　その森の小道をレイルズの方へと向かってくる人ひと影かげがあった。水を汲くみにきたのか、右手に木き桶おけを持っている。

　若い娘だった。淡あわい緑色をした裾すその短い衣服に身を包んでいる。袖そでや裾から伸のびている手足は、大白鳥の羽う毛もうのように白い。

「やあ、サイア」

　レイルズは陽気な声で呼びかけた。

　そのときには、すでに、自分の調子を取り戻もどしていた。

「どうしたの？　ずいぶん物もの々ものしい格好じゃない」

　娘は目を丸くしながら言った。

「いろいろ理由があってね」

　サイアは、小走りにやってきた。背中まである長い金色の髪かみが揺ゆれて、特徴のある彼女の耳が見え隠かくれしていた。先端がわずかにとがった長い耳。

　彼女に森の妖よう精せいエルフの血が混ざっていることの証あかしであった。

　しかし、レイルズは気にしたこともない。他の村人たちのように、サイアがハーフエルフであることを忌いみ嫌きらったり、偏へん屈くつの老ろう魔ま術じゆつ師しブライアンのもとで修しゆ行ぎように励はげむ見習い魔術師であることを恐おそれてはいない。

　サイアはレイルズより一歳ほど年上だが、寿じゆ命みようが長いぶん成長の遅おそいハーフエルフだけに、彼よりも二つ、三つは若く見える。

「あたしに用があるなら、家に来てくれればいいじゃない。こんなところで、待まち伏ぶせなんかしないでさ」

　レイルズのそばまでくると、サイアは拗すねたような声で言った。

「そうしようと思ったんだけどね。あの爺じいさん、苦にが手てだから」

　子供の頃ころ、レイルズは老魔術師の家を訪れて散々な目にあった記き憶おくがある。

　動く骸がい骨こつに脅おどかされたこともある。訳わけの分からない魔ま法ほうの実験台にされて、まるまる一日、意識を失ったこともある。貴重な薬の入った瓶びんを壊こわしてしまって、罰ばつとして蛙かえるに姿を変えられたこともある。

「老ろう師しは、レイルズが来るのをけっこう楽しみにしてるのよ」

　サイアはからかうような目でレイルズを見つめる。

「冗じよう談だんじゃない」

　レイルズは、顔をしかめながら言った。

「そんなことより、誰だれか訪ねてこなかったか？」

「あたしの家に？」

　そうだ、とレイルズはうなずいた。

　森で見つけた足あし跡あとは、たぶん人間のものだ。そして、まっとうな人間ならば、茂しげみなどで野の宿じゆくをすることはない。

「三日前に、ビーンが遊びにきたぐらいで他ほかには誰も……。それがどうかしたの？」

　怪け訝げんそうに、サイアが尋たずねかえしてきた。

「いや、誰も来てないならいいんだ。それより、サイア。例の話なんだけど……」

　これ以上、聞いても無む駄だだと思い、レイルズは話題を変えることにした。

「例の話って、まさか王都に行く決心をしたの？」

　サイアの声がわずかに震ふるえた。

「王都へ行って、騎き士しになるよ。近この衛え騎き士し団だん長ちようの親父おやじのもとでね」

　レイルズは、迷いを打ち消すようにきっぱりと答えた。
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「そして、宰さい相しようマリードのもとでね」

　サイアは泣きそうな声で言った。

　彼女は感情が高ぶると、いつもそんな声になる。

「そうなるな……」

　レイルズは、呻うめくように答えた。

「一いつ緒しよに冒ぼう険けん者しやになるのが、幼い頃ころからの夢だったじゃない？」

　サイアが涙を浮かべた顔で、レイルズを見つめる。

　思わずレイルズは顔をそむけてしまった。

「ビーンが精せい霊れい使つかいの修しゆ行ぎようをしているのは、あなたの役に立ちたいって思っているからよ。あたしだって……」

　レイルズはそっぽを向いたまま、うなずいた。

　もちろん、彼らの気持ちは知っている。彼自身、そのつもりだったのだ。かつての父親のように、冒険者となってダナーン国内を旅しようと思っていた。神の城じよう壁へきを越こえて神々の住む地へ訪れることも夢見ていた。

　レイルズはチラリと対たい岸がんにそそりたつ断だん崖がいを見つめた。

「開拓時代ならいざしらず、今、この半島にいたんじゃ冒険者では暮くらしてゆけない。この島には、財宝の眠る古代王国の遺い跡せきはない。魔ま獣じゆうも妖よう魔まも住んでいない。内乱はあっても外敵はいない。困った人々を教うことはできても、報ほう酬しゆうを求めてしまっては名声は得られない。そして、神の城壁に阻はばまれ、クリスタニアに行くこともできない」

「それはそのとおりよ。でも、だからといって、騎き士しになんかならなくたって。あんな宰相に仕つかえては、名声なんてそれこそ求められないわ。あなたのお父さんが、なんて呼ばれているか知っているでしょ」

「血ち煙けむりの騎士だろ」

　レイルズの父親は、王都スパイアーの街まちで近この衛え騎き士し団だんの団長を務つとめている。

　近衛騎士団は、本来なら王族の護ご衛えいを任務とするのだが、今は宰相マリードの私兵となりはてていた。しかし、近衛隊の騎士は精せい鋭えいぞろいであり、恐おそるべき戦せん闘とう集団であることは誰だれもが認めていた。宰相が身分を問うことなく、手て練だれの戦士を集めたからだ。野心を持つ傭よう兵へいや冒険者たちが、こぞって志願し、厳しい試し練れんをくぐりぬけた選ばれた者だけが騎士に任ぜられた。

　レイルズの父、ラッセルもそのひとりだった。

　もともとは、冒険者としてダナーン王国でもかなり名の知られた戦士だった。幼い頃のレイルズはこのハークの村で、母と共に、父の帰りをひたすら待つ毎日だった。長いときには、父は一年以上も家を空あけることがあった。

　しかし、レイルズはそんな父を恨うらむどころか、誇ほこりにさえ思っていた。父が淡たん々たんと語る冒険話に胸をときめかせ、剣けんが持てるようになると、剣術を教えてくれるようせがんだものだ。

　宰さい相しようマリードは父の剣けん技ぎを認め、近この衛え騎き士しに取り立てた。

　そして、ダナーン王国の最さい南なん端たんに位置し、神の城じよう壁へきを望むここハークの村の領主に任命したのだ。王都から人を派は遣けんするよりも、村の住民である父に任せる方が、村人の反はん抗こうが少ないと計算したからだろう。

　もしかすると、父を試ためそうとする気持ちがあったのかもしれない。ハークの村はもともと王家の直ちよつ轄かつ地ちだったので、反宰相派の勢力が強かったからだ。父が宰相の暗あん殺さつを目もく論ろんで、近衛隊たいに志願してきたと考えたとしても無理はない。

　父が宰相の配はい下かとなり、ハークの村の領主に就しゆう任にんしたことを知ると、すぐに反宰相派が行動を起こした。村の郊こう外がいにある古びた砦とりでに結集し、蜂ほう起きしたのだ。この反乱を父はわずかな手て勢ぜいでもってすみやかに鎮ちん圧あつした。

　その後、一年ほど領主としてこの村に留とどまり、反抗勢力の残党を狩かりたてる一方、村人たちを懐かい柔じゆうするため税を軽くするなど、硬こう軟なんとりまぜた統とう治ちを行った。

　これが功を奏し、ハークの村の治安は回復した。この功こう績せきにより、宰相の信任を得た父は王都に呼び戻もどされ、近衛騎士団の団長に抜ばつ擢てきされた。宰相の期待に応こたえ、父はダナーン各地を転戦し、反宰相派の騎士、貴族たちを次々と滅ほろぼしていった。父の武ぶ勇ゆうは恐きよう怖ふとともにダナーン中に広まっていった。

　血ち煙けむりの騎士と呼ばれるようになったのはその頃ころのことだ。

　レイルズは母と共にハークの村に残ることになり、ふたたび父の帰りを待つ毎日が訪れた。だが、それからの八年間、父は年に一度か二度、帰ってくるだけで、便りもめったに送ってこなくなった。

「近衛騎士になってからの親父おやじは、まるで人が変わったみたいだ。おかげで、オレと母さんがどれだけ苦労していることか」

　話しつづけるうちに、レイルズは自分の言葉に怒いかりがこもってゆくのを自覚していた。

　レイルズ母子はハークの村人たちから孤こ立りつしている。無言の嫌いやがらせも、受けている。表だって何も言わないだけに陰いん湿しつだった。

「村人たちの気持ちは分かる。親父は宰相の手下になりはてたんだから。女王を幽ゆう閉へいし、王位簒さん奪だつを企たくらむあの謀む反ほん人にんマリードの……」

　ハークには十年前の蜂起のとき、国王派の貴族、騎士に協力し、武器を取った村人もかなりの数いたのだ。蜂起が父によって鎮ちん圧あつされたとき、そのうちの多くの者が殺され、あるいは罪ざい人にんとして王都へと連れん行こうされた。

　肉親や隣りん人じんを失った悲しみと憎にくしみは、村人たちの心の奥底に根強く残っている。その恨うらみが近衛騎士団長の妻であり、息子であるレイルズたち母子に向けられているのだ。

「だったら、なぜ？」

「他ほかに道はないからだろ！　望むと望むまいと、オレは血煙の騎士の息子なんだぜ!!」

　レイルズの激はげしい言葉に、サイアはびくっと肩かたを震ふるわせ、沈ちん黙もくした。

「オレには、剣けんに頼たよらない生き方なんて考えられない。他ほかには、何の取とり柄えもないんだから。近この衛え騎き士しになる以外に、もはや戦士として生きる術すべはないんだ」

　レイルズは断だん崖がいを振り返り、憎にくしみの目で睨にらみつけた。神の城じよう壁へきは、あたかも自分の可能性を立ち塞ふさぐ障しよう壁へきのように見えた。

　サイアはレイルズの傍かたわらにそっと立って、並んで断崖を見つめる。

「あなたの考えていることは、分かるわ……」

　レイルズはサイアの横顔に視線を向けた。

　彼女の目ははるか遠くを見つめているようだ。その碧あおい瞳ひとみには神の城壁ではなく、上の世界クリスタニアが映うつっているのでは、とレイルズには思われた。

「あの崖がけの上には、噂うわさどおり神々が住んでいるんだろうな。巨大な蛇へびに守らせ、毒どくの雲で隠してその姿を見せようとさえしない。哀あわれな人間たちには、ちっぽけな土地を与えただけで、自己満足にひたっているんだろうさ」

　それは、ダナーンの人々が信じている神の城壁にまつわる伝説である。

　クリスタニアに住む神々は、人間の国ダナーンとの境きよう界かいとなるように巨大な蛇を石に変えた。石になる寸前、大だい蛇じやは苦しみのあまり、毒の息をまきちらした。その毒息が霧きり雲ぐもとなって、神の城壁のまわりに漂ただよっているというのだ。

　噂であり、伝説である。しかし、いくつもの真実が含ふくまれていた。

　たとえば、崖の上空を覆おおう灰色の雲が強い毒どく性せいをもっていること。飛空フライの呪じゆ文もんで雲のなかに飛びこんだ魔術師ソーサラーが、自らの命と引き換かえにそのことを明らかにしてくれた。

　神の城壁はただの地形的な障しよう害がいではなく、魔ま法ほうの介かい入にゆうをも拒こばむ完全なる結けつ界かいなのである。神の城壁を越こえるために、他にもいろいろな手段が講じられたが、そのどれもが完全な失敗に終わっている。

　神々はクリスタニアヘ人間が入ることを望まれてはいないのだ、と各教団の司祭たちは人々に説といている。魔術師たちもこれ以上の犠ぎ牲せいを出さぬために、クリスタニアヘ登ろうとする努力を放ほう棄きした。

　やがて、開拓の時代も終わり、ダナーンの人々は自分たちの世界が、この小さな半島だけであることを知った。

「でも、あたしたちは十年前に見たじゃない。あの雲が晴れたことを。神の城壁が大きく裂さけて、道ができたことを……」

「そうだったよな……」

　レイルズも遠い目になり、断崖の上に漂う灰色の雲を見つめた。

　サイアの言うとおり、十年前の大だい地じ震しんのとき、神の城壁に裂け目が入り、崖の上へと通じる道のようなものができたことがある。しかも、そのとき、けっして晴れることのなかった灰色の雲が消えて、城じよう壁へき全ぜん貌ぼうが姿を現したのだ。

　地じ震しんが起こったちょうどそのとき、サイアとレイルズは、ビーンとともにこの滝たき壷つぼで水浴びをしていた。

　だから、裂さけ目ができてゆく瞬しゆん間かんも目もく撃げきした。

　滝の右手の城壁に、垂直の亀き裂れつが入ったかと思うと、岩が左右に引き裂かれた。そして、崖がけの縁ふちに斧おのを叩たたきつけたような巨大な裂け目ができあがったのである。

　裂け目は奥に向かって緩ゆるやかに傾けい斜しやしていたから、亀裂の底を登っていけばクリスタニアに行けるとレイルズは思った。

　行ってみよう、とサイアたちを誘さそったこともレイルズは覚えている。

　もし、レイルズたちが幼い子供ではなかったなら、きっとそうしていただろう。

　事実、その数日後に、六人の若者たちが亀裂を登って神の城壁を越こえていった。そのなかには、この村の実質的な領主であった王おう位い継けい承しよう権けんを有する若い伯はく爵しやくがいたし、サイアの兄弟子にあたる魔ま術じゆつ師しもいた。

　亀裂は大地震があってから十日ほどすると、消えてなくなり、神の城壁は元通りの越えることのできぬ障しよう壁へきとなった。もちろん、神の城壁を越えた六人の若者たちは、まだダナーンヘ帰ってはいない。

　若者たちは選ばれて神の国へと旅立ったのだ、と人々は噂うわさしあった。神ならぬ身に、いかにして断だん崖がいを立ち割り、それをまた元に戻もどすなどできようか、と。

「神は選ばれた六人のみを神の国へと招き、ふたたび道を閉じられた。もはや、二度と神への道は開かれぬであろう」

　レイルズは謳うたうようにそうつぶやいた。

　それは知ラ識ー神ダ教団の司祭が十年前の奇き跡せきを伝えるときの言葉である。

「一度は開いたものよ、二度と開かないとはかぎらないわ」

「開いてほしいよな。できれば、今すぐに」

　レイルズはぽつりと言った。

「王都へはいつ行くつもりなの？」

「来月までにはこの村を後にするつもりだ。このまま村にいても、嫌いやな思いをするだけだしね」

　陰いん湿しつな村人たちの嫌がらせには、いいかげん飽あき飽きしていた。

　実のところ、今にも怒いかりが爆ばく発はつしそうなのだ。つまらぬ争いを起こして、他人を傷つけたくはない。

「もう決めたわけね……」

　サイアは視線を池の水面みなもに落として、消え入りそうな声で言った。

　そこは、幼なじみの彼女である。レイルズの性格ぐらい分かっていることだろう。

　いろいろと考えたすえに決断したのだ。彼女に何と言われようとレイルズは考えを変えるつもりはなかった。

「もしかすると、これでさよなら？」

「旅立つ前の日には、また会いにくるよ」

　レイルズは迷いをふりきるようにサイアに背を向けると、森の小道へ向かって走りだした。

「そのときは、あたしの家を訪ねてよね」

　サイアは精せい一いつ杯ぱいの笑いをつくって、レイルズに手を振った。

　レイルズの姿は、森の木々に隠かくれてすぐに見えなくなった。

「ねえ、レイルズ……」

　手を振るのをやめて、サイアは走り去ったレイルズに向かってそっと呼びかけた。

「崖がけの向こうにあるのは、神の世界じゃないのよ……」

　サイアはポケットから一枚の布切れを取り出した。

　それは昨日、彼女がこの滝たき壷つぼで拾った物だった。もちろん、滝の上から落ちてきたとしか考えられない。

　その布はすりきれ、ボロボロになっていた。だが、人間が着る衣服の一部に間違いなかった。こればかりではない。毎日のようにこの滝壷に通っているサイアには、人間がいるという証あかしの品が上の世界からときどき流れてくることを知っていた。

　だから、とサイアは思う。

「クリスタニアが神の世界じゃないのなら、あの人は生きているはずだわ」
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　レイルズが村へ戻もどったのは、夕方近くになってからだ。

　村に一歩入ったとたん、レイルズは村の異い変へんに気がついた。何やら雰ふん囲い気きが騒そう然ぜんとしている。

　大勢の人が通りに出て、広場の方をうかがっている。彼らは皆みな、不安そうな表情で、近くにいる者とひそひそと話しあっていた。

　今朝、ビーンに呼びだされて村を出るときには、何事もなかった。彼が村を空あけているあいだに、何かが起こったのに違いなかった。

　レイルズは村人をひとり捕つかまえると、事情を説明してくれるよう求めた。

「王都から役人が来たんだよ。誰だれかを探しているらしい」

　レイルズを見て、その村人は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「探しているって、いったい誰を？　反はん逆ぎやく者しや、それとも罪ざい人にん」

　要領の得ない答えに苛いら立だって、レイルズは村人に問い返した。だが、その村人はそれ以上、何も答えようとしなかった。

「くわしい事情は役人にでも聞くんだな。ちょうど、村の広場で事情を説明しているよ」

「分かった、そうする！」

　レイルズは広場に向かって、駆かけだした。

　広場は村のほぼ中央にある。村全体で集会を開くために設けられたものだが、目的どおりに使われたことはめったにない。採とれたての野菜を売る農夫たちや、王都からやってきた行ぎよう商しよう人にんたちが露ろ店てんを開くのに利用される方がずっと多い。それから、村の子供たちの遊び場にもなっている。

　広場にも人だかりができていた。辺へん境きようのハークの村に、こんなに人がいたのかと驚おどろくほどだった。人ひと垣がきのむこうで、誰だれかが何かを叫んでいるようだが、人々の騒さわぐ音にかきけされ、なかなか聞きとることができない。

　レイルズは人をかきわけながら、前へと進んでいった。

　その途と中ちゆうで、

「……賞しよう金きんを取らすぞ」

　という声だけが、ようやく聞こえてきた。

　何の賞金だ、といぶかしく思いながら、レイルズは群衆の先頭に出た。すると、話はもう終わったらしく、引き返そうとするいくつかの背中が見えた。見覚えのある鎧よろいを着こんだ背中がひとつあった。

「近この衛え騎き士し？」

　レイルズは父親が帰ってきたのかと一いつ瞬しゆん、思ったが、すぐにその考えを打ち消した。

　声は父親のものではなかったし、後ろ姿も似ていない。残りは騎士の従者のようで、簡素な胸甲ブレストプレートだけをつけ、長槍ロングスピアを持っている。

「待ってくれ」

　レイルズは葦あし毛げの馬にまたがろうとする騎士を呼び止めた。

　鋭するどい視線がレイルズに向けられる。話が終わって、散っていこうとしていた聴ちよう衆しゆうたちが、足を止めてこの新たな展開を見守ろうとする。

「何だ、おまえは？」

　言いながら、騎士は馬上の人となった。

「レイルズといいます」

　レイルズは礼れい儀ぎ正しく名な乗のった。

「見たところ戦士のようだが、傭よう兵へいかそれとも冒ぼう険けん者しやのつもりか？　まだ、子供のくせに」

　鼻を鳴らしながら、近衛騎士はレイルズの鎧よろい姿すがたをじろじろと見る。

　子供と言われていい気はしなかったが、目の前の騎士よりも、年ねん齢れいがはるかに下なのは否定しようがない。

「この村で何かあったのですか？　それとも、王都で変へん事じでも……」

「話は今、したばかりだ。おまえのためだけに、繰り返す気はない。話が聞きたいなら、周りの者に聞くんだな」

　近この衛え騎き士しは面めん倒どうそうに言い捨てると、馬の腹に蹴けりを入れ、さっさと走りだしてしまった。

　横おう柄へいな態度に、レイルズは思わずむっとなった。主人を追いかけようとする従者の肩かたを捕つかまえて、強ごう引いんに引き止めた。

「何をしやがる！」

　従者は下げ品ひんな声でわめいて、レイルズを殴なぐりとばそうとした。

　レイルズは従者の拳こぶしを難なく避さけて、小声でつぶやいた。

「わたしは近衛騎士団長ラッセルの息子むすこなのですが」

　親父おやじの名は出したくなかったが、今は一いつ刻こくも早く、事情を知りたかった。

　村人に尋たずねたところで、まともに相手にしてもらえないだろう。それに、どうせなら事情をよく知った者から話を聞きたい。

「ラッセル卿きようの……」

　従者は絶ぜつ句くして、レイルズの顔を見つめた。

「ご、御ご無ぶ礼れいをいたしました。さっそく、主人に伝えてまいりますので、ここでしばらくお待ちを」

　面おも影かげが似ていると思ったのか、相手はレイルズの言葉を信じたようだ。

　この村に息子がいることを、父が伝えていたとも考えられる。従者は全力で走って、主人を追いかけていった。レイルズは言われたとおり、その場で待つことにする。

　騒そう動どうにはならないと思ったのか、いつの間にか村人たちもいなくなっていた。

　しばらくすると、例の騎士がさっきの従者を連つれて戻もどってきた。

　そして、今度は無言で下げ馬ばすると、レイルズの前にいきなり片かた膝ひざをついてかしこまった。

「知らぬこととはいえ、先さき程ほどは御無礼いたしました」

　レイルズは鷹おう揚ようにうなずいた。

　父の名を出したとたん、豹ひよう変へんする騎士の態度に憤いきどおりを覚えた。

「どうぞ、詰つめ所しよまで来てください。話はそちらでいたします」

　レイルズは騎士に従って、歩きはじめる。

　馬を使ってください、と騎士は勧すすめてくれたのだが、さすがにそれは断った。それを受ければ、自分もこの男と同類になると思ったからだ。

　ただ、近衛騎士も馬に乗るのをはばかり、全員が歩いて移動することになった。

　詰所に到着すると、見知った顔がいくつか出迎えてくれた。

　村詰めの兵士たちが数名と領主のいないハークの村をまとめている村長のターケンである。

　彼らだけは、この村において、レイルズに好意的だった。

「御ご苦く労ろうさまです」

　笑いを嚙かみ殺しながら、村長が近衛騎士に挨あい拶さつをする。

　近衛騎士がレイルズに気を遣つかっているのが、おかしかったのだろう。顔が赤く、肩かたを小こ刻きざみに震ふるわせている。

　そんな村長たちの様子を緊きん張ちようしていると勘かん違ちがいしたのか、近この衛え騎き士しは尊そん大だいな態度でうなずき、村長たちをねぎらった。

　村長は馬の面めん倒どうを見るように、兵士のひとりに言いつけると、騎士を詰つめ所しよの中へと案内した。

「さ、レイルズ様も御ご一いつ緒しよに」

　ターケンは、わざとらしく丁てい寧ねいな口く調ちようでレイルズにも声をかけた。

　普ふ段だん、彼を呼ぶときには、敬けい称しようなどつけたりしないのだが。

　詰所の中は殺風景なものだった。装そう飾しよくなどは何もない。兵士たちの使う武器が、右手の壁かべに立てかけられているだけだ。部屋の真ん中には大きなテーブルがあり、粗そ末まつな椅い子すがその周りに雑然と置かれている。

　上かみ座ざにあたる席を村長は騎士に勧すすめる。

　騎士がレイルズに気を遣って躊ちゆう躇ちよしているあいだに、レイルズはそれと向かいあう席に、勝かつ手てに腰を下ろしてしまった。

　騎士は仕方なくといった感じで、椅子につく。村長はレイルズの右みぎ隣どなりに静かに座った。

「いったい、いかなる用件でしょうか？」

　村長は控え目な口調で、近衛騎士に事情の説明を求めた。

　レイルズもうなずいて、騎士の発言を待つ。

　それではという感じで、近衛騎士は語りはじめた。

「王城に、賊ぞくが入ったのです」

　近衛騎士から切り出された言葉は驚おどろくべきものだった。

　レイルズは思わず椅い子すから腰を浮かせて、近衛騎士の言葉を繰り返した。

　ターケン村長の顔色も、さすがに変わっていた。

「それで、賊の数は？」

「城内に潜せん入にゆうしたのは、ひとりだけです。もちろん、協力者は何人かいたようですが……」

「潜入したのは、ひとりだけ？」

「それは、見事なものですなぁ」

　村長が場違いな感想を洩もらす。

　近衛騎士も苦々しい表情を浮かべつつも、相あい槌づちを打った。

　レイルズも村長に同感だった。

　警けい戒かい厳しい王城へと忍しのびこみ、無事、脱だつ出しゆつできたのだから、並なみの腕うで前まえではない。それとも、よほど幸運に恵まれていたのだろうか。

「賊は、どうやら食いつめの冒ぼう険けん者しやのようです。人数は四、五人。城に潜入した盗とう賊ぞくだけは人相が分かっているのですが、残りがどんな奴やつかは知れません。とにかく、怪あやしい奴はすべて捕らえて、王都に連つれてこいとの宰さい相しようの御命令です」

　いかにも宰さい相しようらしい命令だ、とレイルズは心の中で吐はき捨てた。

「それで、賊ぞくの目的は？」

　レイルズが問うと、近この衛え騎き士しはちょっと言葉を詰まらせた。

「……宝物を盗ぬすもうとしたのか、誰だれかを暗あん殺さつしようとしたのか、そんなところでしょう」

　レイルズは近衛騎士の言葉に不ふ審しんなものを感じた。だが、賊が王城に忍しのびこむ理由は、さしあたって他ほかにありそうにない。

　そのとき、レイルズの頭の中で、まったく別の考えが閃ひらめいた。

　ビーンを驚おどろかせた「人ひと喰くい熊ぐま」の正しよう体たいは、この賊だったのではないだろうか。賊ならば、街かい道どうを避さけて森の間かん道どうを通るということは十分にありえる話だ。

　いずれにせよ、賊が村に危害を及ぼすつもりがないなら、レイルズには関係のないことだ。まだ騎士にはなっていない以上、宰相のために働くつもりなど毛もう頭とうなかった。

　しかし──

「お父上からも、レイルズ様に協力してもらうよう仰おおせつかっています。噂うわさでは、なかなかの剣けんの腕うで前まえとか？」

　まるでレイルズの考えを読みとったかのように、近衛騎士が声をかけてきた。

　レイルズの心に、ふつふつと怒いかりがこみあげてきた。親父おやじは自分が騎士になることを当然だと思っている。自分の人生なのに、自分の思いどおりにならないのが、たまらなく悔くやしかった。

「分かりました……」

　レイルズは平へい静せいを装よそおって、そう返事をした。

「もちろん、村人は全員協力しますとも。賊がこの村に来ているのでしたら、かならずや捕つかまりますよ」

「よろしく頼たのむ」

　近衛騎士はわずかに顎あごを引いただけだ。

　村長も安やす請うけ合あいをするもんだ、とレイルズはひそかに思った。

　ここの村人たちが賊を捕らえるのに協力するはずがなかった。それどころか、宰相が追いかけているという理由だけで、賊をかくまおうとする村人がいてもおかしくはない。

　本気で賊を捕らえたいなら、まず村中の家を調べるべきだな、とレイルズは心の中で思った。

　だが、それを教えてやるつもりはなかった。

　レイルズは、近衛騎士には適当に協力しておけばいいと決めた。

　それが父に対する反はん抗こう心しんによるものだとは分かっていた。我ながら、子供じみている。だが、そんなことでもしなければ、とても怒りが収おさまりそうになかった。




　詰つめ所しよを出たときには、太陽はすでに西の森の中へと沈みかけていた。

　夕日を見たとたんに、レイルズはお腹が減っていることに気がついた。考えてみれば、朝、家を出るとき、軽くパンをかじっただけで、後は何も口にしていない。そのくせ、重い鎧よろいを着て、一日中走りまわっていたのだから、これでは腹が減らない方がどうかしている。

　レイルズは空腹を抱かかえて、我が家へと足を向けた。

　村の中心から南にはずれた場所に、レイルズの家はある。今いま頃ごろは母親が食事の支度をしているはずだ。母親は、レイルズが帰ってくる時間などおかまいなしに、毎日、決まった時間に夕食を作る。遅おそく帰ると、暖かい夕食にはありつけないのだ。

　しかし、今日は十分に余よ裕ゆうがある。

　レイルズはゆっくり歩いて、家に帰りついた。

　玄げん関かんの前に立ち、無む雑ぞう作さに扉とびらを開けようとする。

　が、その動きがぴたりと止まった。

　家の中から話し声が聞こえてきたからだ。レイルズが外出している以上、家には母親ひとりきりのはずだ。レイルズの家には、めったに来客もない。独ひとり言ごとをいうような母親でもない。だいいち、声は男の声だった。

「いったい誰だれだろう？」

　レイルズは不ふ審しんに思いながら、扉を開けた。

「母さん！」

　不安のためか、レイルズはいつもより大きな声で母親に帰宅を告つげていた。

「あら、早かったわね」

　すぐに返事があり、台所の方から何なに気げない顔で母親が姿を現した。料理がいっぱいに盛られた皿を手に持っている。

　レイルズは安心し、ちょっとした脱だつ力りよく感かんさえ覚えた。

「食事の支し度たくができてるわ。早く食べてしまいなさい」

　そう言うと、母親はさっさと食しよく卓たくのある部屋へ入っていく。

　レイルズはうなずくと、母の後に続いた。しかし、部屋に入ったとたん、弛ゆるみかけていた心がふたたび緊きん張ちようした。

　食堂に、ふたりの先客がいたからだ。それも、レイルズが見たこともない顔だ。

「お邪じや魔ましておる」

　そのうちのひとり、神しん官かん衣いをまとったドワーフがレイルズに向かって、丁てい寧ねいに頭を下げた。神官衣の胸のところには、幸運神チヤ・ザの紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。もうひとりの瘦やせた男は、レイルズに一いち瞥べつをくれただけで、食卓に並べられた料理をがつがつと口に運んでいる。

「この人たちは？」

　レイルズは怪け訝げんに思いながら、母親に尋たずねた。

　父親の昔の知人だろうか。それとも、まさか……

　ドワーフの神官も、瘦せた男も、いかにも冒ぼう険けん者しやふうの服装だった。ドワーフは神官衣の下に鎖かたびらチエインメイルを着けていたし、もうひとりも衣服の下に革の胴着レザーアーマーを着込んでいる。そして、ふたりとも部屋の中に、武器を持ちこんでた。

　ドワーフは巨大な大斧グレートアツクスを背後の壁かべに立てかけており、瘦やせた男は飾かざり気のない小剣シヨートソードを傍かたわらに置いている。ふたりとも、手を伸のばせば、いつでも戦える態勢だった。

「この人たちは我が家のお客よ。別に招いたわけではないけどね」

　母親は新しい料理を食しよく卓たくの上に置きながら、そんな曖あい昧まいな説明をした。

「お客なのは、分かっているよ」

　レイルズはいらいらした。母親の答えはいつもそうだ。真実を告つげるのが罪つみとでも思っているみたいに、漠ばく然ぜんとしたことしか言わない。

「母さんが留る守すの間に、家に来ておられたのよ。事情を聞いたら、お腹が空すいているっていうから御ご馳ち走そうしてあげてるの」

「面めん目ぼくない」

　ドワーフが頭をかきながら、笑った。

「あんまり腹が減ってたんでの。もちろん、代金は置いていくつもりだったぞ。盗ぬすみは、取り引きではない。幸運を分かちあうことはできない」

　レイルズは確信した。

　このふたりこそが、王城に忍しのびこんだという賊ぞくに間違いない。

（なぜ、オレの家に来た！）

　レイルズはそう叫びたくなるのをかろうじて押さえつけた。

　近この衛え騎き士しに協力するつもりはなかったが、賊を匿かくまうつもりもなかった。もし、このことが隣りん人じんたちに知れれば、彼らは躊ちゆう躇ちよすることなく事実を詰つめ所しよに知らせるだろう。賊を庇かばうより、血ち煙けむりの騎士ラッセルの家族を窮きゆう地ちに追いこむほうを選ぶに違いないのだ。

　どうすればいい、とレイルズは自らに問いかけた。

　気持ちが高ぶり、スープ皿を持つ手が震ふるえる。トウモロコシをつぶした、どろっとしたスープでなかったら、皿からこぼれだしていたかもしれない。

（この場で、始し末まつをつけるか？）

　さいわいレイルズは完かん全ぜん武ぶ装そうである。それも、可能かもしれない。

　だが、相手の力りき量りようは分からない。

　彼らは冒険者なのだ。ドワーフは神しん官かんで、瘦せた男は盗とう賊ぞくだろう。武器を使っての戦いならば、戦士であるレイルズに勝ち目があるように思える。しかし、長年、冒険者をやってきた男たちのこと、どんな手を使ってくるか予想もつかない。

　いや、予想できるはずがないのだ。いくら剣けんの鍛たん練れんをしてきたとも、レイルズには実戦の経験はないのだから。狼おおかみや野犬を切り殺したことはあっても、人間は傷つけたことさえない。

　頼たよれるのは、父が家に戻もどってきたときに、つけられた激はげしい稽けい古このみである。その稽古は、騎き士したちの学ぶ正規の剣けん術じゆつだけに留とどまらず、父親が冒ぼう険けん者しや時代に身につけた実戦的な戦い方まで叩たたきこまれていた。

　腕うで前まえのほどは、父も認めている。ただ、剣の腕前だけでは生きてゆけないことを、父は強調している。それゆえ、父はレイルズに騎士になるように勧すすめた。いや、それはほとんど強制でさえあった。

　そのことが、レイルズの癪しやくに触さわった。

　冒険者時代の父は、富とは無む縁えんではあったが己おのれの剣ひとつで生きてきた。権力はなかったが名声はあった。もちろん、伝説の勇者、英雄たちに肩かたを並べるほどではない。彼らがそうであったように、試し練れんを受ける機会が父にはなかったのだから。

　だが、幼いレイルズにとって、父は間違いなく英雄だった。その父が、今では血ち煙けむりの騎士の汚お名めいで呼ばれ、宰さい相しようの忠実な飼かい犬いぬに成り下がっている。

　レイルズには、それが我が慢まんできない。

　だが、冷静になればそれがもっとも賢かしこい生き方であることも分かる。

　父親が冒険者であったころ、母がどれだけ苦労してきたか、レイルズは薄うす々うす、知っている。普通に暮くらすだけなら、何とかなっただろう。だが、冒険は準備に金がかかる。高価な武ぶ具ぐは欠かせないし、他ほかにもいろいろと物入りだ。しかも、冒険に成功するかどうか分からず、たとえ成功しても期待どおりの報ほう酬しゆうをもらえないことも多い。
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　レイルズはもう子供ではない。夢を追っているだけでは、生きてゆけないことを知っている。

　この半島には、もはや冒ぼう険けんするところもないのだ。冒険者になっても、人々の抱かかえている厄やつ介かい事ごとを解決し、小こ銭ぜにを稼かぜぐことしかできない。落ちぶれて野や盗とうになった冒険者の話もよく耳にする。

　だからこそ、サイアやビーンとの共に冒険者になる約やく束そくを破り、自分の心に反してまでも騎き士しになることを決めたのだ。

　ただ、たとえ騎士になっても、父のようにただの宰さい相しようの飼かい犬いぬで終わるつもりはなかった。

　ふと気がつくと、自分のスープ皿が空になっていた。

　レイルズは、それでもスプーンを口に運びつづけていた。

　チラリと顔をあげると、ドワーフが不思議なものでも見るように、レイルズを見つめていた。

「ずいぶん立りつ派ぱな鎧よろいを着ておるが、冒険者にでもなりたいのかの」

　そして、彼はそう声をかけてきた。

　だが、レイルズを疑っている感じではなさそうだ。

「別に……」

　レイルズは、曖あい昧まいに答えた。声が震ふるえないようにするのが、やっとだった。

「他人に尋たずねられたことは、ちゃんと答えなさい」

　母親が説せつ教きようめいたことを言った。

「どう答えようと、オレの勝かつ手てじゃないか」

　ちゃんと答えられないから、レイルズは言葉を濁にごしたのだ。

「母親は敬うやまわなきゃいけねぇな」

　盗とう賊ぞくがニヤニヤ笑いをしながら言った。

　レイルズは、思わずムツとした。それで、このふたりをどうするか心を決めた。

　自分で手をくだす気にはなれない。近この衛え騎き士しに事実を知らせれば、それで十分だ。その後のことは、知ったことではない。このふたりが逃げようと、捕らえられようと、もはやレイルズには関係のないことだ。

　しかし、急がねばならないだろう。でないと、誰だれかが事実を密みつ告こくするかもしれないから。

　レイルズは汚よごれた口のまわりを手て拭ぬぐで乱らん暴ぼうにねぐうと、椅い子すを蹴けるように立ち上がった。

「もう、いいの？」

　レイルズはうなずいた。

「着き替がえてくる」

「身体からだも拭ふいてらっしゃい。ずいぶん、汗あせ臭くさいわよ」

「分かった」

　ふたりの客人に会え釈しやくして、レイルズは食堂を出ようとした。

　だが、肝かん心じんなことを思い出して、扉とびらのところで振り返った。

「この人たち、ずいぶん疲つかれているみたいだし、今晩、納な屋やに泊とめてあげれば？」

　それが、いちばん都つ合ごうがいい。

　このまま立ち去られるのも問題だし、家に泊とめれば母親が危険にさらされる。

「そうさせてもらうと、ありがたいんだがの」

　ドワーフがおずおずと申し出る。

「ちょうど、今夜の宿を探しておったのだ」

「納屋でよければ……」

　人の好いい母親は、戸と惑まどいながらもそう答えた。

　おそらく、泊めるつもりまではなかったのだろう。

「もちろん、かまわんとも」

　ドワーフは大きくうなずき、感謝を表した。

「この家に幸運神チヤ・ザの恵みあらんことを祈いのらせてもらいますぞ」

　それには及ばないよ、とレイルズは心の中で自じ嘲ちようぎみに答えた。

　レイルズがこれからやろうとしていることは、彼らに恨うらまれこそすれ、感謝される筋すじ合あいはないのだから。
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　日が完全に没ぼつし、外が真まっ暗くらになってから、レイルズは行動に移った。

　ふたりの冒ぼう険けん者しやは、すでに納屋へ移っている。食事が終わってから、彼らはかなり長いあいだ酒を飲んでいた。レイルズの家に残っていた酒をほとんど飲みほしたに違いない。

　レイルズは彼らのために、あまり酒を勧すすめたくなかった。酔よっていては、近この衛え騎き士しから逃げ延のびることは難しいだろう。

　レイルズは念のため、新しい鎧よろい下したを着こみ、鎖くさりかたびらに身をかためた。戦うつもりはないが、そうならないとはかぎらない。楯たてを持ち、剣けんの具合を確かめる。毎日、握にぎっているだけに、剣は自分の手にしっくりとなじんだ。

　それから、母親にも気け取どられないように、レイルズは自室の部屋の窓から外へ出た。

　慎しん重ちように行動したつもりだったのだが、それでも鎧がかなり大きな音を立てた。

　誰だれにも聞かれなかったろうなと緊きん張ちようしたが、家の中からも納屋からも変わった物音は起こらなかった。レイルズは庭を慎重に歩いた。門を通らず、わざわざ横の垣かき根ねを越こえて道に出た。道に出てからも、しばらくは足を忍しのばせて歩いた。

　もういいだろう。

　それから、レイルズは全力で走りはじめた。目指すは詰つめ所しよである。

　と、行く手をいきなり人が遮さえぎった。

　近くの家から洩もれる明かりと、夜空に浮かぶ月の光だけでは、相手がいったい誰だれか確かめようがない。

　こんな時間にいったい誰が、とレイルズはいぶかしく思った。

「こんな夜中に、いったいどこへ行くんだい」

　聞き慣なれない声が返ってきた。

　甲かん高だかい男の声だった。

「あんたにゃ、関係ないだろ」

　通行人ならば、関かかわっている暇ひまはない。レイルズは相手を避さけるように先を進もうとした。すると、相手はレイルズの行く手を阻はばむように横に動いた。

　レイルズははっとなって、相手の姿を見つめた。

　影かげ絵えのようにしか見えないが、背の高い瘦やせた感じのする男だった。

「いけねぇな」

　感情を殺した声だった。それだけに、かえって不ぶ気き味みで、レイルズは背中に冷たい汗あせが流れるのを感じた。

「誰だい、あんた？」

　問いかけてはみたが、すでに答えは分かっていた。

　二人組の冒ぼう険けん者しやのうちのひとり、盗とう賊ぞくの方だ。

　見たところ、ひとりだけのようだが、連つれのドワーフもどこかにいるのだろうか。

　レイルズは身構えつつ、そろりと剣けんに手を伸のばした。

「悪さをしちゃ、美人の母さんが泣くことになるぜ。オレがおとなしくしているあいだに、家に帰って、とっとと寝ねるこったな」

「母さんには、関係ない！」

　レイルズは盗賊の言葉に怒いかり、その勢いで剣を抜いた。

「遊びは、そこまでにしな」

　男の声も、そして姿勢も低くなってきた。

　小剣シヨートソードを抜く気け配はいが、闇やみを通して伝わってくる。

　戦いになるのは、避けられそうにない。

　レイルズの頭にかっと血が昇のぼってきた。

　稽けい古こでは何度も剣を交えている。だが、実戦ではこれが初めてなのだ。しかも、相手は王城に忍しのびこんで、無事、逃げだしたほどの腕うで利ききの盗賊である。勝てる保証はまったくない。

　勝敗が分からないから面白いのだ、とレイルズは自分を奮ふるい立たせる。そして、相手との間合いをはかった。

「どうしても、やるってんだな」

　盗とう賊ぞくは、またも声をかけてきた。

　押し殺した迫はく力りよくのある声だった。

　声を出すのは相手も怖こわいからだ、とレイルズは勝かつ手てに決めつけた。だが、剣けん先さきが震ふるえるのは、どうしても押さえることができない。

「命を無む駄だに……」

　盗賊がそう言いかけたとき、レイルズはいきなり切りかかった。

「うわぁ」

　意外だったらしく、相手は後ろに飛び退すさって悲ひ鳴めいをあげた。

　レイルズは容よう赦しやなく、次の攻こう撃げきを見み舞まう。なにしろ、夜である。相手の姿は影かげ絵えのようにしか見えない。狙ねらいがつけられないので、とにかく、力任せに剣を振るうことを心掛けた。

「ほ、本気かよ！」

　レイルズの剣を必死になってかわしながら、相手が叫んだ。

　レイルズは答えない。無言で剣を振りつづける。

「恐おそろしいガキだぜ。わ、分かった。オレが悪かった、降こう参さんするよ」

　剣を上段に振りかぶったまま、レイルズの動きがピタリと止まった。

「降参したいなら、まず剣を捨てろ」

「剣を捨てればいいんだな」

　意外にも素直に相手は従った。

　鉄の塊かたまりが地面を叩たたく甲かん高だかい音が響く。

　相手の動きに注意を払いながら、レイルズはその剣を足で探った。しかし、暗くら闇やみのこと、なかなか探し当てられない。レイルズはつい、地面に目を向けて、光る刃はを見つけだそうとした。

　それが失敗だった。

　目の前の黒い影が、音もなく、動いた。そして、レイルズの無防備な首筋に、冷たい物が押し当てられた。

　レイルズが小剣シヨートソードを探す一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、隠かくし持っていた短剣ダガーを抜いたに違いない。

「ガキは、やっぱりガキだな」

　勝ち誇ほこった声が、レイルズの耳に聞こえた。

「くっ！」

　レイルズは低くうなった。

　全身が凍こおりついたような気がした。

「手荒な真ま似ねは嫌きらいなんだが、おまえの聞き分けが悪いからいけないんだよ」

　そして、武器を捨てな、と男はすごんだ。

　膝ひざががくがくと震ふるえる。

　戦士らしく覚かく悟ごを決めなければと思うのだが、どうしても恐きよう怖ふのほうが先走ってしまう。

　武器を捨てろ、と男はもう一度、繰り返した。

　反はん射しや的てきに、レイルズは足下に剣けんを投げ捨てていた。まるで自分が自分でなくなったような気がした。

「どこに行くつもりだったんだい？」

　男が尋たずねてきた。

　酒臭くさい息がかかって、レイルズは顔をしかめた。

「知ってるから、待まち伏ぶせしてたんだろ」

　声を震ふるわせないのが、やっとだった。

「可か愛わいくねぇガキだ」

　ガキ、ガキと連れん発ぱつされて、レイルズの心にふつふつと怒いかりが湧わきあがってきた。

　それで、いくらか恐きよう怖ふがやわらいだ。

　相手に隙すきがないかとうかがってみたが、さすがに用心深い。

「この村にも、もう手て配はいが回ってるってか」

　レイルズが答えないのを見て、男が吐はき捨てるようにつぶやいた。

「ああ、王都から近この衛え騎き士しがやってきている。逃げる場所なんか、どこにもないぜ」

　レイルズは唾つばを飲みこんで、喉のどの渇かわきを癒いやしてから、男にささやいた。

　気け圧おされたら、負けだと思った。

　殺すつもりなら、有う無むを言わさず殺しているだろう。

「うるせぇ！　言われなくても分かっている」

　大声で怒ど鳴なられ、耳が痛かった。

「一生、逃げまわるつもりかい？」

「仕方ねぇだろう。捕つかまったら、殺されるんだからよ」

　男の言葉には、脅おびえの色がうかがえた。

「そうでもないさ」

　レイルズは、自信に満ちた声で言った。

「こう見えても、オレは騎士見習いだからな。オレが進言すれば、刑けいは軽くなる」

　レイルズはたたみかけるように、言葉を並べた。

「おまえが騎士見習いだって！　口からでまかせを」

「信じないのは、そっちの勝かつ手てさ」

　レイルズはそこで黙だまって、相手の反はん応のうをうかがった。

　あきらかに相手の心は揺ゆれているようだ。おそらく、この盗とう賊ぞくは今までの逃とう亡ぼう生活で、かなり参まいっているのだろう。辺へん境きようのこの村に最後の望みをかけたのだろうが、ここまで手配が回っていることを知って、落らく胆たんしたのに違いない。

　もう少しだ、とレイルズは意気込んだ。もう少し揺さぶれば……

　そんなことを考えたときだった。

　レイルズは、自分の身体からだが揺ゆれだしたのを意識した。

　心が真っ白になってしまったようで、何が起こったのかしばらく理解できなかった。

「じ、地じ震しんかよ！」

　最初に気づいたのは、男の方だった。

　短剣の先が揺ゆれて、レイルズの喉のどに薄うすく傷がついた。その痛みで、レイルズも我に返った。

　揺れていたのは、足下の大地だったのだ。

　見れば、近くの民家も激はげしく揺れている。地鳴りの音も聞こえてくる。かなり強い地震で、立っているのもやっとだった。

　チャンスだ、とレイルズは思った。突とつ然ぜんのことに、相手も気を取られている。今ならば、状況を逆ぎやく転てんさせることができる。

　レイルズはすぐに行動した。

　鎖くさりかたびらで固めた右手を、相手の短剣におもいきり叩たたきつけたのだ。鎖かたびらが短剣の刃はに激はげしくぶつかり、小さな火花を散らす。

　不意をつかれた盗とう賊ぞくは、たまらず短剣を手放した。間かん髪ぱつを入れず、今度は左手に持っていた楯たてで相手の顔を殴なぐる。

　鈍にぶい音がして、たしかな手ごたえが伝わってきた。

　気がつけば、地震は収おさまっていた。そして、レイルズの足下には、男が倒れていた。息はある。気を失っているだけだ。

　自分の剣けんを拾いあげて、レイルズは男の脇わき腹ばらをかるく蹴けった。何度かそうしていると、男が息を吹きかえすのが分かった。殴られた顎あごのところを触さわって、骨が砕くだけていないかを確かめている。

「末すえ恐おそろしいガキだな」

　やがて、男は力のない声で言った。

「宰さい相しよう好みのいい騎き士しになるぜ」

「……ああ、そのつもりだ」

　その言葉で男はあきらめきったのか、レイルズの言葉に素直に従った。

「さっきの話、本当だろうな」

　身体についた土ぼこりを払いながら、男が言った。

　何の話だ、とレイルズが尋たずねかえす。

「オレが死し刑けいにならないという話だよ」

「ああ、正直に話せば、命は助かる。あとは、恩おん赦しやが出るのを期待するんだな」

　懇こん願がんするような男の調子に、レイルズは口からでまかせを言ったとは告つげられなかった。

　父を通じてでも、刑けい減げんは願いでるつもりになった。それが受け入れられることを祈いのるしかない。

　レイルズに剣けんを突きつけられて、盗賊はおとなしく詰つめ所しよまで歩いた。レイルズに顔を殴なぐられ、気力が失うせてしまったのかもしれない。

　知らせるだけのつもりだったのが、自ら賊ぞくを捕らえてしまった。まるで宰さい相しようの飼かい犬いぬになってしまったようで、レイルズは自分自身に嫌けん悪お感かんを覚えていた。父にとってみれば望みどおりだろう。それも、腹立たしく思う。

　詰所の扉とびらも男に開けさせた。

　殺さつ風ぷう景けいな部屋の中には、ふたりの兵士が詰めていた。いずれも、騎き士しの従者だった。ハークの村には数人の兵士しか常じよう駐ちゆうしておらず、村の治安は村人たちの自治に任されているといっていい。もっとも、辺へん境きようの村のこと、たいした事件が起こるはずもない。

「これはレイルズ様」

　従者のひとりは、レイルズを覚えていた。

「賊ぞくをひとり、捕つかまえた。もうひとりは、家の納な屋やに泊とまっている」

「本当ですか。それは、お手て柄がら……」

　ふたりの従者は不思議なものでも見るように、レイルズが連つれてきた男をしげしげと眺めた。

　勘かんの悪そうな従者の言葉や態度にいらつきながら、レイルズはとにかく近この衛え騎き士しを呼んでくれ、と頼たのんだ。

　ひとりがはっとなって、あわてて詰所の外に走り去っていく。

「近衛騎士までおでましだったとはな」盗とう賊ぞくが独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「まるで、大盗賊になったような気分だぜ。女王陛へい下かをちょっと盗ぬすみ見ただけなのによ」

「それが大たい罪ざいなんだ！」

　盗賊の言葉を聞きとがめた兵士が、盗賊の襟えり元もとをつかんで、力任せに殴りつけた。

「神しん妙みようにしているんだ。何も殴ることはないだろう！」

　なぜかむっとして、レイルズは従者にくってかかった。

　従者は当とう惑わくしたように、ぽかんと口を開けて、レイルズを見る。

　それから、盗賊をつかんでいた手をあわてて離す。まだ、二、三発は殴るつもりだったのだろう。

　しばらく待っていると、近衛騎士がやってきた。

　村長のターケンも一いつ緒しよだった。おそらく、今まで、村長の家でもてなされていたのだろう。荒い息に、酒の匂においがまじっていた。

「お手柄です。さすがは、ラッセル卿きようの御ご子し息そく」

　興奮した顔で、近衛騎士はレイルズに握あく手しゆを求めた。

「さっきの地じ震しんのおかげです」

　レイルズは家に帰ってからのことを簡単に近衛騎士に伝えた。

「きっと、天空の神々がお助けくださったのでしょう」

「まったくです。この国には、地じ震しんなどめったにありませんのに。十年ぶりですかな」

　近この衛え騎き士しに追つい随ずいするように、村長が言う。

「それよりも、早くもうひとりを捕つかまえなくては」

　近衛騎士がそう言ったときだった。

　背後の扉とびらが、軋きしんだ音をたてて開いた。そして、姿を現した者がいる。

　例のドワーフだった。

　レイルズは啞あ然ぜんとなって、ドワーフを見つめた。仲間を救いだすためにやってきたのだろうか？　しかし、武器は手にしていない。

「シャイロン、おめぇ」盗とう賊ぞくが信じられないというように、何度も首を振った。

「なぜ、逃げなかったんだ。オレなんか見捨ててよ……」

　盗賊の声が震ふるえていた。

「見捨てるつもりなら、最初からそうしておったわ。他ほかの仲間と一いつ緒しよにの」

　ドワーフは答えて、意外な展開に茫ぼう然ぜんとしているレイルズたちを押し退のけて、盗賊のところへ歩いた。

「その仲間のことを、教えてもらおう。それから、誰だれに頼たのまれたかをだ」

　ようやく我に返った近衛騎士がふたりの冒ぼう険けん者しやを睨にらみつけた。

　それから、レイルズに向き直って。

「御協力、感謝いたします。褒ほう美びは後日、王都より届けられます。お父上もさぞお喜びのことでしょう」

　と言った。

　レイルズが見守るなか、近衛騎士は詰つめ所しよの奥の部屋に、ふたりを連つれこんだ。

　その部屋には簡単な牢ろう屋やがあり、罪ざい人にんを責せめるための道具もそろっている。父が王都へ去ってからは、使われたことはなかったはずだ。

　後あと味あじの悪さだけがレイルズの心の隅すみに妙みように残っていた。家に帰ろうと思うのだが、なかなかその場を立ち去りがたい。

　しばらくすると、奥の部屋から耳をつんざくような悲ひ鳴めいが聞こえてきた。そして、近衛騎士がふたりを罵ば倒とうする声が……

　居たたまれなくなって、レイルズは扉を突き破るように表へ出た。

　それから、真まっ暗くらな夜道を我が家に向かって、全力で駆かけ戻もどりはじめた。
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　激はげしい水音が響いて、滝たきの音が一いつ瞬しゆん、かき乱された。

　大きな波は紋もんが規則正しく水面みなもに広がってゆく。

　レイルズが頭から滝たき壷つぼに飛びこんだのだ。

　レイルズは、水の底までいっきに潜もぐると、それから水面を見上げた。

　水面はさながら光の絨じゆう毯たんを広げたみたいで、ゆらゆらと絶たえ間まなく形を変えている。水は冷たく、森を走ってきて火ほ照てった身体からだには心地好かった。コンコンという音が耳の奥を叩たたく。

　息が続かなくなるまで、水中を泳いでから、レイルズは一気に水面に出た。胸にたまった息を激しく吐はきだし、頭を打ち振る。濡ぬれた髪かみが水しぶきをたてた。

　レイルズは金色の髪を無む雑ぞう作さにかきあげると、岸の方を振り向いた。

　あきれた顔をして、サイアがレイルズの方を見つめていた。彼女の足下には、今しがた、彼が脱ぬぎ捨てたばかりのシャツやズボン、それから、下着までもが乱らん雑ざつに積み重なっている。

「サイアも泳げよ！」

　乱らん暴ぼうに言って、レイルズは手招きした。

「そんなこと……」

　できるわけがないじゃない、とサイアは小声で続けた。

　レイルズはつまらなさそうに鼻を鳴らすと、背面で泳ぎながら岸へと戻もどった。湖こ岸がんの岩に両手をかけて、跳はねるように水からあがった。

　あわててそっぽをむくサイアのところまで歩いて、レイルズは手て拭ぬぐいで全身を拭ふいた。それから、服を身につけはじめる。まだ、湿しめった肌はだに布が張りついて、着るのにずいぶん手間取った。

　完全に服を着終わっても、サイアはレイルズの方を振り向きもしなかった。

「恥はずかしがることはないだろ。ちょっと前までは、そっちも裸はだかで泳いでいたくせに」

　レイルズはサイアの肩かたに手をかけ、強ごう引いんに彼の方に顔を向けさせた。

「昔とは違うわ」

　振り向いたサイアの頰ほおが紅こう葉ようした木の葉のように赤かった。

「昔って、去年の夏のことだぜ？　何も違っているもんか」

「残念ながら、あたしは違うの。慎つつしみ深くなったのよ」

　すましたような顔で、サイアは言った。

「そのわりに体形は変わってないな」

　そう言って、レイルズは両手で胸を押さえるような仕し草ぐさをした。

「ハーフエルフだもの」

　サイアは微ほほ笑えみながら、答えた。

「今日は、機き嫌げんがいいんだな」

　レイルズはつまらなそうに言った。

「レイルズは機嫌よくないのね」

　サイアが悪戯いたずらっぽい笑いを浮かべて、レイルズの顔を覗のぞきこんでくる。いつもは細い彼女の目が、今はいっぱいに開かれている。

「王都から逃げてきた賊ぞくを捕らえたんでしょ」

　たちまち、レイルズは不機嫌な顔で黙だまりこんだ。

「ビーンに聞いたんだな？」

　サイアは、こっくりとうなずく。

　レイルズは思わず舌した打うちをした。

「……オレは奴やつらのことを、王城の財ざい宝ほうが目当てのただの泥どろ棒ぼうとばかり思ってたんだ。それが、まさか、女王を救いだすことが目的だったなんてな」

　ふたりの冒ぼう険けん者しやが捕つかまってから、すでに十日あまりが経過している。

　彼らに関する噂うわさが流れてきたのは、つい先日のことだ。噂は、彼らのことを幽ゆう閉へいされた女王を救おうとした勇者と讃たたえていた。

　その噂を聞いたとき、レイルズは愕がく然ぜんとなった。

　すべてが、父の陰いん謀ぼうかとさえ思った。

　知らぬ間に、レイルズは宰さい相しようマリードの飼かい犬いぬのような真似をしでかしてしまったのだ。

　賊を捕つかまえた翌朝には、近この衛え騎き士しは王都の宰相の許もとへ、早馬の使者を仕立てていた。使者は宰相からの命令を伝えるべく、今朝、ハークの村に戻もどっていた。

　その使者は、感かん状じようとともに褒ほう美びの金貨を宰相から預かっていて、レイルズの家までわざわざ届けてくれたのである。そこには父からの手紙も添そえられていた。

　そのことは、すでに村中に知れ渡っている。

　顔を合わせるたびに、レイルズには村人たちの無言の声が聞こえてくるようだ。

　さすがは、血ち煙けむりの騎士の息子だと。飼い犬の子は、やはり飼い犬だと。

　レイルズの心に引っ掛かかっているのは、捕らえられたふたりの冒険者のことだ。彼らが悪人でないのは分かっている。依い頼らいされた使命を果たそうとしただけだ。それが冒険者というものだからだ。

　冒険者がどういう人間か、レイルズはかつての父を見て、知っている。幼いレイルズにとって、冒険者は困った人たちを助ける勇者であり、悪人をこらしめる英雄だった。

　実際、彼らが女王救出に成功していて、それによって宰相が失しつ脚きやくしていたとすれば、彼らは救きゆう国こくの英雄に祭りあげられたに違いない。

　そのとき、レイルズの背中で地面が小さく震ふるえるのが感じられた。

　寝ねていなければ分からないぐらいのかすかな揺ゆれだ。

「またかよ！」

　レイルズはうんざりしたように叫ぶと、上体を起こした。

「ここのところ、やけに多いわね」

　サイアは、嬉うれしそうに笑った。

「知らなかったよ。サイアが地じ震しん好きだったなんて」

「地震は好きじゃないわよ。やっぱり怖こわいわ」

　だったらと言いかけて、レイルズは思いとどまった。

　レイルズは、地震には借りがある。

　盗とう賊ぞくと対決したときに窮きゆう地ちにおちいったレイルズは、地震によって救われたからだ。

　あの晩以来、毎日のように地震が続いている。大きいのもあれば、小さいのもある。長く続くのもあれば、一いつ瞬しゆんで終わるのもある。まるで、大地が悪あく夢むにうなされて寝返りを打っているみたいだった。

「ねぇ、レイルズ、覚えている？」

　なまめかしい声で、サイアが話しかけてきた。

　レイルズは不意をつかれ、どぎまぎしてしまった。

「覚えているって、何をだよ」

「神の城じよう壁へきに裂さけ目ができたときのこと。あのときにも、大きな地震が起こったでしょ」

　レイルズは滝たき壷つぼの対岸にそそりたつ絶ぜつ壁ぺきに、ちらりと視線をはわせた。

「そうだったな」

　レイルズは、思い出した。

「だけど、あのときは一度しか大地は揺れなかった。こんなに地震が続いたりはしなかったぜ」

　この群ぐん発ぱつ地震を、ハークの対人たちは邪じや神しんが災わざわいをもたらしているのだと噂うわさしている。

　レイルズも同感だった。

　もっと大きな地震が起これば、家だって壊こわれるかもしれない。怪け我が人にんだって出ることだろう。

　つまるところ、地震は歓かん迎げいすべからざる災害にすぎない。

「地震が怖いからじゃないけど……」

　レイルズは思い出したようにつぶやいた。

　サイアが、細い眉まゆを不安そうに寄せる。

「オレは、すぐにでも王都へ発たつつもりだ」

　サイアの顔から、血の気がさっと引いた。

「事情を知らなかったとはいえ、オレは王城に潜せん入にゆうし女王を救おうとした冒ぼう険けん者しやを捕つかまえちまった。宰さい相しようから、褒ほう美びと感かん状じようをもらった。どんなに言い訳しようと、オレは宰相の忠実な部下でしかない。この運命から逃れることはできないんだ。だから、オレは王都へ行くよ。こんな村にいるのは、もうまっぴらだ！」

　最後は叫ぶような声になっていた。

「レイルズ……」

　蒼あおざめた顔のまま、サイアがレイルズの肩かたに手を触ふれようとする。

　レイルズは、一歩、後ずさって、その手から逃れた。

「あ……」

　悲しそうな目で、サイアがレイルズを見つめる。

　なぜ、そんな態度に出たのか、レイルズは自分でもその理由が分からなかった。

「すまない、一いつ緒しよに冒ぼう険けん者しやになれなくて……」

　それだけを言うのがやっとだった。

　レイルズは、くるりとサイアに背を向けた。そして、森の小道に向かって全力で駆かける。

　村へと続く一本道だ。

　それはあたかも自分の人生の象しよう徴ちようのように、レイルズには思えた。

　運命はひとつで、決して逃れることはできないのだと。




　　　　２




「起きているか？」

　ドワーフがいつもと変わらぬ調子で声をかけてきた。

「どうせなら、生きているか、と言ってくれ」

　両手を縛いましめている鎖くさりをじゃらりと鳴らしながら、バッソーはシャイロンという名のドワーフに答えた。

　バッソーとシャイロンのふたりは牢ろう屋やの奥の石の壁かべに、並んで鎖で縛しばりつけられていた。この狭せまい部屋のなかで、来る日も来る日も様々な手段で痛めつけられ、まだ逃とう亡ぼう中ちゆうの仲間のことや仕事の依い頼らい主ぬしのことを尋たずねられている。

　最初、バッソーはあっさりと白状しようと思ったのだが、責せめられているうちに、だんだん意地になってきて、今では絶対、何も言ってやるものか、と心に決めている。

　連夜の拷ごう問もんのため、すでに痛みの感覚は麻ま痺ひしていた。そのうち、すべての感覚が麻痺して、死んでしまうだろう。今は、その方が楽だとさえ思う。

「どうやら、生きてるようじゃの」とシャイロンが、あらためてそう言い直した。

　律りち義ぎな奴やつだ、とバッソーは笑おうとした。が、そのとたんに、全身に痛みが走った。まだ、痛みを感じる神経が残っていたのだ。

「ちくしょお、好すき放ほう題だいやりやがって」

　バッソーは床ゆかに唾つばを吐はきだした。思ったとおり、その唾は真っ赤な色をしていた。

　歯も何本、折られたか分からない。シャイロンの治ち癒ゆ魔ま法ほうで治ればいいんだがな、とバッソーは思った。でないと、女殺しの名が泣くってものだ。

「ところで、さっきの話は聞いておったか」

「聞きたくはなかったけどよ。あの野や郎ろうときたら、あんな大声で話すんだからな。寝ねてても、聞こえてしまうぜ。結局、オレたちは死し刑けいになるってんだろ」

　バッソーはもう一度、真っ赤な唾を吐きだしながら、なげやりに言った。

「うむ、覚かく悟ごはしとったが、それならあっさりと首を刎はねてもらった方が楽だったかの」

「へっ、死んでたまるかよ」

　バッソーはシャイロンの顔を見て、にやりと笑った。

「あのお姫ひめさまを助けるまでは、オレは絶対に死なないぜ」

「お姫さま？　ジェシス女王のことか」

「オレにとっちゃあ、お姫さまさ」

　バッソーはむきになって、シャイロンに言い返した。思わず全身に力が入り、激げき痛つうが走った。歯をくいしばって、その痛みに耐たえようとする。

「お姫さまはおまえにこう言ったのだったの。おまえが力をつけて、ふたたび女王のもとにやってくることを期待しています、とな。そうだったの？」

「そう、それよ」

　バッソーはがらにもなく頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、夢見るような声で言った。

　バッソーたち五人の冒ぼう険けん者しやは、十年前の政変のとき、王おう位い継けい承しよう権けんを捨てて隠いん棲せいしたある王族から情報を聞きだし、王城の一室へと通じる秘密の抜け穴を使って、城内に潜せん入にゆうした。

　そこからは、バッソーのひとり舞台だった。シャイロンたち残る四人は、退たい路ろを確保するために抜け道のある部屋で待機していたのだ。

　バッソーは盗とう賊ぞくの技術を駆く使しして、厳しい監かん視しの目を潜くぐり、塔とうの上に幽ゆう閉へいされている女王の部屋まで無事たどりついた。そして、扉とびらの鍵かぎもなんなく開けて、女王に脱だつ出しゆつを勧すすめた。

　しかし、女王はバッソーの申し出を笑顔で断り、その理由をこう説明したのだ。自分はいつでも逃げられる、そうしないのは、時を待っているからだ、と。

「ジェシス女王は、ずいぶん賢けん明めいな女性のようだの。自分ひとりの力では、宰さい相しようを倒せないことを十分に承知しているのだ。そして、機が熟すのを待っておられるのだろう」

「待っていたって、機は熟したりしないさ。誰だれかが立ちあがらなけりゃな」

　バッソーは遠い目をして言った。

「おまえが、それをやるというのか？」

「まさか！　オレは自分の器うつわぐらい知っているさ。ただ、オレだって、無力というわけじゃないぜ」

「ほう、いったいどうするのかの？」

　興味深そうに、シャイロンが尋たずねてくる。

　バッソーは得意げな顔で、ふふん、と笑った。

「なあに、簡単なことよ。オレたちが生きて逃げ続けていれば、宰さい相しようの威い信しんにも傷がつこうってもんさ」

　それを聞いて、シャイロンは肩かたを揺ゆらして笑った。

「消極的な考えだが、賛成するぞい。宰相に対する不満は、王都を中心にくすぶっておる。どんなきっかけから、火がつかんとも限らんからの」

「そういうこと。だが、その前に、このお粗そ末まつな牢ろう屋やから逃げださないとな。こんな鎖くさりぐらい、なんとでもなるが、こう見張りが厳重じゃあ、そのあとがうまくねぇ。誰だれかが騒そう動どうでも起こしてくれたら、そのどさくさを利用できるんだけどよ」

「わしらが牢屋のなかにおる以上、打つ手はないぞ。まあ、それは神が幸運を授けてくれることを期待するしかないの」

「へっ、幸運かよ。それはあんまり期待できねぇなあ。幸運な男だったら、今、こうして牢屋になんか繫つながれてるはずがないから」

「信じるのだ」

　シャイロンは、そう言って静かに目を閉じた。

「心から信じていれば、かならずや願いはかなうものだ。我らが祖先が、このダナーンの地にたどりついたように」

　おまえらしいよ、とバッソーは心のなかでつぶやいた。しかし、今は他に方法はない。バッソーは生まれて初めて、神に祈いのってみようかという気になっていた。




　レイルズが家に帰りついたとき、陽ひはすでに西の空に傾かたむき、あたりは薄うす暗ぐらくなっていた。

　サイアと別れてから、レイルズはあてもなく村の周辺を歩きまわった。気分がむしゃくしゃして、家に帰る気になれなかったのだ。

　しかし、空腹には勝てなかった。

　家から洩もれるランプの明かりと、煙突から立ち上る煙が温かく出迎えてくれる。

　玄げん関かんの前に立つと、あの晩と同じように、家の中から話し声が聞こえてきた。

　レイルズは一いつ瞬しゆん、緊きん張ちようしたが、それはすぐに解とけた。誰かが母親と話しているのだが、その声は聞き覚えがあったからだ。

　帰き宅たくを告つげて、扉とびらを開ける。

　すると、玄関口で母親とビーンが立ち話をしているのが見えた。

　扉を開く音に、ふたりが同時に振り返る。

「ひどいじゃないか！」

　レイルズの顔を見るなり、ビーンは泣きそうな声で叫んだ。

「なにが、ひどいんだ？」

「決まってるだろ。王都に行くんだって？　サイアも、僕ぼくも置いてさ」

　右手で額を押さえながら、ビーンは天てん井じようを仰あおぐ。

　芝しば居いがかった仕し草ぐさは、森で精霊使いシヤーマンの修しゆ行ぎようをしている少年には、まったく似に合あわない。

「レイルズが行くなら、僕も行くよ」

　ビーンの言葉には答えず、レイルズは母親に向かって、夕食と一言だけ言った。

　母親はうなずいて、台所へと入っていった。

　レイルズはビーンに合図して、食しよく卓たくのある部屋に行く。

「ちゃんとした食事なんて久しぶりだよ」

　いきなり態度が変わって、ビーンがはしゃぎながら言う。

　母親が台所から、料理を運んできた。

　それに気づいて、ビーンは歓かん声せいをあげる。ふたつの黒い瞳ひとみは、湯気を立てるスープに釘くぎづけだった。

　スープ皿を受け取ると、ビーンはせわしなくそれを口に運びはじめた。

　レイルズが啞あ然ぜんとして見つめているあいだに、たちまちスープを平らげてしまった。
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　つられたように、レイルズもすぐにスープを飲みほした。香こう草そうの風ふう味みが舌に心地好かった。

「ところで、さっきの話だけどさ……」

　ビーンがふたたびそう切り出してきた。もっとも、まだ未み練れんがあるらしく、視線は空からになったスープ皿に注がれたままだ。

「レイルズが王都に行くなら、僕もついていくよ。人間の心にも、精せい霊れいの力は働いているんだ。森で暮くらしていると、そういった精霊との交信が難しいからね。僕にとってもいい機会かもしれない。できれば、サイアも誘さそってさ」

　ビーンの言葉に、レイルズは動どう揺ようした。

　そこまで考えたことがなかったのだ。夢を捨てなければならないのは、自分だけだと思っていた。

　だが、サイアやビーンにしてみても、立場は同じなのだ。ダナーンにいるかぎり、冒ぼう険けん者しやとして生きてゆくのは至し難なんなのだから。

　サイアとビーンが一いつ緒しよならば、王都での暮くらしは楽しいものになるかもしれない。

　しかし、と同時にレイルズは思う。サイアは、絶対に王都へ行くことに同意しないだろう。クリスタニアに対する彼女の思いは、レイルズの比ではない。

　母親が、新しい料理を持って部屋に入ってきた。

　ビーンが足を踏ふみ鳴らして歓声をあげる。

　レイルズが異様な物音に気づいたのは、そのときであった。

「静かに！」

　ビーンを黙だまらせ、レイルズは耳をすませる。

　どこからか、低く、長く響いてくる音があった。

　レイルズはその音に耳をすませた。

　音ではなく、声だということに気がついたのは、しばらくしてからだ。獣けものの咆ほう哮こうにも似た声。自分だけにしか聞こえていないのか、と不安になったが、母親もビーンも何かに耳をすますように動きを止めている。

　いったい、どこから聞こえてくるのだろう。

　窓の外からではない。もっともっと近いところ。それに気がついたとき、レイルズの血は、一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

　その声は、足下から聞こえていたからだ。

　そう気づいたとたん、声はぴたりとやんだ。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

　身体からだが、椅い子すごとふわりと持ちあげられる感かん触しよくがあった。

　次いで、何かが爆ばく発はつしたような音とともに、部屋の中にあるすべての物が、空気までもが激はげしく暴あばれはじめた。

　レイルズはたまらず椅い子すから転げ落ち、ぶざまに床ゆかにはいつくばった。

　母親は料理の皿を取り落として、後ろの壁かべに倒れこむ。料理はビーンの頭にぶちまけられ、彼の髪かみの毛がソースでべとべとになった。

「大きいぞ！」

　レイルズは絶ぜつ叫きようした。

　地じ震しんだった。それも、とてつもなく大きい。

　ここのところ群ぐん発ぱつしていた地震はすべて、このための予よ兆ちようにすぎなかったのだ、とレイルズは思った。それほど、激しい揺ゆれだった。

　激しい悪お寒かんが全身を走りぬける。どこにも逃げ場がないという、追いつめられた恐きよう怖ふだ。逃げ道だけは確保しなければ、と扉とびらを振り向く。しかし、揺れが激しく、扉まではいずることさえできなかった。

「おかしいよ、この地震は！」

　ビーンが食しよく卓たくの下に潜もぐりこみながら、そんなことを叫んでいる。

　上下に、前後に、左右に、ありとあらゆる方向にレイルズたちは揺さぶられた。身体からだが悲ひ鳴めいをあげ、頭が空白になる。このまま地震が続いたら、肉体も精神も、いや世界中のすべての物が崩ほう壊かいするに違いない。

　レイルズは歯をくいしばりながら、それでも絶対に目だけは閉じず、ひたすら待った。

　地震が終わるのを。

　それは永えい劫ごうに続くかと思われた。しかし、始まったときと同じく、突とつ然ぜん、それは終わった。

　最後の一ひと揺ゆれのはずみで、レイルズは部屋の真ん中から外側の壁かべまで転がっていた。身体は床で仰あお向むけになっていて、両足は壁に張りついている。

　レイルズは後ろ向きに一回転して、起き上がった。

　実際に揺れていたのは、たいした時間ではなかったのかもしれない。もうすこし長く揺れていたら、間違いなく家が壊こわれて、レイルズたちはその下した敷じきになっただろう。

　部屋の中は、惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　食卓は壁の端まで移動して、見事に横倒しになっていた。陶とう器きでできた食器はすべて砕くだけ、破は片へんが床に散らばっている。六脚きやくあった椅子は、一脚をのぞいて、すべて倒れてしまっている。倒れていない椅子は、不思議なことに、いつもの場所に正しく収おさまっていた。

「死ぬかと思ったよ」

　ビーンが震ふるえる声で、つぶやいた。

　今度ばかりは彼のことを、臆おく病びよう者ものと笑う気にはなれなかった。レイルズも、まったく同じことを考えていた。

　そのとき、部屋の隅すみでランプが倒れているのに気がついた。壊れてこそいないが、油がかかって火が消えてしまっている。燃えにくい油をいつもは呪のろっていたが、今はそれを感謝しないといけない。

　しかし──

「煙けむりの臭においがするよ！」

　ビーンが、悲ひ鳴めいのような声をあげた。

　レイルズが鼻をひくつかせると、たしかに何かが焦こげる臭いがした。

　この家で火の気がある場所といえば……

「炊すい事じ場ばだ！」

　レイルズは叫ぶなり、走りだした。

　廊ろう下かを横切ったところにある炊事場の扉とびらは、さっきの地震にも耐たええて閉じたままだった。だが、隙すき間まから、真っ白な煙がにじみでているのが見えた。

「ビーン、水だ！」

　レイルズは叫ぶなり、扉を蹴けり破った。

　たちまち、熱気と煙が、溢あふれでてきた。しかしどちらも思ったほどではない。

「この部屋に貯ため水はないの？」

「まだ、いたのか！」

　レイルズはビーンを怒鳴りつけた。

「水なら、裏の井い戸どだ!!」

「それじゃあ、間に合わないよ」

　火は炊事場のいちばん奥おくから上がっていた。地じ震しんのせいで、火のついた薪まきがかまどから飛びだしたみたいだ。

　ビーンの言葉どおり、真っ赤な炎ほのおが激はげしく吹きあがりはじめた。手て桶おけに一いつ杯ぱいほどの水を汲くんできたぐらいでは、とても収おさまりそうにない。

「だから、この部屋に水はないの」

　ビーンの声は、真しん剣けんそのものだった。

「部屋の隅すみに水みず瓶がめがある。さっきの地震で倒れてないならな」

　何をするつもりか分からなかったが、ビーンの気き迫はくに押されて、レイルズは答えた。

「どこの隅」

「左側の……手前だ」

　記き憶おくをたどりながら、レイルズは言った。

　炊事場にあるのは、飲み水のために貯めている水で、几き帳ちよう面めんな母親は井戸水を嫌きらって、森の泉にまで行って汲んできている。

　ビーンは煙を払いながら、部屋の中へ入っていった。

「ずいぶん水が減っているけれど、これなら大だい丈じよう夫ぶ」

　すぐにビーンの声が聞こえた。

「何をする気だ？」

　尋たずねたが、ビーンからの返事はない。

　ビーンにはとても任せられないと思い、レイルズは燃えさかる炎ほのおの前に立つと、急いでシャツを脱ぬいだ。それを広げて炎にかぶせようとする。しかし、炎を押さえこむことはとてもできなかった。熱気で髪かみがちりちりと焼け、レイルズは思わず後ろによろめいた。シャツに炎がつき、新たな炎があがる。これでは、たき火に落葉をくべたようなものだ。

　水のせせらぎにも似た音が、背後から聞こえてきたのは、そのときだった。それが、ビーンの声であることを理解するまでに、レイルズはしばらく時間がかかった。

「……炎と対ついなす蒼あおき精せい霊れいよ、清らかなる水の乙女よ」

　最後の言葉だけはレイルズにも理解できた。

「精せい霊れい魔ま法ほうか？」

　レイルズは驚おどろいて、ビーンを振り返った。

　まだ修しゆ行ぎよう中ちゆうと聞いていたから、本当に精霊が操あやつれるとは思ってもいなかったのだ。

　変化が起こるまで、しばらく時間がかかった。

　失敗したのか、とレイルズが落らく胆たんしたとき、水みず瓶がめの中から半はん透とう明めいの奇き妙みような物体が、姿を現した。

「水の精霊ウンデイーネか！」

　レイルズは叫んだ。

　もちろん、実物ははじめて見る。だが、彼の知識はそう教えていた。

　ウンディーネは水瓶を伝って、床ゆかに滑すべり降りると、炎に向かって這はうように進んでいった。レイルズの目には、その姿は醜しゆう悪あくに映うつった。まるでスライムのようだ、とレイルズはこれも知識でしか知らない魔ま物ものの名を口にした。

　いつのまにか、炎はレイルズのシャツを飲みほして、新たな獲え物ものを求めて炎の舌を周囲に伸のばしている。精せい霊れい使つかいならば、火とかげサラマンダーが暴あばれていると表現するところだろう。木のはぜる乾かわいた音が連続して鳴っている。

　十分に炎のそばまで寄ると、ウンディーネはその形を突とつ然ぜん、変えた。

　厚みのあった姿だったのが、瞬しゆん時じにして、薄うすい膜まくのように広がり、炎の上に覆おおいかぶさっていったのだ。

　熱した鉄板に生なま肉にくを落としたような激はげしい音がした。

　白い湯ゆ気げが夏のむら雲のように湧わきあがり炎を包みこむ。

　レイルズは息を飲んで、見守った。水と炎、対ついをなすふたつの力が目の前で戦っているのだ。

　やがて、勝敗はあきらかになった。

　湯気の向こうから、青く透すきとおった姿の小さな少女が現れたからだ。

　水の乙女とも呼ばれるウンディーネが、はじめてその名にふさわしい姿を見せたのだ。

「ありがとう、ウンディーネ。精せい霊れい界かいへ、お帰り」

　その言葉と同時に水の乙おと女めは、瞬しゆん時じにしてその姿を消した。

　床ゆかの上に、小さな水たまりを残して。

　そして、ビーンはにっこりとレイルズを振り返った。

　湯気はじょじょに薄くなっていて、炭になった床や黒くろ焦こげになったレイルズのシャツなどが見えるようになった。

　火は完全に消えていた。近寄ってみても、熱さえ感じられない。

「たいしたもんだな」

　レイルズは素直に感心した。

　それから、ふたりはもとの部屋へ戻もどり、母親の様子を確かめた。開いたままの扉とびらを入ると、母親はすでに散らかった部屋の片付けをはじめていた。

　母が大だい丈じよう夫ぶなのが分かると、レイルズはビーンを連つれて表へ出た。

　思ったとおり、村のあちらこちらから火の手が上がっている。悲ひ鳴めいもいくつか起こっていた。地じ震しんのために、壊こわれた家も目に入った。その下した敷じきになっている人もいるのだろう。

　いかに仲が悪いとはいえ、放ってはおけない。

　レイルズは、倒とう壊かいしているいちばん近い家へ走りだした。

　ビーンも置き去りにされては大変とばかり、あわててついてくる。

　レイルズは他の村人たちとも協力して、壊れた家の下した敷じききになった人々を助ける作業をはじめた。

　絶ぜつ命めいしていた者も何人かはいたが、ほとんどは怪け我がだけですんでいた。

　レイルズは戦士の心得として血止めの方法を知っていたので、怪我人たちに簡単な手当を施ほどこしてやった。

　だが、火のついた家は、もはや救う方法はなかった。

　水の精霊は使えないのかとビーンに尋たずねてもみたが、火の勢いが強く、とても力は及ばないだろうとの答えだった。

　延えん焼しようしないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで、まるで祭りのときみたいに、炎ほのおを噴ふきあげる家を遠巻きに見守るだけだ。

　怪我人の手当がひととおりすんで、レイルズの手が空あいたのは、真夜中をすぎた頃ころだった。

　その頃までには、火を噴いていた家もすっかり燃えつきてしまっていた。

　気がつけば辺あたりは真っ暗になっていて、たいまつやらランタンやらの明かりが外へ運ばれてくる。

　今晩は、地震で受けた被ひ害がいを復ふつ旧きゆうさせるための作業が、夜を徹てつして行われるだろう。

　さすがに疲つかれを覚え、レイルズは小川の土手に座りこんで、人々が働いている様さまをぼんやりと眺めた。

「ひどい地じ震しんだったね」

　ビーンの呼びかけに、レイルズは無言でうなずいた。

「今ので、終わりだと願いたいな」

「分からないよ。だって、最近の地震って、ぜんぜん変だもの」

「そういえば、地震の最中にも、そんなことを言ってたな」

　レイルズはどういう意味かとビーンに尋たずねた。

「地震が起こるのは、大地の精せい霊れい王おうが暴あばれるからだよ。だから、地震のときには強い精霊力が感じられるはずなんだ」

「つまり、地震を予よ知ちできるってことか？」

　レイルズの問いに、ビーンは強くうなずいた。

「それなのに、この頃ごろ、起こっている地震には、ぜんぜん、それが感じられない。これじゃあ、どんなに優れた精霊使いだって、この地震を鎮しずめることはできないよ」

「修しゆ行ぎようが足らないせいじゃないのか？」

　レイルズは疑いの目でビーンをみる。

「さっき、精霊を使ってみせただろ！」

　ビーンが必死な顔をして言い返してきた。

「すると、噂うわさどおり邪じや神しんが地震を起こしているのかな？　神の城じよう壁へきの向こうにいる」

[image: ]

「上の世界には、神なんていないわ……」

　そのとき、レイルズたちの背後から声がかけられた。聞き慣なれた声だった。

「サイア！」

　レイルズとビーンのふたりは、振り返って、同時に叫んだ。

「探したわよ」

　サイアは荒い息をつきながらレイルズの前に回ると、向かいあうようにしゃがみこんだ。

「こんなときに、何の用だよ。心配してきてくれたのか？」

　レイルズは尋たずねたが、サイアは息を整えるのに必死の様子だった。

「水をあげようか」

　ビーンは腰に吊つるしていた水袋をはずすと、サイアに差し出す。

　サイアはそれを受け取ると、革かわの臭においのする水を一気に飲みほした。空になった袋をビーンに返しながら、深いため息をひとつついた。

「開いたわ……」

　サイアはぽつりとそうつぶやいた。

「開いた？　何が……」

　言いかけて、レイルズははっと気がついた。

「そうよ！」

　レイルズの表情の変化を見て取って、サイアが弾はずんだ声で叫んだ。

「神の城じよう壁へきに、亀き裂れつができたのよ。あの断だん崖がいを越こえて、上の世界へ行けるわ」

「上の世界……、神の国へか？」

「神なんかいないわ。住んでいるのは、人間。それは間違いない」

　そして、サイアは滝たきの上から、人間が作ったと思われる物がいろいろ落ちてくるという話をした。

「なぜ、今まで教えてくれなかったんだ」

　それを聞いて、レイルズは恨うらみがましく言った。

「教えていたって、しかたなかったでしょ？　道が開かないかぎり、クリスタニアには行けないんだから」

　でも、とサイアは心の底から嬉うれしそうに言った。

「道は開いたのよ」

　レイルズは茫ぼう然ぜんと立ち上がると、サイアの言葉を繰り返した。

「……とにかく、この目で見ないことにはな。案内してくれ」

「これから、すぐに？」

　サイアは驚おどろいて尋ねた。

「決まってるだろ」

　そう叫ぶなり、レイルズは走りだしていた。

「ま、待ってよ、レイルズ！」

　ビーンが大慌あわてで、立ち上がった。

　すこし遅おくれてサイアが続く。

　神の城じよう壁へきへと至る森の小道を目め指ざして、三人は闇やみの中へと姿を消した。

　その背後では、村人たちがまだ忙いそがしそうに動きまわっていた。
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　森は無限の闇やみに閉ざされていた。

　サイアは小振りの杖つえを掲かかげると、光の魔ま法ほうを唱となえて、周囲の闇を打ち消した。

　魔法の明かりで、木々の間を縫ぬうように延のびる細い道が照らしだされた。通いなれた道だったが、夜中だとまったく印いん象しようが違って見えた。

　異世界へ続いているのではないかという思いに、レイルズはふと捉とらわれた。

　そのため、いつもは意識もしない森の臭においまでもが鼻について残った。

　しかし、その違い和わ感かんも、しばらくすると薄うすらいでいった。

　結局、休むことなく三人は歩き続けた。

　森を抜ける頃ころには、東の空がうっすらと明るくなりはじめていた。周囲の木々がなければ、地平近くが赤く染まっているのが見えたことだろう。

　やがて、レイルズたちの目の前に、森の出口が見えた。

「道ができたのは、十年前と同じ場所よ」

　サイアが思いだすように言った。

「偶ぐう然ぜんじゃなさそうだな。でも、いったい、なぜなんだ？」

「なぜって？」

　サイアがレイルズの疑問の意味を尋たずねてくる。

「崖がけに道が開く理由だよ」

　レイルズは答えた。

「絶対に地じ震しんで崩くずれたんじゃない。噂うわさどおり、神の戯たわむれなのかな？　でも、崖の上に住んでいるのは人間だって、サイアは言ったろ。それじゃあ、いったい誰だれがあの崖を……」

「そんなこと」

　言いかけて、サイアは言葉を詰まらせた。

「行けば分かるわよ。もしかしたら、人間と神様が共きよう存ぞんしているのかもしれないし。それとも、偉大な魔術師たちが住んでいるのかもしれないわ」

「伝説の魔法王国の末まつ裔えいだったりしてね」

　ビーンが何気なくつぶやいた。

　レイルズは、案あん外がい、そのとおりかもしれないと思った。

　崖がけを引き裂さいたり、巨大な地じ震しんを起こしたりすることは、ダナーンに住む最高の魔法使いでも不可能だ。しかし、数百年前に滅ほろびた伝説の魔ま法ほう王おう国こくの生き残りなら、それぐらいやってのけるかもしれない。

　カストゥールという名の古代魔法王国は、偉大な魔法文明を築きあげたと伝えられている。空中に巨大な都市を浮かべたり、最強の幻げん獣じゆうであり魔ま獣じゆうである竜りゆうをも支配できたというのだ。しかし、最後には自らの生みだした魔ま術じゆつの暴ぼう走そうにより滅めつ亡ぼうしてしまった、という。

「神がいようが、邪じや神しんがいようが、伝説の魔術師たちがいようが、驚おどろいいたりはしないさ。崖がけの向こうは誰だれも知らない世界なんだから」

　十年前に崖の上へと登った六人の若者たちなら知っていよう、しかし、彼らはダナーンに帰ることができなかった。生きているのか、死んでいるのかも定かでない。

　そのとき、滝たきの音が遠く聞こえてきた。

　ふと気がつくと、闇やみは薄うすれていたが、今度は乳にゆう白はく色しよくの朝あさ靄もやがあたりに立ちこめて、あいかわらずレイルズたちの視界は遮さえぎられていた。

　レイルズたちは湖の岸きし辺べにまで歩くと、そこで崩くずれるようにしゃがみこんだ。座ったとたんに、それまで忘れていた眠ねむ気けと疲ひ労ろうとが襲おそってきた。

　三人とも一いつ睡すいもしていなかったのだ。

　ビーンがちょっと休むといって、地面の上に横になった。すぐに、彼は寝ね息いきをたてはじめる。

　レイルズは彼を羨うらやましく思いながらも、ここまできたら開かれた道を見るまで、意地でも眠ってやるもんかと思った。

　サイアは彼の隣となりで、ときおりうなだれては、膝ひざを抱かかえた腕うでの中に顔をうずめ、しばらくすると顔をあげるという動作を繰り返している。

　しかし、レイルズは待った。

　朝靄が晴れる瞬しゆん間かんを。

　サイアの真ま似ねをして、膝を抱えこんで、その腕に顎あごをのせる。だが、視線は神の城じよう壁へきがある方向に向けたままだ。

　ついに、その瞬間はやってきた。

　最初に気がついたのは、朝の光が左の頰ほおに降り注ぐ暖かい感かん触しよくだった。陽光は朝靄を切り払い、周囲の風景をどんどん露あらわにしていく。まず、かすかに波打つ湖面が見えた。次に見えたのは滝の全ぜん貌ぼうだった。滝の左右に続く神の城壁の黒い岩いわ肌はだが見えた。そして……

　開かれた道が、見えた。

　蛇じや鱗りんの岩肌をした断だん崖がいがみごとに左右に断たち割られ、なだらかに傾けい斜しやする道が崖の奥へと延のびていた。断崖に沿そって漂ただようあの不ぶ気き味みな霧きり雲ぐもも先せん刻こくの朝靄のごとく消え去っている。

　それは、十年前のあのときと、まったく同じ光景だった。

　全ぜん貌ぼうを現した神の城じよう壁へきは、恐おそろしく高い。だが、それとて無限の高さではなかった。

　レイルズは反はん射しや的てきに立ち上がった。

　サイアがはっとなって顔を上げる。

　知らず知らずのうちに、彼女も眠りに落ちていたのだ。

　ビーンの方は、起きる気け配はいすらない。

「ね、レイルズ」

　サイアは立ち上がり、レイルズと肩かたを並べながら開かれた道を見つめた。

　それから、レイルズの横顔に期待するような視線を注ぐ。彼の答えを待っているのだ。

　レイルズはサイアの視線を意識しながら、神の城壁にうがたれた道から片時も目を離せなかった。

「行けるのか、上の世界へ」

　道から目を逸そらすことなく、レイルズはぽつりとつぶやいた。

「そうよ！　行けるのよ、レイルズ!!」

　サイアは歓かん喜きの声を上げて、レイルズに飛びついた。

　行ける。

　クリスタニアに行ける。

　興奮がじわりと湧わきだしてくる。

　もはや、騎き士しになって宰さい相しようにへつらうことはないのだ。少年のころ夢見たように、冒ぼう険けん者しやになれるのだ。サイアやビーンたちと一いつ緒しよに……

「家へ戻もどって出発の準備をしないとな」

　レイルズはサイアの肩をぽんと叩たたいた。

「いつまた崖がけが閉じるか分からないからな。出発は明日の昼だ。ここで待ち合わせをしよう」

　サイアは、うんとうなずいた。

「でも、その前にここで一休みしない。あたし、もう倒れてしまいそう」

　レイルズもそれに賛成だった。

　レイルズは倒れこむように、地面に転がった。すると、サイアが遠えん慮りよがちに寄ってきて、レイルズの胸に顔をうずめるように横たわる。レイルズは、サイアの金色の髪かみにそっと手を伸のばして、そのしなやかな感かん触しよくをしばし楽しんだ。

　それから、レイルズは眠ろうと目を閉じた。しかし、なぜか目が冴さえて、なかなか眠りにつけなかった。大だい地じ震しんがあったり、神の城壁に開かれた道を目の前にしたために、興奮しているのだろう。

　ようやく睡すい魔まが襲おそってきて、レイルズが深い眠りに落ちていったのは、夜が完全に明けてからだった。




　容よう赦しやのない真昼の日ひ差ざしにゆり起こされ、レイルズは眠りから覚めた。

　すでに、正午をすぎていて、日が西の空に向かって降りてゆこうとしていた。

　湖の水で顔を洗うと、ようやく頭がすっきりとした。

　それから、レイルズはサイアとビーンにしばしの別れを告つげて、森の小道を村に向かって帰りはじめた。道は昨日の夜にはずいぶん異質な感じを受けたが、昼間に歩けば何ということはない。いつもと同じだけの時間がかかって、レイルズはハークの村に着いていた。

　日の光の中であらためて見るハークの村は、悲ひ惨さんな有あり様さまだった。

　壊こわれた家や焼け落ちた家が、無む残ざんな姿をさらしており、地じ震しんの犠ぎ牲せい者しやたちが合同で荼だ毘びにふされていた。人々の哀かなしみの声が、村中の空気を重く沈ませていた。

　家に帰ったレイルズを待っていたのは、驚おどろくべき知らせだった。

　その知らせは、あわてて駆かけこんできた近この衛え騎き士しからもたらされた。

　例の二人組の賊ぞくが、逃げだしたというのだ。昨晩の地震で、詰つめ所しよの牢ろう屋やが壊こわれたためだ。見張りをしていた近衛騎士の従者はドワーフに殴なぐりとばされ、気を失ってしまったという。

　冒ぼう険けん者しやたちは、自分たちの武器を取り戻もどして逃げだしたらしい。

「まさかとは思いますが、復ふく讐しゆうにくるかもしれません。くれぐれもお気をつけください」

　近衛騎士はそんな忠告を残して、逃げた賊を捕らえるべく、あわただしく去っていった。

　レイルズは不安になるより、むしろ、ほっとするものを覚えた。

　あのふたりは、死し刑けいにならねばならないような悪人ではない。これから一生、逃げ続けるのは大変だろうが、冒険者である彼らならば何とかしそうに思えた。

　それから、レイルズは旅たび支じ度たくをはじめた。

　鎖かたびらチエインメイルに錆さび止どめの油をすりこみ、壊れた留とめ金かな具ぐをふたつばかり交こう換かんした。

　鉄製の楯シールドを磨みがき、愛用の剣ソードは砥と石いしで丹たん念ねんに研といでから、刃はに油を薄く塗ぬった。趣しゆ味みのように集めていた短剣ダガーのなかからは、気に入ってる物を三つばかり選んで、こちらも念入りに手入れを施ほどこした。格かく闘とう用の大きめの短剣がひとつと、投げて使う小型の短剣の二本だ。そのうちのひとつは強い魔力を帯びていて、かるく投げただけでも弩弓クロスボウの矢ボルトよりも早く飛んでゆき、目標に突き刺ささるのだ。

　父親が冒険者時代に手に入れた物を譲ゆずり受けたのだ。

　武器、防具以外にも、旅立ちに必要な物はひととおり揃そろえた。

　水袋がふたつ。小型の鉄てつ鍋なべにスプーン、フォーク。炊すい事じ場ばの中から保存のきく食料を探しだし、革かわ袋ぶくろにつめこんだ。予備の衣類もいくつか用意した。そして、これらの準備品をひとつずつ丁てい寧ねいに背負い袋にしまっていく。

　これだけの準備をして、母親が不ふ審しんに思わないはずがない。だから、レイルズは自分の方から、一足先に王都に行くつもりだ、と言い訳わけをしておいた。母親は王都へ行けば父が待っている。騎士団長であり、伯はく爵しやくの爵位をもつ立りつ派ぱな父親だ。レイルズがいなくても、孤こ独どくを味わうことはない。

　旅支度がすべて終わると、もうすっかり日は暮くれていた。

　母親とふたりで、簡単な夕食を済すませる。お腹が一杯になると、すぐに眠ねむ気けが襲おそってきた。朝方、まどろんだだけでは、眠りがぜんぜん足りていなかったのだ。

　レイルズは自分の部屋に入ると、服も脱ぬがずにベッドに倒れこんだ。そして、うつ伏ぶせのまま、眠りに落ちていった。




　枝振りのよい樫かしの大木の下で、たき火の炎ほのおを見つめながら、ビーンは膝ひざを抱かかえてうずくまっていた。

　炎のなかに火とかげサラマンダーが躍おどっているのが、ちらちらと見える。もし、彼が命令すれば、この炎の精せい霊れいはその口から炎の舌を伸のばし、すべてを焼きつくそうとするだろう。

　サラマンダーやウンディーネ、風の精霊シルフや大地の精霊ノームといった下級の精霊は、すでにビーンの友達だった。他にも、スプライトやドライアードといった精霊の力を彼は借りることができる。

「でも、母さんはもっとたくさんの精霊が使えた。いろんな力を精霊たちから、引き出すことができた」

　ビーンはぽつりとつぶやき、精神を集中させた。

　サラマンダーがゆっくりと、ビーンの方に顔を向けてくる。しかし、炎の精霊王スピリツトロードエフリートの意思はまるで伝わってこない。

「いつか精霊王も操あやつれるような一人前の精霊使いシヤーマンになるよ」

　それは、ビーンの母親が彼に望んでいたことだ。

　精霊使いは自分のために精霊を支配し、操るのではない。精霊の力を正しく導き、人と自然を融ゆう和わさせることこそ、精霊使いの使命なのだ。母親はビーンに、いつもそう教えてくれた。精霊の力が正しく働かなくなれば、それは人間に災わざわいをもたらす。たとえば、地じ震しんや大おお嵐あらし、旱かん魃ばつなど、自然の災害がおこる。人が病気にかかるのも、人の身体からだに宿る精霊力の乱れのせいだ。

　優れた精霊使いは、これら精霊力の乱れを正すことができる。

　そして、優れた精霊使いになるためにはどうすればいいかも、母は教えてくれていた。

「森で暮くらし、自然の言葉に耳を傾かたむけなさい。森の精霊の声が聞こえるようになったなら、次は旅に出なさい。そして、いろんな場所に行き、多くの人に会い、そして、たくさんの精霊たちを感じるのです」

　母親の言葉を思い出しながら、今こそ旅立つ時がきたのだ、とビーンは自分に言い聞かせた。

「レイルズと一緒いつしよにいると、戦いのために精霊たちを使うことになるかもしれない。でも、それは許してくれるよね」

　ビーンは彼の顔をじっと見つめるサラマンダーに向かって、静かに声をかけた。

　無口な火とかげサラマンダーは、何も答えてはくれなかった。

　しかし、一度だけ小さく、うなずいたように見えた。




　隣となりの部屋から、老ろう師しの寝ね息いきが規則正しく聞こえてくる。

　サイアは家の片付けをするふりをしながら、明日の旅立ちのための準備を整えていた。こっそりと呪じゆ文もん書しよを本ほん棚だなから抜きだし、老師が彼女のために作ってくれていた魔ま術じゆつ師しの杖つえを物置から見つけだすと家の外に運びだした。

　その杖を使っていいとの許しは老師からは下りていない。だから、魔ま法ほうをかけるときには、小型の棒杖ワンドを魔ま力りよくの発動体として使っている。だが、ワンドの力は押さえられているので、初級の呪じゆ文もんしか使うことはできない。

　サイアは難なん解かいな上位古代語ハイ・エンシエントの法則を、ほぼ理解しているつもりでいる。最上級の呪文は手に負えないが、それなりに高度な呪文ならば、使いこなせる自信があった。たとえ、危険が迫せまっても、自分の身ぐらいは自分で守れるはずだ。

　サイアは、もう何年も前から思いこんでいることがある。

　実は、十年前、クリスタニアに登った若者たちに、老師の息子むすこが加わっていたのだ。口にこそ出さないが、その息子ナーセルのことを思って、老師はずっと心を痛めていた。その心の痛みは老師のなかで、年を追うごとに強くなっているのである。そして、サイアでは、老師の心を決して癒いやすことはできないのだと……

　サイアは、老師と何の血の繫つながりもない。

　彼女は、呪のろわれた生まれの取り替かえ子なのだ。彼女の両親はともに人間だった。ところが、先祖のどこかで混じっていたエルフの血が現れて、ハーフエルフとして生を受けたのだ。サイアは家族の誰だれからも疎うとまれ、忌いみ嫌きらわれた。そのころ、王都にある学院の導どう師しだった老師が、彼女の噂うわさを聞きつけ、引き取ってくれなかったら、どこかに捨てられていたか、身売りされるかしていただろう。

　サイアの願いは、たったひとつ。

　ナーセルの無事を確かめ、そして老師の許もとに連つれ帰ることなのだ。それが自分を引き取り、ここまで育ててくれた老師の恩に報むくいることだと思う。

　サイアはすべての準備を終えると、背負い袋の口紐ひもをぎゅっと締しめた。まだ、夜明けまでだいぶある。それまでのあいだ、ちらかった室内を片付けるつもりだった。そして、老師が目覚める前に、この小屋を後にしなければならない。

　明日には、サイアはクリスタニアの大地に立っていることだろう。その大地のどこかにナーセルがいるはずなのだ。




　　　　４




　窓から差しこむ光と小鳥のざわめきの音で、レイルズは目を覚ました。

　昨日、寝ね入いったままの姿勢で目覚めたものの、気分は快かい適てきだった。しばらくすると、レイルズは心の底から湧わきあがってくる興奮に身み震ぶるいした。十年前の若者たちも、こんな気持ちで旅立ちの朝を迎えたのだろうか。

　部屋から出ると母親が起きて、家の掃そう除じをしていた。レイルズは母親に、いつもより丁てい寧ねいに朝の挨あい拶さつをした。母親は普ふ段だんと変わらぬ様子で、挨拶を返してくる。

　裏の井い戸どに行き、汗あせの染しみこんだシャツを脱ぬぎ捨てて、レイルズは半はん裸らになった。それから、井戸の水を汲くみ、まず顔を洗い、それから、手て拭ぬぐいを水にひたし、かたくしぼってから身体からだをきれいに拭ふいた。

　井戸の水は冷たく、気持ちがよかった。

　そのままの格好で家に戻もどると、ズボンと下着も脱ぎ捨てて全ぜん裸らになった。そして、もう一度、身体を拭いてから、真新しい下着を身につける。その上に、鎧よろい下したの綿入れを着こんだ。ついで、上下に分かれている鎖かたびらチエインメイルを、まず足から履はいて、次に頭からかぶる。上下の鎧を留とめ金かな具ぐでつないでから、腰のところにベルトを巻きつけた。

　それから、昨日選んでおいた三本の短剣ダガーを一本ずつベルトに差していった。小型のポーチも結びつけた。その中には、高価な宝石をふたつ、三つ、投げこんでおいた。人間が住んでいるなら、宝石や金貨は絶対に役立つものだ。それで思い出し、宰さい相しようから与えられた褒ほう美びの金貨が入っている袋も、背負い袋の中に詰めておくことにした。もちろん、感かん状じようは家に置き捨てにする。宰相の権力も、クリスタニアまでは及ばないだろうから。

　頭部を守るフードはわずらわしいので背中に落とし、レイルズは背負い袋を担かついだ。そして、革かわとフェルト布を貼はりあわせた濃のう紺こんのマントを肩かたの留め金具につける。革のグローブをはめて、やはり革製のブーツを履いた。

　そして、いちばん最後に剣けんをベルトに吊つるし、楯たてを左の腕うでに通した。

　これで、準備はすべて整った。

「じゃあ、一足先に行ってるから」

　そう言い残して、レイルズは生まれ育った自分の家を後にした。住み慣なれた家も、母親の顔も振り返ったりはしなかった。父がいつもそうだったから。

「行っておいで」母親がレイルズの背中に声をかける。

「かならず帰ってくるんだよ」

　その言葉に、レイルズの動きが一いつ瞬しゆんだけ、止まった。これから彼がどこへ行こうとしてるのか、母親はすべて知っていたのだ。

　しかし、レイルズは後ろを振り返らなかった。




　森の小道を通り、レイルズはサイアたちと待ち合わせた場所に向かった。

　重い鎧よろいも、かさばる荷物も気にならなかった。足取りもかるく、昼前にはレイルズは目的の場所に着いていた。森の小道を抜けてすぐの所。いつもサイアと会っている岩の上である。

　約やく束そくの時間よりもずいぶん早かったが、すでにサイアとビーンのふたりは来ていた。

　ふたりとも丈夫な革かわの服を着こんでいる。ビーンは真新しい新月刀シミターを腰に下げていたし、サイアも小剣シヨートソードを帯びていた。

　それから、レイルズは断だん崖がいを切り裂さく道の方に目を向けてみる。

　道は昨日の朝に見たときと変わらず、神の城じよう壁へきをまっすぐに切り裂いて、奥へと延びている。

「すぐ出発しよう」レイルズはふたりに呼びかけた。

「目の前で道が閉じたら、これほど悔くやしいことはないからな」

　行くと決めたからには、せめて一目、クリスタニアを見なければ収おさまりがつかない。十年前は、一週間ばかりあの道は開いたままだった。しかし、今回もそのとおりだと誰だれが保証できるだろう。得え体たいの知れない力で作られた道なのだ。

　滝たき壷つぼの縁ふちに沿って、レイルズたちは急ぎ足で歩いた。
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　ビーンは遊びに出かけるときのようにはしゃいだ足取りだったし、サイアは透すきとおった声で楽しそうに歌を唄っている。

「よく爺じいさんが許してくれたな」

　レイルズは、サイアに話しかけた。彼女がいなくなれば、いったい誰だれがあの老ろう魔ま術じゆつ師しの世話をするのだろう。

　すると、サイアはびくっと肩かたを震ふるわせて、おそるおそるレイルズに顔を向けた。

「老ろう師しだって、魔術師ソーサラーだもの。クリスタニアに興味を抱いているわ。年じゃなければ、自分が行きたいと言っていたぐらい。それに、自分の弟で子しを上の世界に旅立たせるのは、初めてじゃないしね」

「初めてじゃない？」

「うん、十年前にクリスタニアに旅立った若者たちにも、老師の弟子が加わっているの。あたしの兄弟子にあたる人ね」

　サイアは懸けん命めいになって笑顔を作り、レイルズにそう説明した。その兄弟子が老師の息子むすこだという話は伏ふせておいた。レイルズが変に勘かん繰ぐるかもしれないから。

　レイルズはサイアの話を、そのまま信じた様子だった。

　やっぱり、魔術師って変わっているんだな、とつぶやいて、母親の話を持ちだした。

「まさか、母さんにばれているなんてな」

　レイルズは照てれ笑いを浮かべながら、ため息をついた。

「やっぱり、母親って子供のことはお見通しなのね」

　それこそ、血の繫つながりなのだ、とサイアは哀かなしく思った。

「誰！」

　そのとき、ビーンが脅おびえた声で叫んだ。森の方に、顔を向けている。

「どうしたの、ビーン？」

　サイアが尋たずねると、ビーンは森の一いつ画かくを指差した。

「森のなかに誰かがいるんだ。僕たちをずっと尾つけているみたい……」

「あいかわらず臆おく病びような奴やつだな」レイルズは馬ば鹿かにしたような笑いを浮かべて、どうせ森の動物さ、とつぶやいた。

「それより、先を急ごうぜ」

「本当にいるんだってば」

　ビーンは必死になって食いさがるが、レイルズは相手にもしなかった。

「頭のいい人ひと喰くい熊ぐまが、か？」

　と、皮肉っぽく笑った。

「人間だよ、それとドワーフだな」

　レイルズの声に答えたのは、もちろん、ビーンではなかった。

　声は森の中から聞こえていた。

「ほらね」

　得とく意い気げにビーンが言う。

「そんな問題じゃないだろ！」

　レイルズはビーンを怒ど鳴なりつけてから、剣けんを抜いて身構えた。それから、森に向きなおると、声の主人を目で探した。

　もちろん、誰だれが潜ひぞんでいるのか、レイルズには分かっていた。

「そう言えば、牢ろう屋やから逃げだしたんだっけな。いるんなら、早く姿を現せ！」

　レイルズは森に向かって叫んだ。

　その言葉に応じたように、例の盗とう賊ぞくが森の木々の間から顔を出した。その後ろには、ドワーフの神しん官かんが続いている。

「復ふく讐しゆうに来たってわけか？　あいにく、オレはあんたたちにかまっている暇ひまはないんだ」

「復讐だって？」

　盗賊は甲かん高だかい声で笑った。

「とにかく、剣を収おさめなよ。こっちには戦う気はないんだからよ」

　しかし、ふたりとも武器を持っているし、鎧よろいも着ている。

　戦うつもりがあるなら、いつでもそうできるのである。

「信じられないな」

　レイルズは相手の動きを警けい戒かいしながら言った。

「考えてもみろよ。おまえに復讐して、いったい何の得とくがある。そりゃあ、オレたちは死し刑けいの決まった囚しゆう人じんさ。いくら罪つみを重ねたって関係ねぇ。だが、オレはそこまで悪ワルじゃないんでね」

「一いつ緒しよにいるのは幸運神チヤ・ザの司祭ね。だったら、信用していいんじゃない……」

　サイアは不安そうにレイルズに寄りそってくる。

　レイルズは首を横に振って、用心しろと、つぶやいた。

「まったく、疑い深いんだねぇ」

「この前、油ゆ断だんをして、ひどい目にあったからな」

　レイルズはやりかえした。

　降こう伏ふくすると見せかけて、自分を罠わなにかけた手て口ぐちははっきりと覚えている。

「違ぇねぇ」と、盗賊はひとしきり笑ってから、

「オレたちはわざわざあんたをつけてきたんだぜ。一ひと言こと、会って話がしたくてね」

　と言った。

「話というより、礼れいだな。衛えい兵へいから聞いたんだけどよ。おまえ、オレたちの罪を軽くしてくれるよう願いでてくれたんだって」

　王都へ送られた使者に、レイルズが彼らの助命を願いでたことを言ってるのだろう。

「たしかにそれは言った。だが、あんたを捕つかまえたのは間違いなくオレだぜ」

「莫ばく大だいな賞しよう金きん首くびさ。誰だれだって、そうする。だけど、捕まえた罪ざい人にんの罪を軽くしてくれと頼たのむ奴やつはめったにいないからな。しかし、お前はそうした」

「死し罪ざいにはならない、とあんたに約やく束そくしたからな。気が咎とがめたんだ。それに結局、聞き届けてもらえなかった。だから、礼を言われる筋すじ合あいはない」

　レイルズの言葉を聞いて、盗とう賊ぞくは腹を抱かかえるように笑った。

「正直だな。その正直さが、気に入ってるわけよ。それから、オレはあの晩、おまえをひっかけたときだ。おまえは、そのことを一言も責せめなかったろう。普ふ通つうの奴やつなら卑ひ怯きよう者もの呼ばわりするぜ。まあ、そのとおりなんだけどよ」

　レイルズの警けい戒かい心しんがじょじょにではあるが溶とけてきた。

　レイルズのあとを尾つけてきたという以上、不ふ意いをつくつもりなら、いくらでもできたのだ。そうしなかったのは、あの男の言葉が本心であることの証あかしのように思う。

　しかし、もうひとつだけ疑問が残った。

「礼を言うだけなら、もっと早くできたはずだ。なぜ、そうしなかった？」

「そうしようと思ったのさ」

　盗賊は頭をかきながら、答えた。

「だがよ、おまえがずいぶん物もの々ものしい格好で、森に入って行くじゃないか。どこに行くのか確かめずにはいられなかったのさ。冒ぼう険けん者しやの性しよう分ぶんってやつでね」

　その言葉で、レイルズは、やっと、ふたりを信用する気になった。

「礼を言われるのは面はゆいが、あんたたちの気持ちは受け取った。一生、逃げ続けるのは大変だろうが、せいぜい頑がん張ばってくれ」

　そして、レイルズはサイアたちをうながして、立ち去ろうとした。

「そんなに、あわてるなって」

　しかし、盗賊はまだ話があるようだった。

「おまえたちがどこへ行こうとしているのか、まだ教えてもらってないぜ」

「あの断だん崖がいに開かれた道が見えるだろう。あの道を通って、オレたちは上の世界へ行くんだ。冒険者としてね」

　隠かくすことでもないので、レイルズは正直に話した。

「そういうわけか？」

　盗賊は己おのれの目で開かれた道を確かめてから、ドワーフと顔を見合わせた。

「そういえば、そんな噂うわさを聞いたことがあったの。神々に選ばれて、神の城じよう壁へきの向こうへと行った若者たちがいた、と。そのひとりはたしか……」

　それから、盗賊とドワーフのふたりは、何やら小声でやりとりをしている。

「とにかく、オレたちは行くぜ」

　レイルズはたまらず叫び声をあげた。

　ゆっくりと相談されたのでは、道が閉じてしまうかもしれない。

「おまえたちも、神に選ばれたんなら仕方がないな」

　そう言うと、盗とう賊ぞくは意味ありげな笑いを浮かべた。

「おまえたちも？」

　盗賊の言葉に、レイルズは啞あ然ぜんとなった。

「そうさ。実はオレたちも神に選ばれて、上の世界とやらへ行くところなんだ。旅の仲間は多いほどいい。神に選ばれたもの同士、どうだい、一いつ緒しよに行かないかい」

　この男たちは、何を言っているのだろう？　相手の真しん意いがどこにあるのか、レイルズはまるで理解できなかった。

「分からない奴やつだなぁ。一生逃げつづけるのは大変だって言ったのは、おまえだろうが」

「そういうことか」

　ようやくレイルズは合が点てんがいった。

　つまり、彼らは上の世界へと逃げだしたいわけだ。それならば、追おつ手ての心配はないだろう。

「どうする？」

　レイルズは、サイアとビーンのふたりを振り返り、意見を求めた。

「あたしは別にかまわないけど……」

　そうは言ったものの、サイアは少し不安そうだ。

「仲間は多いほど楽しいし、心強いしね」

　ビーンはそう言って無む邪じや気きに笑う。

「そういうこった。じゃあ、よろしく頼たのむぜ」

「せめて名前ぐらい名な乗のりなよ」

　盗賊の調子の良さに、レイルズはあきれた声で言った。

「オレの名はバッソーだ。通り名じゃなく、本名だからよ」

「わしは、シャイロン。幸運神チヤ・ザに仕えておる」

　まず、盗賊が、ついでドワーフが名乗りをあげた。

　レイルズもあらためて名乗りをあげ、それから、サイアとビーンを彼らに紹しよう介かいする。

　そのあいだに、バッソーとシャイロンのふたりは、レイルズたちのところにやってきた。

　不ふ意いをつかれないよう用心はしていたが、襲おそってくる気け配はいはまるでなかった。

　大だい丈じよう夫ぶそうだな、とレイルズは安心し、神の城じよう壁へきを切り裂さいて延のびる道の入り口に向かって歩き始めた。

　彼の後ろに続く者は、四人になっていた。

　歩きながら、レイルズは本当に自分たちが神に選ばれた人間なのではなかろうか、との思いにかられていた。まるで運命に導かれたように、五人の人間が集つどい、一緒にクリスタニアを目め指ざして歩いている。

「いや、そんなはずはないさ」

　レイルズは、心のなかで、その考えを強く打ち消した。

　自分たちは選ばれたのではない。自らの意志でクリスタニアヘ向かうのだ。

　そして、レイルズたちの一歩ごとに、神の城じよう壁へきが、そして、クリスタニアが迫せまっていた。










　第三章　銀狼の娘
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　レイルズたちは、ついに神の城じよう壁へきの真ま下したにやってきた。

　巨大な断だん崖がいは天空に向かって、垂直にそそりたっている。ずっと見上げてゆくと、今にも倒れてきそうな錯さつ覚かくを覚える。

　レイルズがこの断崖の真下に立ったのは、これが初めてではない。しかし、断崖の上空に漂ただよっている灰色の雲が晴れ、その全ぜん貌ぼうが見えているだけに、今は恐ろしく巨大に見えた。いったい何本の樹木を接つぎたせば、崖がけの上まで届くのだろうか。十本では、まったく不足している。三十本、いや五十本は必要かもしれない。

　目の前には神の城壁を切り裂さいて奥へと延のびている〝道〟がある。神々が住むと噂うわさされる聖地クリスタニアヘと続く道だ。しかし、この未知の世界に何が待っているか、誰だれも知らない。おそらく、波は乱らん万ばん丈じようの冒ぼう険けんが待ち受けているだろう。

「さあ、行こう」

　深く息を吸いこんでから、レイルズは言った。

　振り返ると、サイアとビーンが、緊きん張ちようした顔でうなずきかえしてくる。ドワーフのシャイロンと盗とう賊ぞくのバッソーは、返事の代わりに歩きだす。

　彼らにうながされるように、レイルズも力強く一歩を踏ふみだした。

　亀き裂れるに入ると、周囲がいきなり暗くなった。両側を傾けい斜しやの急な断だん崖がいで塞ふさがれ、陽ひの光が差しこまないからだ。頭上を見上げれば、まるで小川が流れているように、青空が前後に長く延のびていた。

　道幅は狭せまく、人がふたり並ぶこともできない。自然、レイルズたちは一列になるしかなかった。まず、レイルズが先頭に立ち、サイア、ビーン、バッソー、シャイロンの順で続いた。

　そうして、しばらく五人は、なだらかな坂道を黙もく々もくと登っていった。

「ねえ、レイルズ」

　やがて、沈ちん黙もくに耐たえられなくなったように、ビーンが声をかけてきた。

「どうした？」

「今、道が閉じたらさ。僕たちなんて形も残さず潰つぶれちゃうね」

「不ふ吉きつなことを言うんじゃない！」

　レイルズは、サイアの頭越しにビーンを怒ど鳴なりつけた。

　その怒ど声せいは左右の岩がん壁ぺきに反響して、こだまとなって坂道を駆かけあがっていった。突とつ然ぜんの大声に驚おどろいたように、頭上からぱらぱらと小石が転がり落ちてくる。

　レイルズはあわてて口をつぐんだが、それからしばらくのあいだ、レイルズの怒いかりの声は反響し続けた。

「崖がけ崩くずれでも起こしたいの」

　サイアが押し殺した声で、レイルズを責せめる。

「悪いのは、オレじゃないだろ」

　レイルズは、ビーンを睨にらみつけた。

　精霊使いシヤーマンの少年は、すばやくサイアの背中に隠かくれて、首をすくめる。

「言われなければ、気にもならなかったのに」

　レイルズは、ぶつぶつと文もん句くを言う。

　あらためて、道の両側にそそりたっている岩の壁かべを見ると、息がつまりそうな圧あつ迫ぱく感かんを覚える。今にも動きだしそうでさえあった。そうなったら、もはや逃れようがない。

「幸運神チヤ・ザの加か護ごがあれば、、道は閉じたりはせんよ」

　いちばん後ろから、ドワーフのシャイロンがそう声をかけてきた。

「加護がなければ、閉じるってことじゃねぇか」

　バッソーが、うんざりとした声で言った。

　だが、彼の顔には、にやけたような笑いが浮かんだままだった。

　不安になって、レイルズは道の先に目を凝こらした。だが、道の終わりは、まだまだ遠いようだ。歩いても歩いても、なかなか近づいてこない。自分たちが一歩進むごとに、一歩後退してゆくような気がしてくる。

「オレたちは、ちゃんと前に進んでいるのだろうな。幻げん覚かくの魔ま法ほうをかけられたりしてはいないだろうな」

　不安になったレイルズは、サイアを振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと進んでいるわよ。でも、想像以上に長い坂ね」

　そう答えるサイアは、すこし苦しそうに見えた。

　彼女はあまり体力のあるほうではない。エルフの血が流れているだけに、華きや奢しやな身体からだつきだし、魔ま術じゆつの修しゆ行ぎようと家事に追われて、外で遊ぶことも少なかったためだろう。

　レイルズは彼女の荷物をひょいと取り上げると、自分の荷物と一いつ緒しよにまとめて肩かたにかついだ。

「ありがとう、レイルズ」

「気にするなよ」

　レイルズは笑って答えた。

　レイルズたちは片かた時ときも休むことなく、坂道を登った。

　足は痺しびれて感覚がなくなり、心臓は早はや鐘がねのごとく鳴っていた。左右の崖がけのため、日ひ蔭かげになっているのが、何よりの救いだった。それでも、身体から噴ふきだしてくる汗あせを吸い取って、下着がべったりと肌はだに張りついていた。

　サイアは魔ま術じゆつ師しの杖つえによりかからんばかりだったし、ビーンとバッソーも顔を上げる元気さえなく、自分の足下を見つめているばかりだ。ただひとり、シャイロンだけが、ドワーフらしい頑がん健けんさを発揮して、息も乱さす、歩調も変わっていなかった。

　永遠に抜けでられないのではと不安にもなったが、ふと気がつけば、いつのまにか左右の断だん崖がいが低くなり、青空が近くなっていた。道の終わりも、はっきりと見分けがつくようになっていた。

　いよいよだ、とレイルズは胸の高鳴りを覚えた。もう半日近くは歩きつづけている。

　それから、さらに数すう刻こくほど登り、日の光が自分の顔を照らしたときレイルズはついに我が慢まんしきれなくなって、疲つかれも忘れて、坂道を駆かけ登りはじめた。

「待ってよ、レイルズ！」

　背後で、サイアの苦しそうな声が聞こえた。

「早く来いよ！」

　レイルズは振り返りもしなかった。

　最後の距離を一気に駆けあがり、視界の開けた場所に出た。と、横よこ殴なぐりの激はげしい風が吹きつけてきて、不ふ意いを打たれたレイルズは不ふ覚かくにもよろめいてしまった。

　苦笑しながら、レイルズは靴の踵かかとで地面を蹴けりつけた。周囲を見回すと、あたりは雑草がまばらに生える野原だった。遠くの方に緑が見える。円えん錐すい形けいに枝葉を伸のばした広葉樹の森が広がっているようだった。

　レイルズはサイアたちを振り返った。サイアは息を切らせながら、坂道を急ぎ足で登ってくる。ビーンも彼女の後を追っている。あとのふたりは、のんびりと登っている。サイアたちとの距離が、かなり離れていた。

　レイルズは、もう一度、今度はゆっくりと、初めて訪れる大地を見回した。

　足下の雑草が、風に吹かれて気持ちよさそうに揺ゆれている。地面は乾かわいた赤土で、大小の石が転がっている。レイルズはしゃがんで、地面に手を触ふれた。冷たくも熱くもない。転がっている石も、ありふれた普通の石だった。

「どこが、ダナーンと違うというんだ」

　レイルズは不満そうにつぶやいた。

　彼の想像のなかでは、クリスタニアはダナーンとは似ても似つかない場所だった。

　半島中を探せば、こんな場所はいくらでも見つかるように思えた。

　レイルズは、不意にダナーンを見下ろしたい気分になった。ただ、崖がけの縁ふちに立つのは気が進まない。風が強いし、崖が崩くずれないともかぎらない。

　周囲を探すと、すこし離れた場所に小さな丘が見つかった。あの上に登れば、ダナーンも、クリスタニアも、十分に見渡せそうだった。

　サイアとビーンがようやく追いついてきた。

「遅おそいじゃないか」

　レイルズは陽気に声をかけた。

「あなたが急ぎすぎるのよ」

　サイアはその場にうずくまると、恨うらめしそうにレイルズを見上げた。

「分かったよ、ここでしばらく休きゆう憩けいしよう。それから、向こうに見える丘に登る。あそこからなら、遠くまで見渡せるだろう」

　ビーンとサイアは、レイルズが指差す丘を見て、うんざりとした顔をした。

「また、坂を登るの？」

　ビーンが恨めしそうに言う。

「これぐらいでへばっているようじゃあ、先が思いやられる。親父おやじが冒ぼう険けん者しやだったときには、三日三晩休まず山道を歩いたこともあったそうだぜ」

　そのとき、バッソーとシャイロンのふたりが姿を現した。

「思ったより、きつかったな」

　流れる汗あせを手て拭ぬぐいで拭ふきながら、バッソーが気安い調子でレイルズに声をかけてきた。

　その手拭には、乾かわいた血の染しみがついている。よく見ると、着ている衣服もぼろぼろだ。彼らが、どんなにひどい拷ごう問もんを受けたのか、容易に想像できた。傷はシャイロンの治ち癒ゆの魔ま法ほうで癒いやしたのだろう。

　レイルズは、あらためて自分たちが登ってきた道を振り返った。

　今、亀き裂れつが閉じても、つぶされる心配はない。

　しかし──

「この道が閉じたら、オレたちはもう二度とダナーンに帰れないかもしれない。それでも、いいんだな」

　レイルズは地面にうずくまったままのサイアとビーンに声をかけた。

「もちろん、それは覚かく悟ごのうえ。でも、あたしはずっとここにくることを夢見ていたの」

　そう言って、サイアは静かに微笑ほほえんだ。

「レイルズたちと一いつ緒しよなら、どこだっていいよ」

　ビーンは、無む邪じや気きに答える。

「そうか」

　レイルズはふたりにうなずきかえし、もう一度、道に目を向けた。

　その道はダナーンヘと続いている。だが、ダナーンでの暮くらしは、レイルズにとって何の魅み力りよくもなかった。宰さい相しように仕える騎き士しとしての生活以外、自分には許されていないのだから。

　だが、この世界では無限の可能性が待ち受けている。己おのれの剣けんの腕うでひとつで、いくらでも運命を切り開くことができるのだ。伝説に語られる勇者や英雄に肩かたを並べることさえ。

「さあ、丘へ向かうぜ」

「向かう？　おいおい、オレたちも休ませてくれや」

　レイルズの言葉を聞きとがめて、バッソーが文もん句くを言った。

　彼は地面にどっかりと腰を下ろし、革かわ製せいの水すい筒とうに口をつけたところだった。

「疲つかれているなら、ここで待ってたらいい。遠くを見てみたいだけだから」

　レイルズは答えて、荷物を担かつぎあげた。

「だったら、荷物ぐらいは見ていてやるぞ」

　ドワーフのシャイロンが申し出たが、レイルズはさすがに首を横に振った。

　荷物を持ち逃げされでもしたら、夕食にもこまる。

「どうやら、信用されてねぇみたいだな」

　バッソーがシャイロンに笑いかける。

「ま、無理もなかろうて」

「すまないな」

　レイルズは、サイアとビーンに合図して、丘を目め指ざして歩きはじめた。

「どう？　上の世界にやってきた感想は」

　サイアがやや不安そうな表情で、レイルズに尋たずねてきた。

「なんだか、ダナーンと変わらないな。やっぱり、ここは神々の聖地なんかじゃなさそうだ」

「ね、あたしの言ったとおりでしょ」

　サイアは得意げに言った。

「でも、まだほんの入り口だよ」

「ビーンの言うとおりだ。油ゆ断だんはできないな」

　レイルズたちは、平へい坦たんな地面を歩いて、丘の麓ふもとにやってきた。

　そこからはまた坂道で、なだらかな丘の斜しや面めんをレイルズたちは並んで登った。

　強い風が片かた時ときもやむこともなく、背中から吹きつけてくる。

「気持ちのいい風だね」

　ビーンが全身に風を受けようとするみたいに、後ろを振り返って大きく伸のびをした。

「とても自然な強い精せい霊れい力りよくを感じるよ」

「それは、なによりじゃないか。おまえの修しゆ行ぎようも進むだろう」

「だといいね」

　ビーンは嬉うれしそうに答えた。

　登りはじめて分かったのだが、この丘は思ったよりも高く、頂上へ登るまでには、かなりかかりそうだ。しかも、丘の斜面には、背の低い草が一面にはえていて、ともすれば足を滑すべらせてしまいそうになる。レイルズたちは身体からだを前に傾かたむけ、一歩、一歩、地面を踏ふみしめるように歩かねばならなかった。

　ドワーフの忠告を聞いて、荷物を置いてくればよかった、とレイルズは後こう悔かいした。

　ふたたび足が棒のように感じられた頃ころ、レイルズたちは丘の頂いただきにたどりついた。

　頂に着くなり、サイアはぐったりとその場に腰を下ろした。

　レイルズも両りよう膝ひざに手をついて、上体を折った。

　ビーンはわりと元気で、風に話しかけるように空を見上げている。

　これほど長い時間、坂道を登ったのは、レイルズも生まれてはじめてだった。しかも、彼は完かん全ぜん武ぶ装そうをしているのである。

「鍛たん練れんにはもってこいだ」

　レイルズは自分を奮ふるいたたせようと、心のなかでつぶやいた。

　やがて、心臓の鼓こ動どうが落ち着いてきた。レイルズは上体を起こし、まずクリスタニアを遠望した。

「これが……」

　レイルズは、思わずそうつぶやいた。

　神の城じよう壁へきから、しばらく荒れ地が続き、地形はいきなり森に変わる。その先は、広大な、しかし、変わりばえのしない森が地平まで続いているだけだ。壮そう大だいな建物も見えなければ、街まちや村もどこにもない。

　ダナーンの森とすこし違うところは、一本、一本の樹木の間かん隔かくがずいぶん開いていることだろうか。しかも、ほとんど等間隔に並んでいる。そのため、大地に格こう子し模も様ようの布を広げたみたいに見える。森を走っている川の流れは、まるで縫いしろのようだった。

「不思議な森……」

　レイルズの隣となりで腰を下ろしたまま、サイアがそんなつぶやきをもらした。

「不思議だって？」

「この森は自然にできたんじゃないわ。誰だれかが植林したのよ。こんなに広い土地を、あんなに整せい然ぜんとした森にしてしまうなんて……」

「なるほどな」

　レイルズはうなずいて、あらためて森の景色に見入った。

　サイアの指摘どおり、誰かがこの森を造ったのだとすれば、途と方ほうもない労力が必要だっただろう。しかし、なぜ森なのだ、とレイルズは問いたかった。

　神話に語られている神々の楽園は、万色の光で輝いていたと伝えられる。

　千年ほど前に栄えていた魔ま法ほう王おう国こくの文化も、壮大なものだったと聞く。巨大な都市を空中に浮かべたり、竜王ドラゴンロードや精霊王スピリツトロードたちさえ支配したというのだから。

　レイルズは、クリスタニアに行けば、そんな光景に出くわすものだと思っていた。ところが、実際にあったのは、整然と植林された森だった。神々の楽園や魔法王国を持ちだすまでもなく、ダナーンの王都に比べてさえ、地味に感じられる。わずかに圧あつ倒とうされるのは、その広大さだけだ。それさえ、一万人の人間を奴ど隷れいのごとく働かせれば、誰にでも造れるように思う。
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　そして、レイルズは思いだしたように背後を振り返った。

　丘の斜しや面めんの北側を降りてゆくと、その麓ふもとのところで大地は断だん崖がいとなって断たち切れている。そこから、巨大な落らく差さがあって、その下にダナーン半島があった。

　レイルズたちが通ってきたダナーンの森は、クリスタニアの森に比べれば、あきれるほどに小さかった。その向こうにあるハークの村などは、まるで点のようだった。生まれてから、あの村を離れたことのない自分が、虫けらのように思えた。

「クリスタニアが広大なのは、分かった。でも……」

「でも、なあに？」

　サイアが尋たずねてくる。

「この森林のいったいどこに、人が住んでいるというんだ？」

　レイルズの言葉に、サイアは目が覚めたようにハッとなった。

「街まちや村なんか、どこにも見えないぜ」

「ち、ちょっと待ってよ」

　サイアはあわてたように言うと、背負い袋のなかから一冊の本を取りだした。

「なんだい、それは？」

「決まってるじゃない。導どう師しから戴いただいた呪じゆ文もん書しよよ。古代語はしっかりと勉強しているから、この本さえあれば、どんな呪文でもかけられるはずよ」

　サイアはそう言って、いとおしむように呪じゆ文もん書しよを胸に抱かかえた。

「それと、この魔術師の杖つえ。これが、呪文の魔ま力りよくを発動させる手助けをしてくれるの」

「なるほどね」

　レイルズは魔ま法ほうについて詳くわしくはないから、そう言うしかなかった。

「それで、どんな呪文を使うんだ？」

「遠とお見みの呪文よ。これであたしの視力は何倍にも拡大されるわ」

　そう言って、サイアは呪文書をパラパラとめくりはじめた。

　何枚かめくったところで、彼女の手はぴたりと止まり、そのページを開けたまま、呪文書を肩かたの高さまで持ちあげた。片手には魔術師の杖を握にぎったままで、彼女はまるで呪文書を朗読するように、聞きなれない言葉をゆっくりとつぶやきはじめた。

　魔術師たちが魔法を発動させるために唱となえる魔ル法ー語ンだった。上位古代語ハイ・エンシエントと呼ばれるそのルーンは、千年ほど前に栄えた古代王国の住人たちが研究し、完成させたものだ。彼らはこの神秘的なルーンの力で偉大な魔法文明を築き、世界中を支配したとされている。

「我が眼めに満ちよ、万能なる力マナ……」

　いかにも見習い魔術師らしい、たどたどしい呪文の詠えい唱しようだった。

　それでも、サイアの魔法は成功したらしかった。呪文書から目を離し、杖をかざしながら、ゆっくりとクリスタニアの大地へ視線を巡めぐらせていった。

　広大な森をざっと見渡してから、サイアは胸にたまった息を、ゆっくりと吐はきだした。

　呪じゆ文もんを唱となえるという行こう為いは、ひどく体力を消しよう耗もうするものだと聞いている。

「どうだった？」

「すごい森ね。魔ま法ほうを使っても、まだ端はしが見えないもの」

「で、村は？」

　サイアは首を横に振って、申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「だったら、いったいどこを目め指ざせばいいんだ」

「とにかく、川を遡さかのぼってみましょ。あてもなく森をさまよったら、二度と出られなくなってしまうわ。村や街まちがあるなら、きっと川のほとりよ。滝たきの上から物が流れてくるんだから、間違いないわ」

「そう願いたいな」

　クリスタニアに登れば、すぐに波は乱らん万ばん丈じようの冒ぼう険けんがはじまると、レイルズは考えていたのだ。吟ぎん遊ゆう詩し人じんたちの語る冒険者たちの英えい雄ゆう譚たんが、すべてそうであるように。だが、どうやら現実と物語とは違うようだ。

　レイルズは、それがさもつまらないことのように深くため息をついた。そして、丘の斜しや面めんを今度は下りはじめる。

　とりあえずは、サイアの言葉に従うしかなさそうだ。

　じっとしているだけでは、何もはじまらないことだけは間違いないのだから。




　　　　２




　レイルズたちは、川に沿そって、進んでいった。

　大きな川だ。しかし、向こう岸が見えぬような大河でもない。泳ぎに自信のある者ならば、向こう岸まで渡ることができよう。流れは緩ゆるやかだが、深さはかなりありそうだった。川の中ほどでは、背が立たないように思える。

　シャイロンとバッソーのふたりも一いつ緒しよにいる。

　ふたりは、わざわざ丘の麓ふもとまでやってきて、レイルズたちが降りてくるのを待っていた。

　どうやら、一緒に行動するつもりらしい。

　未知の世界を旅するのは、ふたりでは不安なのだろう。レイルズにとっても彼らが一緒のほうが心強い。なにしろ、彼らは経験豊かな冒険者なのだ。いざというときには、頼たよりになるだろう。

　レイルズたちは、日が暮くれるまで歩きつづけた。しかし、どれだけ歩いても、またどこを見ても、単調な森の木々と川の流れがつづくばかり。同じ場所をぐるぐる回っているのではないかとの不安さえ覚えるほどだ。

　人間の住んでいる形けい跡せきも、見つからなかった。

　森の小動物や小鳥、それから川で泳ぐ魚たちが、レイルズたちが見たクリスタニアの住人たちだった。

　結局、その日は何も起こらなかった。

　日が暮くれるのを待って、レイルズたちは河原で野や営えいをする。簡単な夕食を済すませると、全員かなり疲つかれていたらしく、そのまますぐ寝ね入いってしまった。




　レイルズが目覚めたのは夜明け前だった。

　起きたのではなく、起こされたのだ。遠くから聞こえてくる不ぶ気き味みな物音に。

　シャイロンとバッソーのふたりは、すでに起きていた。

　レイルズはビーンとサイアを起こしてから、耳を澄すませた。

　長く尾を引くような音だった。風のうなりにしては、ずいぶん甲かん高だかく聞こえる。

「笛ふえの音に聞こえるが……」

　レイルズは自信なさそうにつぶやいた。

「笛ってことはないだろう」

　盗とう賊ぞくのバッソーがひとしきり笑う。

「ありゃ、狼おおかみの遠とお吠ぼえだよ」

　狼と聞いて、ビーンが悲ひ鳴めいをあげて首をすくめた。

「ち、近くにいるの？　数は？」

「落ち着けよ。やつらの声は遠くまで届くんだ。今の感じじゃあ、ここからだいぶ離れているって」

　バッソーは、レイルズたちの反はん応のうを面おも白しろそうに見つめている。

「狼は賢かしこい動物だからの。これだけ人数がいれば、めったに襲おそってこないものだ」

　シャイロンが断だん言げんするように言った。

　幸運神チヤ・ザの神しん官かんだけあって、このドワーフは物事を楽観的に考えているような節ふしがある。

「で、どうする？」バッソーはシャイロンに意見を求めた。

「近づいてくるまで、放っておいてよいのではないか」

「ということさ」

　バッソーはニヤ二ヤ笑って、レイルズを振り返った。

　臆おく病びよう者ものみたいに言われて、レイルズは不ふ機き嫌げんな顔になった。

　狼たちが近くにいるなら、警けい戒かいしなければと思っただけだ。別に脅おびえたわけではない。むしろ、その緊きん張ちよう感かんが快こころよいぐらいだった。

　狼ぐらい、たとえ何匹いても倒す自信があった。

　寝ね直なおす時間もなさそうなので、レイルズたちはそのまま出発することにした。

　簡単な朝食をとって、荷物をまとめる。

　休まず歩いたが、その日も何も事件は起こらなかった。同じパターンを繰り返す森の木々と、川の流れがつづくばかり。

　夜明け前に聞こえた狼おおかみの遠とお吠ぼえも、二度と耳にすることはなかった。

　やたら長いだけの単調な時間が過ぎてゆき、気がついたときには日は西へと傾かたむいていた。

　だが、太陽が西の地平に沈もうというとき、それは突とつ然ぜん、姿を現した。

　川に架かけられた粗そ末まつな木製の僑と、古傷のごとく森の大地に刻きざまれた細い道。

　あまりに突然だったので、レイルズはその場で茫ぼう然ぜんと立ちすくんでしまった。橋や道にいったいどういう意味があるのか、しばらく理解できなかったのだ。

　サイアが心しん底そこ、嬉うれしそうな表情で、レイルズの背中をつつく。それで、レイルズは事の重大さをやっと理解した。

　この世界にも、人間が住んでいるのだ。

　人間以外に、橋を作る生き物を、レイルズは知らない。

　バッソーがさっさと先行して、道の地面を調べはじめた。さすが冒ぼう険けん者しやだけあって、手て際ぎわがいい。

　道は小さな馬車なら通れるぐらいの幅があった。ダナーンの整せい備びされた街かい道どうのように石やレンガは敷しかれていない。黄色っぽく乾かわいた土が、むきだしになっている。

「ずいぶん踏ふみかためられているし、いちおう足あし跡あとみたいなのもある。もっとも、人間のものかどうか自信ないぜ」

　バッソーが戻もどってきて、そう報告した。

「この道を行けば、きっと村があるはずよ」

　サイアが弾はずんだ声で言った。

「たぶんな。だけど、歓かん迎げいしてもらえるかどうかは分からないからな。いきなり襲おそわれるかもしれない。単純に喜んでる場合じゃないと思うぜ」

　レイルズはサイアではなく、自分を戒いましめるためにそう言った。

　内心では、激はげしい興奮を覚えていた。いよいよ、クリスタニアの住人に出会えそうだった。単調な森の景色には、もう飽あき飽きだった。

　レイルズは意見を求めるように、ぐるりと他の仲間たちを見回した。

「せっかく道に出たんだ。行くしかあるまいの」

　シャイロンが言った。

「とにかく、この世界の連中がどんな奴やつらなのか確かめねぇとな。これから一生、この世界で暮らすことになるかもしれねぇんだからよ」

　と、バッソー。

「もしも、危険な連中だったらどうする？」

「そのときは、ダナーンに戻ってこそこそ隠かくれて暮らすさ。つまるところ、どっちが危なくないかだよ」

「まったくだ」

　レイルズは、バッソーに同意した。この盗とう賊ぞくの言葉は明快で気持ちがいい。

　だが、レイルズは危険から逃げるつもりはない。危険と立ち向かわなければ、自分の可能性が開かれないと信じているからだ。

　それに、すでに亀き裂れつが閉じてしまっている可能性もある。

「よし、この道を進んでゆこう。ただし、十分に用心してだ」

　レイルズはそう宣言すると、先頭に立って、森の道を進みはじめた。




　しばらく歩くと、日はすっかりと暮くれてしまった。

　明かりをつけようか、とサイアは言ったのだが、レイルズは用心のためそれをやめさせた。周囲が明るくなるのは嬉うれしいが、自分たちの存在をわざわざ誇こ示じすることもない。それに、東の空から登ってきた満月が、森の木々に遮さえぎられながらも、柔やわらかい銀色の光を投げかけてくれていたので、まったく見えぬことはない。

　今の時刻なら、家の窓から洩もれる明かりで、村は容易に見つけられそうなものだ。しかし、村はなかなか姿を現さなかった。小屋のひとつも、道みち標しるべのようなものさえ見つからない。

　歩き疲つかれて、野や営えいをしようとレイルズが決意したちょうどそのときだった。

　森の木々がざわめいたように思った。

　レイルズはぴくりとして、頭上を見上げた。木々の枝が揺ゆれている。レイルズには感じられなかったが、上空で風でも吹いたのだろう。

　そして、風に乗って、狼おおかみの遠とお吠ぼえが聞こえてきた。

「ずいぶん近いんじゃない？」

　ビーンが身を固くしながら言った。

　レイルズはうなずいた。夜明け前に聞いたときより、狼たちの咆ほう哮こうははっきりしていた。その声は、レイルズたちの進む方向から聞こえてくるようだ。

「おまけに、数も多いみたいだ」

　レイルズの耳には、複数の狼がお互いに呼びあっているように聞こえた。

「空腹でもないかぎり、人間は襲おそわないもんだがの」

　そう言いながらも、シャイロンは大斧グレートアツクスを両手に構えなおしていた。

　彼も、危険を感じているのだ。

　全員が不安を抱かかえながら、狼の遠吠えに耳をすませた。

　離れていってくれ、との期待も空むなしく、狼たちの咆哮はどんどん大きくなってきた。どうやら、レイルズたちの方へまっすぐ向かっているらしい。

　レイルズも腰の剣けんを確かめて、目の前に立ち塞ふさがる闇やみを見つめた。暗い地面には、うっすらと白く道が延のびている。その道の向こうから、今にも狼おおかみの群むれが姿を現してきそうだった。

　狩かりでもしているのか、狼の咆ほう哮こうには怒いかりのようなものが感じられた。

「こっちに気づいてるのかしら」

　サイアが不安そうに、レイルズに寄り添そう。

「分からない。だが、こっちに向かっているのは間違いないな」

　レイルズは、サイアをそれとなく自分の後ろに控ひかえさせた。

「狼なんかに殺されたくないよ」

　緊きん張ちように耐たえかねたように、ビーンが悲ひ鳴めいをあげた。

「当たり前だ」

　レイルズは、ゆっくりと剣けんを抜いた。

　サイアが背負い袋をはずし、そのなかをごそごそと探しはじめた。おそらく、呪じゆ文もん書しよを取りだすつもりなのだろう。

　シャイロンも大斧グレートアツクスを構えて、レイルズの隣となりまで進みでてきた。

「戦いになるかな？」

　レイルズがこの幸運神チヤ・ザの司祭に意見を求めた。

「そうならんよう、祈いのってはいるがの」

　その答えは、レイルズの問いを肯こう定ていしている。

　狼たちの数が多くなければいい、とレイルズは願った。

　彼は鎖かたびらチエインメイルで身を守っているので、狼ごときにそうそう傷つけられるものではない。しかし、サイアやビーンたちは薄うすい革鎧レザーアーマーを着ているだけだ。数が多いと、ふたりを守るだけの余よ裕ゆうがなくなってしまう。

　レイルズたちは、その場に立ち止まって、じっと待った。

　その間にも、狼の咆哮はどんどんと大きくなる。すぐ近くまで、やって来ているようだ。そして、狼の声にまじって、別の音が聞こえてきた。短く不規則に繰り返される乾かわいた音だった。

「足音……かしら？」

　サイアがレイルズの背後でつぶやいた。

「みたいだな」

　レイルズは緊張して、剣を握にぎりなおした。

　音そのものは大きくないが、足音のほうが狼よりもレイルズたちにはるかに近いようだ。

「誰だれかが狼に追われている……」

　サイアが自信なさそうにつぶやく。

「オレもそう思う」

　レイルズはかっと目を見開いて、正面の闇やみの中を凝ぎよう視しした。

　音はすぐ間近にまで迫せまっていた。

「来るぞ！」

　レイルズは抑おさえた声で言った。

　闇やみの向こうから、影かげが近づいてくるのが見えた。その影はふたつ。

「サイア！　明かりを」

「わ、分かった」

　サイアはうなずくと、杖つえを両手に持ちかえた。そして、口のなかで呪じゆ文もんの文もん句くを数回、繰り返してから、声に出して唱となえた。

「光となり輝け、万能なる力マナよ……」

　サイアの呪文はすぐに完成した。

　そして、レイルズの剣けんの先せん端たんに、ぼうっと光球ライトが輝きはじめ、やがて燦さん然ぜんと魔ま法ほうの光を放ちはじめた。

「なんで、剣の先なんかに灯ともすんだ！」

　レイルズはサイアを振り返って、文句を言った。

「何かにかけないと、明かりを運べないでしょ。ちょうど、あなたが先頭だったし、手に持っているのは、剣と楯たてだったから……」

　サイアはうろたえながら、そう弁べん明めいした。

「言い争っている場合ではなかろう」

　シャイロンがめずらしく大声で言った。

「分かっている！」

　レイルズはドワーフに怒ど鳴なりかえして、正面を向き直った。

　青白い魔法の光に照らしだされ、ふたつの生き物がその姿を浮かびあがらせていた。

　二本足で直立する小こ柄がらな生き物だった。ともに、なんの装そう飾しよくもない小剣を手にしている。一見したところ、人間の子供のようでもある。しかし、こんな夜中に武器を持って出歩く子供がいるはずがない。

　レイルズは本能的ともいえる危険を感じて、身を固くした。

「おまえは誰だれだ！　オレたちは、戦うつもりはないぞ！」

　レイルズは、そう呼びかけた。

　彼らは突とつ然ぜん、輝きはじめた魔法の明かりに目をくらませている様子で、腕うでで顔をかばいながら、その場で立ちすくんでいる。

　レイルズは明かりのついた剣を前に突きだして、相手をもっと観察しようとした。

　身体からだに比べて頭がやけに大きいし、髪かみの毛がまったくない。

　そこかしこが破れた粗そ末まつな服を身につけている。その衣服の袖そでや裾すそから伸のびる手足は、枯かれ木のように細く、節ふしくれだっていた。不ぶ気き味みな赤黒い肌はだをしている。瘦やせているくせに、みょうに突き出た腹が、醜しゆう悪あくな印象を与える。

「こんな連中が、クリスタニアの住人なのか」

　レイルズは、茫ぼう然ぜんとなった。

　しばらく待ったが、相手から答えはかえってこなかった。

「言葉が通じてないんじゃないの？」

　ビーンがうわずった声で言った。

「そうかもしれない。でも、それだけじゃなさそうだ」

　レイルズは目を細めながら、答えた。

　ようやく明かりに目が慣なれたらしい片方が顔をあげ、憎にくしみのこもった目でレイルズを見た。その顔も醜みにくく歪ゆがんでいた。鉤かぎのように曲がった鼻、耳元まで裂さけた口。ねじれたようにとがった耳。

　そして、醜しゆう悪あくな人ひと型がたの生き物は、鳥が発するような悲ひ鳴めいをあげながら、小剣シヨートソードを振りかざし、レイルズに切りかかってきた。

「戦う気はないと言っただろう！」

　レイルズは敵てき意いがないことを示すように、いったん剣けんを引いてみせた。

　しかし、相手の勢いは止まらなかった。

　それどころか、残った方も剣を構えて、突とつ撃げきしてくる。脅おびえているようでもあるが、彼らは邪じや悪あくな殺気に満ちていた。

　レイルズは、話し合いができるような相手ではないと判断した。サイアたちを巻きこまないように、五歩ばかり前に進みでて、剣と楯たてを構えなおす。

　まず、ひとりめが、すこし遅おくれて、ふたりめが切りつけてきた。

　レイルズは最初の攻撃を剣で払いのけ、ふたつめは楯で受け止めた。

「先に手を出したのは、そっちだぜ！」

　叫びながら、レイルズは剣を振り上げた。次の瞬しゆん間かんには、風を切り裂く音とともに、レイルズの長剣バスタードソードは一いつ閃せんしていた。

　手にごつんという感かん触しよくが伝わる。レイルズの攻撃は、最初に切りつけてきた敵を、肩かた口ぐちから腹のあたりまでばっさりと切り下げていた。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようをあげながら、哀あわれな相手は仰あお向むけに倒れた。

　一撃でひとりを仕し留とめてしまい、レイルズのほうがむしろ驚おどろいていた。牽けん制せいのための一撃だったのだ。手て傷きずを負わせれば、幸運ぐらいに思っていた。ところが、相手はまるで武器の扱い方もしらぬようで、剣で攻撃を受け流そうとさえしなかった。

　目を見開いたまま絶ぜつ命めいし、どす黒い血を噴ふきだしている敵の姿が、レイルズの剣先で輝いている魔ま法ほうの光球ライトに照らしだされ、やけに鮮せん明めいに見えた。

「殺さなくてもいいんじゃないの」

　サイアは目に涙をため、声を震ふるわせていた。

　レイルズは、ちらりと彼女を見ただけで、なにも言い返さなかった。それから、もうひとりの敵に向かって、大声をあげて威おどかしてみた。逃げだしてくれ、と願いながら。

　と、その声に応ずるように、狼おおかみの咆ほう哮こうが聞こえてきた。ずいぶん近くで吠ほえたみたいだ。狼たちは、今にも姿を現しそうだった。

　仲間の死にも脅おびえることなく、もうひとりの敵がレイルズに再度、切りかかってきた。

　レイルズはその攻撃を難なく剣けんで払いのけた。

「逃げろと言ってるだろ！」

　武器を持っている右みぎ腕うでを狙ねらって、レイルズは切りつけた。

　相手はそれを避さけようと飛んだ。しかし、飛んだ方向が悪かった。左に飛べばよいものを、わざわざ右に飛んだのだ。しかも、頭を下げて。

　結果、まるで殺してくれといわんばかりに、首を差し出す格かつ好こうになった。

　あっ、と思ったときには、もう手て後おくれだった。レイルズの剣は、右腕ではなく、首筋をまともに捕らえていた。

　軽い一撃ではあったが、無防備な首が半分まで断たたれ、口から悲鳴と血の泡あわを吐はきだしながら、相手は地面に倒れ伏ふした。

「こいつらは、なんなんだ？」

　醜みにくい生き物は蜘く蛛ものようにはいつくばり、血の海のなかで痙けい攣れんしている。しかし、それもすぐに止まるだろう。

　血潮を布切れできれいに拭ふき取ってから、いつもの習慣でレイルズは剣を鞘さやに戻もどそうとした。すると、魔ま法ほうの明かりが隠かくれて、周囲が暗くなった。

「オレの剣はたいまつじゃないぞ」

　レイルズは悪あく態たいをつきながら、もう一度剣を抜いた。血を拭ぬぐった布はその場で投げ捨てる。持っていると、悪あく臭しゆうで吐き気がしそうだった。

「見事なもんじゃないか」

　ぱちぱちと手を叩たたきながら、バッソーがレイルズのそばにやってきた。

「殺すつもりはなかったんだぜ」

「よく言うぜ、どっちも即そく死しじゃねぇか」

「手て加か減げんできない性格なんだ」

　言い訳わけしても仕方ないので、レイルズはそう答えることにした。

「ところで、狼たちが近づいてきてるようだぜ。そっちも、今の調子でうまく片付けてくれよ」

　バッソーがささやくように言った。

「分かってる」

　レイルズは緊きん張ちようしながら、明かりのついた剣を構え、道の先に視線を向けた。

　残る三人も、レイルズのところまでやってきた。

　ビーンとサイアは恐おそる恐る死体を覗のぞきこんでいる。シャイロンはさすがに司祭らしく、ふたつの死体に向かって、短い祈いのりの言葉を捧ささげている。

　まるで自分が罪つみを犯おかしたみたいじゃないか、とレイルズは気分を害した。

「そんな……まさか！」

　と、死体を覗きみていたサイアが、脅おびえたような声をあげた。

　レイルズは何事かと振り返り、口に手を押し当てているハーフエルフの少女を見つめた。

　その無言の問いに答えるように、サイアは震ふるえる手で死体を指差した。

「ゴブリンだわ……」

「ゴブリンだって？」

　レイルズは驚おどろきの声をあげた。その名前は、レイルズも知っていた。

　ゴブリンは邪じや悪あくな妖よう魔まの一族だ。北の海に浮かぶ故郷の島では、ゴブリンたち妖魔はけっして珍めずらしい存在ではなかった。人里離れた山奥や森の中に、彼らの集落はいくらでもあったという。

　しかし、新天地のダナーンには、この忌いまわしい妖よう精せいの類たぐいは、一匹も棲すんでいなかった。それゆえ、ダナーンの民にとっては、ゴブリンたち妖魔は、なかば伝説のものとなっていたのだ。

「クリスタニアに住んでいるのは、妖魔なのか。オレたちはこんな奴やつらに閉じこめられ、見下されていたのか」

　沸わきたつ怒いかりを抑おさえきれずに、レイルズは剣けんを握にぎる拳こぶしに力を入れた。

「まだ、分からないわよ。最初に出会ったのが、たまたま妖魔だったのかもしれないじゃない」

「たまたま、ね」

　レイルズは、肩かたをすくめながら、独ひとり言ごとのように言う。

「妖魔の次に出会うのは、狼おおかみかもしれないんだぜ。ずいぶん、楽しい世界じゃないか」

　レイルズは妖魔たちがやってきた方向を見すえ、じっと待った。

　狼たちが姿を現すのを。

　そして、それにはたいした時間を必要としなかったのである。
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　最初に見えたのは、闇やみのなかで緑色に輝く双そう眸ぼうであった。

「やっと、おでましか」

　レイルズは小さくつぶやいた。

　そして、魔ま法ほうの明かりのなかに、一匹の狼が姿を現した。

　ついで、もう一匹、さらに一匹。

　ダナーンに棲すんでいる狼おおかみと、まったく同じ種類だ。茶色がかった灰色の体毛に包まれている。長い舌と鋭するどい牙きばを覗のぞかせながら、彼らは慎しん重ちようにレイルズたちに近づいてくる。

　そして、三匹の狼おおかみたちはレイルズたちから、十歩ばかりのところでふいに立ち止まった。

　と、そのうしろから新たな影かげが姿を現した。

「人間じゃないの！」

　サイアが息をのんだ。

　レイルズも驚おどろいて、目を見張った。まさか、狼の後ろから人間が現れるとは思ってもいなかったのだ。

　しかし、動どう揺ようしている場合ではない。レイルズは意外ななりゆきに茫ぼう然ぜんとしている心を静めて、姿を現した者たちを注意深く観察した。

　彼らの数は六人、いずれも男だった。

　魔ま法ほうの明かりのせいかもしれないが、ダナーンの民よりも幾いく分ぶん、肌はだが白いように思えた。背は高く、すらりとしている。長い髪かみを奇き妙みような模様の布でまとめ、首のところには獣けものの牙きばを紐ひもで通した装そう飾しよく品ひんをつけている。

　彼らのうちのひとりは、片耳にも牙の飾かざり物をつけていた。

　六人全員が長槍ロングスピアで武ぶ装そうし、粗そ末まつな毛皮を鎧よろい代がわりに身にまとっている。

「蛮ばん族ぞくか？」と、レイルズは自問した。

　あまり、高い文化を持っているようには見えない。

　狼たちは自分たちの後ろに人間が姿を現したことを気にもしていない。低い唸うなり声をあげて、レイルズたちを威い嚇かくしてくるばかりだ。

「あいつら狼を飼かい慣ならしているのか」

「どうやら、そのようだの」

　レイルズの独ひとり言ごとに、シャイロンが答える。

「オレたちに、戦う気はないぜ」

　レイルズは六人の男たちに向かって呼びかけた。

　敵てき意いのないことを示すために、両手を広げて作り笑いを浮かべる。そして、相手の反はん応のうをうかがった。

　しばらく待ったが、男たちは互いに顔を見合わせながら、レイルズたちには理解できない言葉で一言、二言、やりとりをかわしただけだった。槍やりの先はレイルズたちに向けたままで、あきらかに警けい戒かいしている感じだ。

「やっぱり、言葉が通じない。サイアの魔法で何とかならないのか？」

　サイアは申し訳なさそうにうなだれた。

「ごめんなさい。言葉が通じるようになる呪じゆ文もんはあるんだけど、まだ使えないの」

「今度、練習しておいてくれ」

　レイルズはそう言って、苦にが笑わらいを浮かべた。

「精せい霊れいの言葉が、通じるかな？」

　そして、ビーンは流れるように響く言葉で話しかけた。

　しかし、男たちはなんの反応も示さなかった。

「ドワーフ語ではどうかの」

「エルフ語なら、使えるけど……」

　シャイロンとサイアが同時に申し出たが、レイルズはむっつりと首を横に振った。

「やめといたほうがいいだろう。かえって、相手が警けい戒かいしそうだ」

　実際、お互いの緊きん張ちようが高まってきているのを、レイルズは感じていた。

　あたりの空気がぴんと張りつめたみたいで、ちょっとしたきっかけでも切れてしまいそうだった。

「そっちも、なんとか言ったらどうだ」

　レイルズがいらいらと声をあげた。

　と、そのとき、ひとりが突とつ然ぜん、叫び声をあげた。

　レイルズたちの足下に転がっている妖よう魔まの死体を指差している。その叫び声を合図に、彼らは互いの顔を見合わせながら、早口で何事かを話しはじめた。

「いったい、何を話しあっているんだ」

　レイルズも怪け訝げんに思った。

「もしかして、あの人たち、ゴブリンの仲間なのかしら」

　口に出すのもはばかれるように、サイアは恐おそる恐る言った。

「もし、そうなら戦いは避さけられないな」

　狼おおかみが三匹と武ぶ装そうした人間が六人、いかにも苦しい戦いだ。

「勝てるのか」

　レイルズは、自問するようにつぶやいた。

　そのとき、男たちの後ろのほうで、また別の声が響いた。

　女性の声だった。

　透とう明めい感かんのある美しい声。よく調ちよう弦げんされた竪たて琴ごとをかきならせば、こんな音が出るかもしれない、とレイルズは思った。

　まるで魔ま法ほうにかかったみたいに、レイルズは声の方を見つめた。

　男たちの後ろには、漆しつ黒こくの闇やみが続いているばかり。その闇の扉とびらを押し開けて、姿を現したのは一匹の狼だった。

　恐おそろしく大きい。最初に姿を現した三匹の倍はあろうかと思われた。

「きれいな狼……」

　サイアが場ば違ちがいなことを言った。

　しかし、レイルズもサイアの言葉に賛成だった。

　まさしく、その狼おおかみは美しかった。

　体毛は輝くような銀色で、まるで月の光で染そめられたようだった。銀ぎん狼ろうは神こう々ごうしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、悠ゆう然ぜんと歩いてくる。

　そして、銀色の狼の後ろから、もうひとつの影かげが姿を現した。

　今度は人間である。六人の男たちが道を開けるなか、その人影は銀色の狼に先せん導どうされるように、レイルズの剣けんの先に灯ともる魔ま法ほうの光のなかに入ってきた。

　今度、喉のどをつまらせたのは、レイルズの方だった。

　若い娘だった。

　腰にからみつくほどに長い髪かみが、銀狼の体毛と同じ色の輝きを放っていた。

　まるで、満月が大地に降りてきたかと見まがうほどだった。澄すんだ瞳ひとみが、まっすぐにレイルズを捕らえている。うっすらとした微笑が、その口くち許もとに浮かんでいた。

　銀色の髪の娘は、男たちと短い会話をかわした。おそらく、彼女は高こう貴きな地位にあるのだろう。男たちの態度は、あきらかにへりくだったものだった。

　その相談が終わると、娘は銀狼だけを従えて、男たちより前に進みでてきた。

「わたしの言葉が分かりますか？」

　そして、娘はゆっくりと話しかけてきた。違い和わ感かんのある発音だったが、間違いなくダナーンの民が使う言葉だった。

「話せるのか、オレたちの言葉を……」

　レイルズは驚おどろいて、娘を見つめた。

「ええ……」

　レイルズの胸のなかに安あん堵ど感かんが広がった。

　話が通じないことが、これほどもどかしいとは、今まで思いもしなかった。ダナーンの人間は、すべて同じ言葉を話す。

「尋たずねたいことがある」

　レイルズは、銀色の髪の娘を見つめながら言った。

「こちらにも、尋ねたいことがあります」

　娘の声や態度は毅き然ぜんたるものだった。

「分かった。まず、そちらから質問してくれ」

　レイルズも気け圧おされまいと胸をはりながら、娘に呼びかけた。

「それでは、わたしから尋ねましょう。足下に倒れている妖よう魔まを殺したのは、あなたたちですか？」

「そうだ」

　レイルズはちょっと迷ったが、正直に答えることにした。

　噓うそをついても、彼女の瞳ひとみに見み透すかされそうな気がしたからだ。

　それに、この娘が妖よう魔まの仲間であるとは、レイルズにはとても信じられない。むしろ、彼らはこの妖魔たちを追いかけてきたと考えたほうが自然だ。

「こいつらが、襲おそってきた。だから、殺した」

「殺した理由を、尋たずねているわけではありません。あなたたちが、その妖魔を殺したのかどうかを知りたかっただけです。さあ、次は、あなたたちの質問に答えましょう」

「尋ねたいことは、いっぱいある」

　レイルズは何から切りだすべきか、しばし考えた。そして、問題の核かく心しんから尋ねることに決めた。

「あんたたちは、何者なんだ。それから、この世界はいったいどうなっている？」

「どういう意味ですか？」

　銀色の髪かみの娘は驚おどろいたような顔をして、そう尋ねかえした。

「そのままの意味さ。オレたちは、昨日、この世界にやってきたんだ。だから、この世界について何も知らない。あんたたちが何者で、どんな暮くらしをしているのか。オレはすべてを知りたいんだ。この世界のことを。あんたたちのことを」

　娘は目を伏ふせて、じっと動かなくなった。レイルズの問いにどう答えればいいか、考えている様子だった。

　レイルズは娘が何かを言いだすのを、ひたすらに待った。

「あなたがたは、いったいどこからやってきたのですか？」

　娘はそう問いかけてきた。

「ここから北に行けば断だん崖がいがあるだろう。その崖がけの下の世界から、オレたちはやってきたんだ」

「北にある半島？」

「ああ、オレたちはダナーンと呼んでいる」

「ダナーン……。では、あなたがたは大白鳥の民なの？」

「大白鳥？　なんだ、それは」

　娘がなぜそんなことを言ったのか、レイルズには理解できなかった。

　ダナーン半島には、たしかに白鳥は多い。しかし、住民とはなんの関係もない。

「分からないのなら、いいのです」

　そう言ったとき、銀色の髪の娘は寂さびしげな表情をした。

「わたしたちのこと、この世界のこと……。あなたの質問に答えるのは、簡単ではありません。そして、わたしたちは、そのための時間を割さくことができないのです」

　銀色の髪の娘は、申し訳わけなさそうにわずかに頭を下げた。

「なぜだ？」

　レイルズが問い返しても、彼女は首を横に振るだけだった。

「わたしたちは、今、とても危険な状態にあるからです。そして、この地に留とどまるかぎり、その危険はあなたたちにもふりかかるでしょう。ですから、すぐにこの世界から立ち去りなさい。できれば、今、すぐに」

「オレは曖あい昧まいに答えられるのが嫌きらいなんだ。簡単にでもいい。訳わけを話してくれ」

「わたしたちは、戦っているのです。あなたがたが倒した妖よう魔まや、その仲間たちと……」

「戦っている。この妖魔やその仲間と？」

　レイルズは、娘の話が信じられず、反はん射しや的てきにそう問い返していた。

　銀色の髪かみの娘は、一度だけ、うなずいた。

「戦いくさなんてどこにでもあるもんだな」

　レイルズは、ため息まじりに、そうつぶやいた。

「哀かなしい現実だの」

　レイルズのつぶやきを耳にして、シャイロンが声をかけてきた。

　幸運神チヤ・ザの教義によれば、戦は万人に不幸をまきちらすだけの災さい厄やくなのだ。しかし、幸運神の神官にも、シャイロンのように教団と信者を守るため、戦士の訓くん練れんを受ける者がいる。

　このドワーフは、おそらく戦士としての修しゆう練れんを積もうと冒ぼう険けん者しやに加わったのだろう。

「理由が分かったなら、早く、自分たちの世界に戻もどってください」

「オレは戦士だ。戦が起こっているからといって、簡単に逃げだすわけにはいかない」

　レイルズはきっぱりと答えた。

「勇ゆう敢かんなことだねぇ」

　バッソーが短く口くち笛ぶえをならしてから、軽かる口ぐちを叩たたいた。

「オレはもっとくわしい話を知りたい。場合によっちゃあ、もうダナーンに帰れないかもしれないしな。断だん崖がいに刻きざまれた道が、閉じてしまっていたら……」

　盗とう賊ぞくの軽口は無視して、レイルズは先を続けた。

「断崖に刻まれた道？」

　銀色の髪の娘は、険けわしい表情でレイルズを見た。

　彼女らの言葉で、何事かつぶやいた。

「……その道は、もはや永遠に閉ざされないかもしれない」

「あの道が閉ざされないだって。なぜ、あんたにそれが分かる？」

「戦のためです。戦のために、この世界はどんどん混こん沌とんに侵おかされている。もはや、修復ができないぐらいに。断崖に開かれた道も、そのひとつなのです」

「混沌……」

　レイルズは助けを求めるようにサイアの顔をうかがった。

「この世界が乱れたために、道が開いたってことかしら」

「道が閉じないのだったら、なおさら、くわしい情報を知りたいな。この世界の戦いくさが、いつオレたちの国に飛び火してくるか分かったもんじゃないしな。オレたちだって、戦う準備を整えなければならない」

「いったい誰だれと戦うつもりなのですか？」

　銀色の髪かみの娘は、じっとレイルズを見つめた。

　その瞳ひとみに見つめられると、なぜか息苦しさを覚える。その視線には呪じゆ縛ばくの魔ま力りよくがあるのでは、と思えるほどだった。

「話を聞かないことには、なんともいえない。だが、妖よう魔またちが邪じや悪あくなことぐらいオレたちだって知っている。事実、オレたちの祖先は妖魔たちと何百年ものあいだ戦ってきたんだ。至高神フアリスの名にかけて誓ちかってもいい」

「ファリス？　あなたたちの神様ね」

　娘はさらに何かを言いかけだのだが、思いなおしたようで、いったん口を閉じた。

「……いいでしょう。そこまで、決意が固いのなら、もはや止とめません。わたしたちの村まで来てください。すべては、そこで話しましょう。しかし、長い話になりますよ。とても、長い話に……」

「かまわないさ。時間ならいっぱいある」

　緊きん張ちようが解とけて、レイルズの顔にようやく笑えみが浮かんだ。

　銀色の髪の娘は、六人の男たちを振り返ると、レイルズたちの知らない言葉で話をはじめた。その言葉に、六人の男たちがあからさまに驚おどろいた表情を浮かべ、口々にしゃべりはじめた。

　しかし、銀ぎん髪ぱつの娘は毅き然ぜんとした態度で、首を横に振ると、一言、何かを言った。

　六人の男たちは、それ以上の反論はしなかった。それから、レイルズたちに向かって槍やりを一振りして、ついてこいというような身振りをした。

　レイルズはうなずいて、その指示に従おうとした。

「大だい丈じよう夫ぶかな。村に着いたらいきなり襲おそわれるなんてことはない？」

　ビーンが不安そうに尋たずねてきた。

「彼らがオレたちを襲うとは思えないが、戦いくさに巻きこまれるかもしれないな」

　すでに銀色の髪の娘たちは、来た道を戻もどりはじめている。

　レイルズは、あわてて彼女らを追いかけはじめた。残る四人も仕方なくという感じで、彼についてくる。

　狼おおかみたちを使う不思議な一団の後に従いながら、レイルズは、ようやく自分の運命が動きはじめたことに満足を覚えていた。

　このクリスタニアでは、今、まさに戦が行われているという。

　自分が英雄としての階段を登ってゆくのに、これほどふさわしい状況があろうか。
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　銀色の髪かみの娘は、マリスと名な乗のった。

　彼女は村に着くと、村中でいちばん大きな建物へとレイルズたちを案内した。木造だが、神殿のごとき雰ふん囲い気きの漂ただよう館やかただった。

　村といっても、五十戸ほどしかない小さなものだった。丸太を組んだだけの粗そ末まつな家々が、わざわざ森の樹木を避さけるように建てられていた。

「どうりで、遠とお見みの呪じゆ文もんでも見つからないはずだわ」

　サイアが村の様子を見て、そんな感想を洩もらした。

　村のなかでは、何匹もの狼おおかみが放し飼かいにされていた。すべて、普通の狼で、銀色の体毛の狼は、マリスがいつも連つれている一匹だけだった。森や獣けものと共存する彼らの暮くらしに、レイルズは強く興味をひかれた。

　戦いくさをしているとのマリスの言葉を裏づけるように、槍やりで武ぶ装そうした男たちが、何人も村を巡じゆん回かいしていた。

　レイルズたちが通された館のなかは、大きな広間になっていた。何本もの柱で天てん井じようが支えられている。左手の壁かべには、槍やら刀とう剣けんといった武器が立てかけられてあり、瞳ひとみの形をした木製の楯たてなども並べられている。正面のいちばん奥に、巨大な狼の木もく像ぞうが据すえられていた。その彫ちよう像ぞうの前には、大型のランプがふたつ据すえられていて、獣じゆう脂しが燃えるツンとくる臭いが部屋のなかに充じゆう満まんしていた。
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　彼らは狼を信仰の対象にしてるのだろうか、とレイルズは疑問に思った。

　しばらくすると、村長らしい老人と屈くつ強きようの戦士がひとり入ってきた。マリスはレイルズには分からない言葉で、彼らと話をはじめた。その表情から読みとるかぎり、深しん刻こくな相談なのは間違いなかった。

　そして、マリスの足下にはさっきの銀色の狼が控ひかえていた。ぴったりと床ゆかに伏ふせせ、その目は眠っているように閉じられている。しかし、物音がするたびに、とがった耳がぴくりぴくりと動いていた。何かが起これば、この巨大な狼はすぐにでも行動に移ることだろう。

　老人と戦士のふたりは、うなだれたり、ため息をついたりしている。元気のない彼らにくらべ、マリスの態度は毅き然ぜんたるものだった。威い厳げんを保ったまま、ときには、ふたりの男を励はげますように、笑顔を浮かべたりもする。

　そのあいだ、レイルズたちは丸太を横に切っただけの粗末なストゥールに腰を下ろし、マリスたちの話し合いが終わるのをじっと待っているしかなかった。

「何を話しているのかな」

　ビーンがこっそりとレイルズに耳打ちした。

「さあな。だが、あの表情じゃあ、あんまり詮せん索さくしたくはないな」

「僕らをどう料理しようかと相談しているのでなければいいけどね」

　ビーンが口くち許もとに笑えみを浮かべながら、そんなことを言った。

「食人の習慣があるってか？　やめてくれよ」

　バッソーが身を震ふるわせながら、つぶやく。

　そのとき、彼女らの相談が終わったらしく、マリスがレイルズたちに向きなおった。

「お待たせいたしました」

「そっちの相談は終わったのかい？」

　レイルズは尋たずねた。

「はい、終わりました」

　そう答えたマリスの表情は、幾いく分ぶん、つらそうに見えた。

　話し合いがうまくいかなかったのかな、とレイルズは思った。マリスたちの置かれている状況は、かなり深しん刻こくな様子だった。

「さて、何からお話ししましょうか？」

　マリスは、じっとレイルズの瞳ひとみを見つめてくる。ランプの光を背負っているので、彼女の銀色の髪かみが今は、金色に輝いて見えた。

「何でもいい。とにかく、オレはすべてが知りたいんだ」

「分かりました」

　そして、彼女は語りはじめた。この世界、クリスタニアの秘密を──




　クリスタニアの誕たん生じようは、はるか数千年前、神々の時代の終しゆう焉えんのときに遡さかのぼるという。

　創造主である神々が、光と闇やみ、ふたつの陣じん営えいに分かれて争った神々の大戦の時である。

　光の神々の長おさとなったのは、至し高こう神しんファリス。そして、闇の神々の長は暗黒神ファラリスであった。光と闇の神々は、互いを滅ほろぼさんとして、持てる魔ま力りよくのすべてを使い、また強力な古代種族たちを戦いに召しよう集しゆうした。

　なかでも最強の戦士は、竜王ドラゴンロードと呼ばれた幻げん獣じゆうであった。彼らが口から吐はく炎ほのおは、すべてのものを、不ふ滅めつの魂たましいを持つ神々の肉体さえも焼きつくしたという。竜王たちの炎によって、光の神々も闇の神々も、すべて消しよう滅めつし、魂だけの存在となった。肉体を失った神々は世界に介かい入にゆうする術すべを失い、わずかに司祭たちの使う神しん聖せい魔ま法ほうの力の源となった。

　レイルズたちの世界で伝えられている神話はここで終わり、人間の歴史が幕を開ける。その後、数百年とも数千年ともいう暗黒時代を経へて、やがて魔ま術じゆつ師したちの王国が興おこり、魔法が支配する時代が訪れる。

　これが魔法の時代である。

　その魔法王国もおよそ八百年ほど前に滅めつ亡ぼうし、今は新王国が支配する剣つるぎの時代となっている。

　しかし、クリスタニアの創造神話は、神々の大戦をもって終焉とはしない。この大戦をもって神話のはじまりとするのだ。

「……神々の大戦のとき、すべての神々が滅んだわけではないのです。姿を変えて生き残った神々もわずかながらにいたのです」

　そして、マリスは広間の奥に置かれている狼おおかみの木もく像ぞうを指差した。

「あそこに祭られているのは、わたしたちの部族を守しゆ護ごする神しん獣じゆう王フェネスの神しん像ぞうです」

「あれが、神だって？」

　レイルズは驚いて、椅い子すから腰を浮かした。

　どう見ても、狼の彫ちよう像ぞうにしか見えない。レイルズたちの神話によれば、神はすべて巨大な人間の姿をしていたと伝えられている。

「神々の大戦のおり、神々は光と闇の陣営にのみ分かれていたのではありません。いずれの側にも属すことなく、世界創造を完成させるべしと主張する中立神たちがいたのです。しかし、暗黒神は自らの陣営に属さぬ神々を、すべて抹まつ殺さつしようと幾百もの竜王を放ったのです。

　中立神たちは、暗黒神の放った竜王に追われ、この辺へん境きようの大陸まで逃げてきました。その途中、何人もの神々が竜王に焼かれて、肉体を失ったともされています。しかも、どこまで逃げようとも、竜王たちを振りきることは不可能のように思えました。偉大なる神々でさえ。

　しかし、神々は竜王たちから逃れる唯ゆい一いつの術を見出したのです。それは、神の肉体を捨て、獣けものの身体からだに永遠の魂を封ふうじることでした。ある神は、獅し子しの身体に魂を封じました。また、別の神は大だい蛇じやの身体からだを新たな魂たましいの器うつわに選びました。虎とらの身体に、魂を封ふうじた神もいます。そして、われらの守しゆ護ご神しんフェネスは、狼おおかみの身体に魂を封じたのです」

「神の肉体を捨てて、獣けものの身体に乗り移ったと」

　シャイロンが信じられないというように首を振った。彼が仕える幸運神チヤ・ザの伝承には、そんな神話は伝わっていないのだろう。

「かくして、神しん獣じゆうとなった神々は、このクリスタニアを外げ界かいから閉ざします。外界から混こん沌とんが侵しん入にゆうしないように、そしてこの大陸だけでも完成された世界にするために」

「完成された世界に？」

「そう、完成された世界です」

　マリスは静かにうなずいて、そして先を続けた。

「世界が完成される前に、神々の大戦が起こってしまったのは、とても不幸な出来事です。そのため、あなたがたの世界は未完のまま、非力な人間の手に委ゆだねられたと聞いています。しかし、このクリスタニアは神獣となった神々の力により、完成された世界となりました。周期という名の偉大な力により、世せ界かい律りつの揺ゆらぎは極小に押さえられ、わたしたち人間も永遠の生命を得ることができたのです……」

　マリスの話は、あまりにも途と方ほうもないものだった。いきなり信じろ、というほうが無理だった。しかし、目の前にいる銀色の髪かみの娘は真ま顔がおであり、とても噓うそをついているようには見えなかった。だいいち、レイルズたちに噓をついて、いったいどんな利益があるというのだろう。

「つまり、あんたは何千年も前から生きているというのか？」

　マリスの姿はどう見ても、十代にしか見えないのだ。自分と同じか、もしかしたら、二つ、三つは若いだろうと、レイルズは想像していた。

「あなたが想像する不ふ老ろう不ふ死しとは違います。わたしは、十六年前に生まれましたし、ふつうに老おいて死にます。古代のエルフたちのような永遠不変の生命とは違うのです。わたしたちの世界は、一定の年月を単位として、同じ歴史が繰り返されてきました。その繰り返される歴史こそ周期。そして、わたしたちはその周期ごとに、この世界に再さい誕たんし、同じ人生を送ることができるのです。当然、わたしも周期が繰り返されるたびに再誕しています」

「とんでもねぇ話だな」バッソーが狂きよう人じんでも見るような目つきで、マリスをじろりと眺めた。

「あんたたちが、そう信じているだけじゃないのかい？」

「夢物語のように聞こえますか？」

「オレには聞こえるね」と、バッソーが鼻を鳴らした。

「たしかに、信じがたい話ではある」

　レイルズは腕うでを組みながら、正直に言った。

「獣の姿をした神、繰り返される歴史。オレたちには、まったく信じられないものだ。オレたちが信仰している神々は肉体を失い、その姿を見ることはできない。歴史は繰り返されることなく、果てしなく流れ続けるだけだ」

「分かります」

　マリスは静かに微ほほ笑えんで、瞑めい想そうするように目を閉じた。

「わたしたちにとっても、そうでした。このクリスタニアの外に、人間が生きているとは、思いもしませんでした。およそ三百年前に、外の世界から侵しん略りやく者しやがやってくる前までは……」

　その侵略者たちは、何十隻せきもの船団を組んで、このクリスタニアに上陸したという。彼らはクリスタニアの北西部につきでた半島に上陸し、この半島をベルディアと名づけた。その名は彼ら漂ひゆよう流りゆうの民の伝説の王の名に由来しているという。クリスタニアの民は、ベルディアの漂流民たちを暗黒の民と名づけた。暗黒神を信仰し、邪じや悪あくな妖よう魔またちも加わっていたから。

　そして、マリスは最後に、自らのことを神しん獣じゆうの民と呼んでいる、と教えてくれた。

「もともと、この大陸は全土を外界から隔かく絶ぜつされていたのです。結けつ界かいの神獣王、虹にじ色いろの大だい蛇じやルーミスが創った不ふ可か侵しんの断だん崖がいによって。ベルディアの地も、あなたがたの半島も、すべてクリスタニア大陸に属していたのです。そして、死すべき定めの人間には、この結界を破ることはできないはずでした」

　神の城じよう壁へきを創造したのが、大蛇の姿をした神だという説明は、レイルズにもすぐ納なつ得とくできた。あの断だん崖がいの岩いわ肌はだが、蛇へびの鱗うろこに似ていることは、ダナーンの民の誰だれもが認めるところだったから。

「しかし、オレたちはあの断崖を登ってきたんだぜ。いや、オレたちだけじゃない。十年前にも、六人の若者がこの世界を訪れたはずだ。それに、あんたが言った暗黒の民だって、この大陸に上陸したわけだろう」

「そのとおりです」マリスは悲しそうにうなずいた。

「この周期のあいだに、ルーミスの結界は幾いく度どか破られています。いちばん最初は、湖こ面めんの大白鳥フーズィーが周期の支配を逃れ、この大陸から離り反はんしたことです。その理由は周期の揺ゆらぎによって、フーズィーの民に大きな災さい厄やくがふりかかることが運命づけられたからだとされています。慈じ愛あいに満ちたフーズィーには、それが耐えられなかったのでしょう。フーズィーが支配していた北端の半島は、海の高さにまで失しつ墜ついしてゆきます。こうして、生まれたのがあなたがたが住んでいる半島、失われた大地ダナーンなのです」

「それで、最初に出会ったとき、オレたちのことを大白鳥の民かと尋たずねたのか？」

　はい、とマリスは静かに答えた。

「だが、オレたちの先祖が上陸したとき、ダナーン半島には誰だれも住んでいなかったらしいぜ。かつて人が住んでいた形けい跡せきは残っていたらしいがな」

「そうですか……。周期の加か護ごを離れては、大白鳥の民も生き延のびることはできなかったのですね」

　マリスは胸の前で手を組んで、冥めい福ふくを祈いのるようにしばし目を閉じた。

「そうでもないぜ。ダナーン建国の伝説によれば、建国の女王メネアＩ世は、大白鳥に導かれてダナーンにたどりついたとある。だから、考えようによっては、オレたちは大白鳥の民といえなくもない」

「神しん獣じゆうフーズィーに、会ったことがあるのですか？」

「それはない。もしかしたら、会ってるのかもしれないが、大白鳥が神だなんて思ったことないしな。しかし、離り反はんする神獣もいるなんて、周期とかいう力も完全じゃないわけだ」

　レイルズは、素直な感想を思わず口にしてしまった。さすがに、失礼だったか、とマリスの反はん応のうをうかがってみる。

　しかし、マリスは気にした様子さえみせず、素直にうなずいただけだった。

「あなたの言うとおり、周期の支配も完全ではありません。本来の肉体を失ったために、神獣たちは神であったときほどの奇き跡せきを起こせないのです。そのため、ときには混こん沌とんの侵しん入にゆうを許し、世せ界かい律りつが歪ゆがむこともあります。それが災さい厄やくとなって、この大陸にふりかかることもあるのです」

　だから、フーズィーとかいう神獣がクリスタニアから離反したのだ。定まった運命ではなく、未知の可能性に部族の未来をかけたのだろう。しかし、その結果は自らの民を死し滅めつさせてしまったわけだ。神獣フーズィーの哀かなしみはいかばかりであったことか。

「フーズィーの離反ののち、ルーミスはあらたな結けつ界かいを失われた大地と大陸とのあいだに創造しました。それゆえ、わたしたちの世界とあなたがたの世界は、交わることがなかったのです」

「そのとおりだ。自力で神の城じよう壁へきを越こえることは、オレたちにはできなかった」

　レイルズは悔くやしそうに、右手の拳こぶしを左手の手の平に叩たたきつけた。

　パンという音が響いて、銀ぎん狼ろうが目を開いて疎うとましそうに顔を上げる。

「神しん獣じゆう王おうルーミスの創造した結界なのですから、当然です」

　マリスは微ほほ笑えみながら、銀狼の首筋を優しくなでた。銀狼は気持ちよさそうに、床ゆかに顎あごをつける。

「ルーミスの結界を破ることができるのは、やはり神獣だけです。支配の神獣王、密みつ林りんの猛もう虎こバルバスが裏切ったときも、結界は大きく破られています」

　バルバスという名を口にしたとき、マリスの瞳ひとみには憎にくしみの炎ほのおが宿っていた。

「神獣王バルバスは漂ひよう流りゆうしてきた暗黒の民に、ベルディアの土地を売り渡したのです。彼らの邪じや悪あくな力をもって、このクリスタニアを自らの手で支配するために。そして、神であったころの力を取り戻もどすために。そして、ベルディアの地も海の高さへ失しつ墜ついし、暗黒の民はクリスタニアヘ上陸したのです」

「ちょっと待ってくれ！」

　さらに、話を続けようとするマリスを、レイルズはあわてて遮さえぎった。

「バルバスっていうのは、神獣王なんだろ。なぜ、王なのに裏切らなければならない。王ならば従じゆう属ぞくする者たちに命令すればすむことじゃないか」

「わたしたちの世界を支配している神しん獣じゆう王おうは、五神いるのです。バルバスは支配を司つかさどり、われらがフェネスは、神獣王の長おさとしてこの世界の周期を司っています。他にも、結界の神獣王ルーミス、戦いくさの神獣王ブルーザ、礎いしずえの神獣王ウルスの三神がいます。そして、クリスタニアにはもっと多くの神獣がいて、クリスタニアの森しん羅ら万ばん象しようを分ぶん担たんし、司っているのです」

「それは、現在でもか？」

「ええ、クリスタニアの創造以来、ずっと……」

「だったら、あんたたちの戦には神獣たちも加わっているわけだ。それぞれが守しゆ護ごする部族のために」

　さぞかし壮そう大だいな光景だろうとレイルズは想像した。考えるだけで、胸が躍おどる。神話の戦いが、現実のものとして行われているのだから。

「いえ、それは……」

　レイルズの何気ない言葉に、マリスは激はげしく動どう揺ようした。

「神獣たちは、戦いには参加しません。もし、神獣たちが戦えば、神々の大戦と同じ破は局きよくが訪れるかもしれないから……」

　マリスはそう説明したが、どこかしら気持ちが揺ゆらいでいるのが察せられた。

　彼女も神獣が介かい入にゆうしないことを不満に思っているのだ、とレイルズは理解した。

　何千年もクリスタニアを支配してきた秩ちつ序じよが失われ、完全であった世界が綻ほころんでいるというのに、自ら立って戦おうとしないとはいったいなんのための神々なのだろうか。

「神のくせに、自分たちが守護する部族を守ろうとしないなんてな。人間の王にも劣おとるじゃないか」

　レイルズは憮ぶ然ぜんとして、言った。

「神獣は偉大です！　われらがフェネスが立ち上がらないのは、崇すう高こうな考えがあってのことに決まっています」

　マリスが激げきした感情を押さえようともせず、レイルズに言葉を叩たたきつけた。

　マソスの態度の豹ひよう変へんぶりに、老人と戦士のふたりは驚おどろいたように、彼女の横顔を見つめる。銀ぎん狼ろうも目を覚まし、唸うなり声をあげながらレイルズに牙きばをむく。

　戦士は激げき怒どし、レイルズを指差しながらマリスに何事か話しかけた。

　しかし、マリスは柔やわらかく微ほほ笑えんで、怒いかれる戦士を制した。彼女が一言かけると、戦士も、そして、銀狼もおとなしくなった。

　いったい、この少女は何者なのだろう、とレイルズは不思議に思った。長老ふうの老人よりも、屈くつ強きようの戦士よりもマリスが高い地位にあるのは間違いなさそうだ。

「悪かったよ。あんたの信じる神を侮ぶ辱じよくしたつもりはないんだ。ただ、オレには理解できないことだったから」

　レイルズは素直に謝あやまった。意い図としていなかったとはいえ、マリスを傷つけたことを、ひどく後こう悔かいしていた。

「いえ、わたしこそ取り乱してしまって……」

　マリスは恥はじいるようにうつむいた。つややかな銀色の髪かみが、頰ほおのあたりを流れ、胸もとへと落ちていった。そして、ぽつりとマリスはつぶやいた。

「正直に言えば、私にも分からないのです……」

「分からない？」

　レイルズはびっくりして、マリスを見つめた。

　力なくつぶやいたマリスの顔に、救いを求めているような表情が浮かんでいたからだ。彼女がかよわい少女であることを、レイルズは初めて意識した。同時に、彼女を愛いとしく想おもう気持ちがじわりと心のなかに溢あふれてくる。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことで、ふたたび顔をあげたときには、何事もなかったように毅き然ぜんとした態度を取り戻もどしていた。

「神しん獣じゆう王おうバルバスは、それまで宿っていた虎とらの身体からだを捨て、漂ひよう流りゆう者しやの王の肉体を新しい魂たましいの器うつわとして選んだのです。神にもっとも近い人間の身体を手に入れることで、神であったときの能力を取り戻さんとして。そして、三百年にもおよぶ謎なぞの眠りののち、バルバスは神王として復ふつ活かつを遂とげました。そして、暗黒の民と彼が守しゆ護ごする部族の先頭に立ち、わたしたち神獣の民と戦っているのです」

「つまり、バルバスという神だけは、自ら戦っているわけか……」

　だとすれば、いかにもマリスたちの戦いは苦しいだろう、とレイルズには容易に想像できる。神々を倒せるのは、神々の大戦のおりに滅ほろびび去った竜王ドラゴンロードぐらいだ。

　マリスたちを守護する神獣が立ち上がらないのだとすれば、いったい誰だれがその神王とやらを倒すことができよう。

「事情は、だいたい飲みこめだけどな」

　レイルズは深いため息をつきながら、サイアと顔を見合わせた。あまりに途と方ほうもない話であり、とても実感はできなかった。マリスが抱かかえている苦く悩のうは分かるが、かといって、相手が神では剣けんの力など及ぶはずもない。

　ダナーンの騎き士したちが戦いくさに加わっても、どれだけ状況を変えることができるか疑問でもある。

　──だが、親父おやじなら、なんとかしてくれるかもしれない。

　突とう然ぜん、浮かんだ考えに、レイルズ自身がびっくりした。

　父を頼たよろうとする気持ちなど、とっくに捨てたと思っていたからだ。

「三百年も戦っているなんてね」

　サイアはそれ以上、何を言っていいのか分からないように首を横に振った。

　まったくだ、とレイルズは神しん妙みような顔をしてうなずく。いずれの民もきっと戦乱に飽あいていることだろう。

「ところで、ベルディアに漂ひよう流りゆうしてきた暗黒の民っていうのは、いったいどんな連中なんだ」

「知らないのですか？」

　レイルズの問いに、マリスは意外そうな顔をした。

「知るもんか。オレたちは、つい昨日まで、この世界に他の住人がいるなんて思いもしなかったんだぜ」

「ですが、わたしが今、使っている言葉は、彼らベルディアの民が使っているものなのですよ」

「そんな馬ば鹿かな！」レイルズは驚おどろいて叫んだ。

「オレたちの言葉は、オレたちの先祖が住んでいた故郷の島でしか使われていないんだ」

「もしかして……」

　サイアが蒼あおざめた顔で、そうつぶやいた。

「何か思い当たることでもあるのかの？」

　シャイロンが、サイアをうながす。

　サイアはこくりとうなずいて、先を続けた。

「彼らがわたしなちと同じ言葉を話す以上、同じ島を故郷にしているのかもしれません。べルディア、それから暗黒の民……、この名に聞き覚えがありません？」

　その言葉で、レイルズもあっ、となった。

「邪神じやしん戦争？　三百年前に故郷の島で争われたあの戦いくさのときのことか」

「話がよく見えないんだけどよ」

　ふてくされた声で、バッソーがレイルズに尋たずねてくる。

「吟ぎん遊ゆう詩し人じんがよく叙じよ事じ詩しで歌っているだろう。三百年前に、妖よう魔またちの帝国とオレたちの祖先とが激はげしい戦いを演じたことを。自じ由ゆう騎き士しや英雄王といった勇者たちの手により、邪じや悪あくな帝国は滅めつ亡ぼうしたが、ガレー船に乗って脱だつ出しゆつした一団があったことを」

「そんな話もあったっけなぁ」

　バッソーはまだぴんとこない様子だ。

「あったんだよ。奴やつらがオレたちの先祖と同じように、嵐あらしにあってこの世界に流されてきたとすれば。そして、先祖がダナーン半島に上陸したように、奴らはベルディアという土地に上陸し、新たな帝国を築いたとすれば」

　バッソーはようやく事態の大きさを理解したらしい。いつものふざけた感じが、どこかに吹き飛んでいた。

「奴らにとっちゃあ、オレたちは仇きゆう敵てきってわけか。しかし、何百年も前の先祖が戦っていた相手なんだぜ。オレたちとは関係がない」

「奴らもそう思ってくれたらいいけどな。どうせなら、こちらから攻めこんでやればいいんだ。神王って奴やつがどれだけ強いか、それだけが問題だな」

　レイルズはバッソーに笑いかけた。

「偉そうに言いやがって。おまえが意気込んだって、どうにもならないだろ」

「そうでもないんだ。ダナーン王国を動かすぐらいなら、できるかもしれない」

　レイルズの頭の中で、さっきの考えが、ふたたび頭をもたげてきた。

「オレの親父おやじは、王国の近この衛え騎き士し団だん長ちようなんだ。この世界の現状を報告すれば、きっとそのままにはしておかないはずだ」

「血ち煙けむりの騎士……、ラッセルがおまえの親父だって？」

　なかば腰を浮かせて、バッソーがレイルズを指差す。

「なんで、そんな上級騎士の息子が、田舎いなかの村なんかにいるんだ？」

「それは……、こっちの勝かつ手てだろ。とにかく、親父が命令すれば、ダナーンの騎士が全員、動くはずなんだ。王国が総力をあげて参さん戦せんすれば、戦せん況きようは変わるかもしれない」

　冒ぼう険けん者しや時じ代だいの父親なら、きっとベルディアと戦う決意をしたはずだ。そして、クリスタニアの現状を知れば、冒険者時代の血がたぎるに違いない、とレイルズは信じたかった。

　父親が冒険者を辞やめ、騎士になった理由は知らない。何かきっかけがあって、冒険者に絶望したのかもしれない。だが、何よりの理由は、ダナーンでは冒険者として暮くらしてゆけなくなったことだ、とレイルズは思っている。そのために、レイルズも一時は冒険者になる夢を捨て、騎士になるしかないと思いつめたのだから。もし、神の城じよう壁へきに道が開かなかったら、今いま頃ごろは王都へ向かっていたかもしれないのだ。

　ダナーンとクリスタニアを結ぶ道が閉じないのなら、冒険者たちはこぞってこの新天地に乗りこむに違いない。そして、暗黒の民と、神王と戦うだろう。もし、ダナーン王国が不ふ介かい入にゆうを決めたなら、父親は騎士を捨て、冒険者に戻もどるかもしれない。

　その考えに、レイルズの心は踊おどった。父親と一いつ緒しよに冒険ができるかもしれないのである。

　十年前の父親が帰ってきたような気分に、レイルズはひたっていた。

「ダナーンに戻るつもりなの？」

　サイアが不安そうな顔をして、レイルズに尋たずねてきた。

「そのつもりだ。ダナーンの民はこのクリスタニアで何が起こっているのか、まったく知らないんだ。誰だれかが知らせてやらなければ、不ふ意いを突かれて、征せい服ふくされてしまうかもしれない。ダナーンはオレたちの国だぜ。そんなことを許すわけにはいかないだろ」

「勝かつ手てなことばかり言いやがって」

　バッソーがレイルズに喰くってかかる。

「オレたちは、ダナーンには帰れないんだぜ。おまえと違って、宰さい相しようは敵なんだからよ」

「事情が事情だけに、しかたないだろ。縁があったら、また会えるさ」

「友達がいのない奴だぜ」

　バッソーがぶつぶつと文もん句くを言う。

　レイルズは苦笑を洩もらしながら、マリスを振り返った。

「ダナーン王国が、あんたたち部族と同どう盟めいするように努力してみるよ。そして、ベルディアの連中を滅ほろぼしてやるんだ」

「申し出は嬉うれしいのですが……」

　マリスがわずかに笑みを浮かべながら、レイルズに声をかけてきた。

「何か？」

「わたしたちは、あなたがたが一いつ緒しよに戦うことを望みません。あなたがたは、わたしたち神しん獣じゆうを奉ほうじる民とは違うのですから。ベルディアを敗やぶったのちは、ふたたびクリスタニアをルーミスの結けつ界かいで閉ざし、われらがフェネスの周期によって秩ちつ序じよを取り戻もどしたいのです。そうなれば、失われた大地から、誰だれもこの大陸へはやってこれなくなります」

「だってよ」

　バッソーは笑い転げんばかりだった。

　レイルズはかっと頭に血がのぼるのを感じた。

「つまり、あんたたちにとっては、オレたちも不要ってわけか！」

「はっきり申し上げれば、そのとおりです」

　マリスの表情は哀かなしそうでもあったが、その言葉は断だん固ことしたものだった。

「あなたの気持ちは、とても嬉しい。ですが、あなたの部族の民すべてが、同じように考えるとは思えません」

「どういう意味だ？」

　レイルズは不ふ審しんに思って尋たずねた。

「たとえば、マリード宰さい相しようがこのクリスタニアを征せい服ふくしようと考えるかもしれないってことだよ」

　バッソーはそんなことも分からないのか、と言わんばかりだった。

　レイルズは険けん悪あくな目で、バッソーを睨にらむ。

　だが、宰相が野心的な人物であることを、レイルズは否定することはできなかった。もしも、ダナーンの武力がクリスタニアのそれに勝まさっていることを知れば、彼は第二の神王ともなりかねない。

「宰相は、ダナーンの実質的な王だ。クリスタニアを支配しようとまでは思わないはずだ」

「分かっちゃいないねぇ」

　バッソーが鼻で笑うような仕し草ぐさをした。

「野心ってやつは、どんどん膨ふくれれあがってゆくものなんだぜ。あのマリードがダナーンの支配だけで満足するものかい」

　レイルズは言葉につまって、黙だまりこんでしまった。

「……あんたの言うとおりかもしれない。男なら、誰だれにだって野心はあるからな」

「オレだって男さ。だが、他人の上に立ちたいとは思わねぇな。下から上の奴やつらを引っ張るほうが好きだからよ」

「それで盗とう賊ぞくになったってわけか？」

「そういうこと」

　バッソーは悪びれることなく、そう答えた。

「まあ、人はそれぞれだからよ。宰さい相しようみたいな奴もいれば、オレみたいな奴もいる。だから、世の中はうまくいくんだろうさ。全員が宰相のような考えを持っていてみろ、戦いくさばかりで世の中すぐに破は滅めつだ。もっとも、オレみたいな奴ばかりだと、そのうち飢うえ死にしちまうけどな」

　レイルズは、このにやけた顔の盗賊に、ごまかされたような気持ちになった。そういえば、話術が巧たくみなことも盗賊の技量ぎりようのひとつだと聞いたことがある。

「ようするに、あんたは宰相を信頼するなって言いたいんだな？」

「まあ、そういうことだ」

「ずいぶん遠回しな言い方をしたもんだな」

「ま、オレだって言葉は選ぶさ。なにしろ、おまえはあの血ち煙けむりの騎き士しの息子むすこだってんだからな」

「オレは騎士じゃないし、もう騎士になるつもりもない。だから、あんたたちを捕つかまえて宰相に突きだそうとは思わないから、安心しな」

　そして、親父おやじも好きで騎士になったんじゃない、とレイルズは心のなかでつけくわえた。

「そう願いてぇな」

　バッソーはそう言って、声を出して笑った。

　つられてレイルズも、笑えみを浮かべる。

　ふと気がつくと、マリスが微ほほ笑えみながら、じっとレイルズたちを見つめていた。レイルズは照てれたように、頭をかいた。

「すまない。今のは、オレたちの王国の事情なんだ」

　レイルズは弁べん解かいするようにマリスに言った。

「羨うらやましいわ。おふたりは、とても仲がよさそうで……」

「仲がいいって？　オレたちが」

　いったいどこがだ、とレイルズは思った。この盗賊と本気で戦ったのは、つい十日ほど前のことなのだ。

「とにかくだ」

　レイルズは話を本筋に戻もどすことにした。

「あんたたち神しん獣じゆうの民が、オレたちを信用できないのはよく分かるよ。言葉も違うし、信仰する神々も違うんだからな。だけど、あんたたちだけで暗黒の民に勝てるのかい？　敵には神の力を取り戻もどしたバルバスとやらがいるのだろう？」

「勝たねばなりません……」

　マリスは声に力をこめて言った。

　その答えは、同時に彼女の戦いが厳しい状況にあることを物語っていた。

　それからは、長い沈ちん黙もくが、広い部屋をいっぱいに満たした。

　部屋のなかにいる全員が、それぞれの考えに沈みこみ、不規則に揺ゆれるランプの明かり以外に、動くものさえ何もなくなった。

　しかし、その沈黙と静せい寂じやくは突とつ然ぜん、破られた。

　館やかたの扉とびらが開き、ひとりの若者が飛びこんできたのだ。

　戦士が立ち上がって、鋭するどい声で若者に声をかける。若者の返事は、緊きん迫ぱく感かんに溢あふれていた。彼らの言葉を理解できないレイルズでさえ、重大なことが起きたのだと想像しえた。

「どうかしたのか？」

　レイルズは、マリスに尋たずねた。

「奴やつらが、襲おそってきました」

　さすがに、マリスの表情は固かった。

「暗黒の民がか！」

　マリスは、唇くちびるを嚙かみながらうなずいた。

「わたしたちは、迎え撃うたねばなりません。あなたがたは、すぐにこの村から脱だつ出しゆつしてください。今なら、まだ間に合います」

「どうしよう、レイルズ。早く逃げないと殺されちゃうよ。槍やりで心臓を刺さされるか、剣けんで首を切られるか、頭を棍こん棒ぼうで叩たたき割られるかするんだ」

　ビーンは泣きそうな顔で、レイルズにしがみついてくる。

「逃げるだって、このオレがか」レイルズは自信に満ちた表情で、ビーンを見下ろした。

「相手がどんな連中か、見極めるいい機会じゃないか？　生きた捕ほ虜りよをダナーンに連つれて帰れば、誰だれもオレの言葉を疑ったりしないだろう。できれば、妖よう魔まがいいな。伝説の魔ま物ものを見れば、ハークの村の連中、みんな仰ぎよう天てんするぜ」

　そして、レイルズは戦いくさ支じ度たくをはじめているマリスのところへ行った。

「オレも戦わせてくれ。ベルディアの奴らがどんな連中なのか、この目で確かめたいんだ」

「さっき、お断りしたでしょう。これは、あなたがたには関係のない戦いです」

「あんたの部族が勝てば、たしかにその通りだ。しかし、もしも負けたら、次に侵しん略りやくされるのは、オレたちの王国なんだぜ」

　マリスはじっとレイルズの顔を見つめた。

「……たしかに、その通りです。しかし、今はあなたが戦うべき時ではありません。一いつ刻こくも早く国へ帰って、そして、この世界のことは忘れてください。さもなければ、わたしたちは、あなたがたとも戦わねばならなくなる」

「なんと言われようと、オレの気持ちは変わらない。手伝わせてくれなんて言ってるんじゃない。これは、すでにオレの戦いでもあるんだ。あの妖よう魔またちには、すでに喧けん嘩かを売られているからな。だから、勝かつ手てに戦わせてもらう」

　そして、レイルズは剣けんを引き抜いた。剣の先にかけられた魔ま法ほうの光は、まだ消えておらず、広い室内がまばゆい明かりに包まれた。

　それを見て、マリスがくすりと笑った。

「いいでしょう。でも、その剣で戦うのは目立ちますよ」

　そして、マリスは広間の壁かべにかけられている武器から、一本の長剣バスタードソードを携たずさえて戻もどってきた。

「この剣を使ってください」

　そう言って、マリスはレイルズに剣を差し出した。

「ありがたく、受け取っておくよ」

　レイルズは眼前に剣を受けて、ゆっくりと鞘さやから抜いた。

　磨みがき抜かれた刀とう身しんはまるで鏡のようで、ランプの光を受けて鋭するどく輝いた。どうやら、銀を鍛きたえて作った剣らしい。レイルズは具合を確かめるため、もてあそぶように剣を操あやつった。銀製の剣だけあって、やや重い気がしたが、使えないことはない。

「オレの剣は預かっておいてくれ」

　腰から剣をはずして、レイルズはそれをサイアの前に滑すべらせた。

「本気で、戦うつもりなの……」

　蒼あおざめた顔で、サイアが言う。

「もちろんさ。妖魔ごときに後おくれを取るものか」

　レイルズは自信たっぷりに答えた。さっきのゴブリン相手なら、たとえ十匹まとめて相手にしても、負けるはずがないと思っていた。

「止めても聞かないわよね……」

「悪いけどな。サイアたちは、この村から早く逃げるんだ。ちょっと遠いが、〝道〟のところで落ち合おう。もしも、二日たってなオレが戻らなかったときは、ダナーンヘ帰れ。そして、親父おやじにこの世界であったことを知らせてくれ。いいな」

　そして、レイルズは開けられたままの扉とびらを抜けて、表へ飛びだした。そのときには、すでに戦いくさ支じ度たくを終えたマリスたちも、館やかたの外へ出ていた。




　　　　５




「いいのかよ、勝かつ手てに行かせて」

　外へと飛びだしてゆくレイルズを茫ぼう然ぜんと見送ったあと、バッソーが思いだしたように叫んだ。

「よくないわよ。でも……」

　サイアは不安そうに、レイルズが消えていった扉とびらを見つめている。開けられたままの扉は、まだすこし揺ゆれている。

「しかたないさ。ああいう性格なんだもの」

　サイアのあとを受けるようにビーンが答えた。

　この精せい霊れい使つかいの少年は、館やかたの外から聞こえてくる戦いくさの物音に神経をとがらせている様子だった。誰だれかの悲ひ鳴めいが聞こえてくるたびに、びくんと首をすくめる。

「だけど、戦だぜ。しかも、この部族の方が劣れつ勢せいみたいじゃねぇか。負け戦に加か勢せいするなんて、とんでもない大馬ば鹿か野や郎ろうだ」

「だから、しかたないの」

　サイアが哀かなしそうに微ほほ笑えみながら、バッソーに言った。

「レイルズはね、弱い者を見ると、ほっておけない性格なの。言ってしまえば、ただのお節せつ介かいなんだけどね。彼があたしの家に遊びにくるようになったのは、村であたしがいじめられているのを助けてくれたあと。ほら、あたしはご覧らんのとおりのハーフエルフで、魔ま術じゆつ師しだから……」

「そりゃあ、いじめてくれって言ってるようなもんだな」

　バッソーがあまりに正直に答えたので、サイアはむしろ気持ちよく感じた。思わず、口くち許もとに笑えみが浮かぶ。

「ビーンと仲良くなったのだって、彼のお母さんが亡なくなってからなの」

　サイアの言葉に、ビーンが小さくうなずいた。彼はあいかわらず戸口のほうを気にしている。

「なるほどな」

　そう言って、バッソーは深くため息をついた。

「だけど、戦いだぜぇ。死んじまうかもしれないんだ」

「分かっている、分かっているわよ！」髪かみの毛を振り乱みだしながら、サイアは叫んだ。

「でも、レイルズは止めたって聞く人じゃない。それに、簡単に負ける人じゃないって信じている。強い戦士になるために、彼がどんなにがんばっていたか、あたしは知ってるもの」

　バッソーはサイアの迫はく力りよくに負けて、それ以上、何も言えなかった。

　このハーフエルフの娘が、あの生なま意い気きな戦士の身を案じていることは分かる。バッソーがわざわざ言い聞かせることではない。

　しかし──

「戦いくさってのは、そんなに甘あまいもんじゃねぇんだよ」

　バッソーは口のなかでつぶやいてから、ドワーフを振り返った。

「どうする、シャイロン？」

「うむ、あの若者のことは気になるの。幸運神チヤ・ザの恵みがあればよいのだが……」

　シャイロンがつぶやきながら、大斧グレートアツクスをしっかりと構えた。

「だが、今はこのふたりを逃がすことを考えんとな。あの若者は、おまえにも勝ったのだろう。めったなことで、後おくれを取るとは……」

　シャイロンは、最後まで言葉を続けることはできなかった。

　そのとき、開けたままの扉とびらから、一匹のゴブワンが飛びこんできたからだ。

　醜みにくい妖よう魔まは、奇き怪かいな叫び声をあげながら、じろりとサイアたちを睨にらみつける。

「うわあ、ゴブリンだ！」

　今にも死にそうな声で、ビーンが悲ひ鳴めいをあげた。

　サイアも反はん射しや的てきに、身をすくませる。それから、思いだしたように、魔ま術じゆつ師しの杖つえを両手で構えた。

「たしかに、ゆっくりしてられねぇみたいだな」

　バッソーは小剣シヨートソードをすらりと抜くと、低い態勢で身構えた。そして、いつもの笑いを口くち許もとに浮かべながら、ゴブリンに向かって動こうとした。

「ここは、わしにまかせろ！」

　シャイロンはバッソーを手で制すと、大斧を振りかざし、どたどたと走りだした。

　その勢いに怖おじ気けづいたのか、それとも数が多いのに恐れをなしたのか、ゴブリンは手近にあった柱の陰かげに身を隠かくそうとした。

　ドワーフが幸運神チヤ・ザの慈じ悲ひを願ってから、館やかたを揺ゆさぶらんばかりに気合いの声をあげた。そしし、渾こん身しんの力をこめた大斧の一撃を、ゴブリンが隠れた柱に向かって叩たたきつける。

　同時に、耳を押さえたくなるような絶ぜつ叫きようが響いた。

　シャイロンの振るった大斧は、柱を半分ほど断たち切っていた。そして、柱にぴったり身を寄せていたゴブリンの胴どう体をも。

　短い気合いの声とともに、シャイロンは柱に食いこんだ大斧を引き離した。

　ゴブリンが床ゆかに倒れる鈍にぶい音が館のなかにこだまする。

「急がねばならんの」

　そして、シャイロンはサイアたちを振り返った。

「みたいだな」

　バッソーが、サイアとビーンのふたりをうながすように、顎あごで合図をした。

「シャイロンについて走るんだ。後ろはオレが固めるからよ」

　サイアは血の気の引いた顔でゆっくりとうなずいた。ビーンは頭を抱かかえながら、何度も何度も首を縦に振っている。

　そして、シャイロンを先頭に、四人は表へと飛びだした。激はげしい戦いの物音が響く、夜の闇やみのなかへと──

　レイルズが外へ出たときには、すでに戦いは始まっていた。

　人々の怒ど号ごうや、狼おおかみの咆ほう哮こうが耳に飛びこんでくる。音は聞こえてくるのだが、明かりはまったく見えない。敵も味方も月明かりだけを頼たよりに、戦っているのだ。

　戦いくさの状況がどうなっているのか、まるで見当もつかなかった。

「こんな暗くら闇やみでよく戦えるものだな！」

　レイルズはマリスのところへ走りよると、戦の喧けん噪そうに負けまいと大声をあげた。

「わたしたちには、明るいぐらいですが……。あなたたちは、夜よ目めがきかないのですか」

　そう答えて振り返ったマリスの顔をみて、レイルズはどきりとした。彼女の瞳ひとみが緑色の光を放っていたからだ。まるで、夜や行こう性せいの獣けもののように。

　ふと気がつけば、目が光っているのは、彼女ばかりではなかった。あちらこちらで輝く双そう眸ぼうが尾を引くように動いている。

　狼おおかみの姿をした神を信仰しているだけに、狼の視力を与えられているのかもしれない、とレイルズは思った。

　満月はすでに天空高く昇っているから、レイルズでもなんとか普ふ段だんどおりに戦うことができそうだった。木陰に入らぬよう気をつければ、十分に力を出せると思えた。

「敵と間違われるかもしれませんから、わたしのそばを離れないようにしてください」

　マリスは腰まで伸のびた銀色の髪かみを、邪じや魔まにならないように革かわ紐ひもで縛しばっている。長槍ロングスピアを構える姿は凛り々りしかった。ただ、鎧よろいを何も着けていないのがレイルズには気になった。せめて、毛皮でもまとえばよさそうなものだ。

　状況は、あまりよいとはいえなかった。どうやら、敵は村を取り囲んでいるらしい。どこを向いても、戦いの音が聞こえてくる。サイアたちが無事、脱だつ出しゆつできるか、レイルズはふと心配になった。

「さあ、きやがれ」

　レイルズは目をこらして、敵の姿を捜さがし求めた。

　敵はすぐに見つかった。左手の家のなかから、血をしたたらせた生なま首くびをぶらさげた影かげが姿を現したのだ。人間と呼ぶには、その影は巨大すぎた。だから、レイルズは敵だと判断した。

「気をつけてください。あれは、食人鬼オーガーです。力では、絶対かないません」

　マリスから警けい告こくが飛んだが、そのときにはすでにレイルズは怒いかりの声をあげながら、怪かい物ぶつに向かって走りこんでいた。手に下げた生首が、若い女性のものだと気づいたからだ。

「この化ばけ物ものめ！」

　怒りの声をあげて、レイルズは剣けんを振りかぶった。

　そして、大鎌サイズをつかんでいるオーガーの右手を狙ねらって、剣を振るう。

　オーガーはその巨きよ体たいに似合わぬ素す早ばやさで、レイルズの攻撃をかわすと、左手につかんでいた生首を投げつけてきた。

　レイルズは真横に跳とんで、飛んできた生首を避さけ、そのまま間かん髪ぱつをいれず剣を突きだした。

　大鎌サイズを両手に構えようとしていたオーガーの腹に、剣けんが突き刺ささる。

　相手の内臓をえぐったという、手ごたえはあった。しかし、オーガーはまるで気にした様子もなく、大鎌を振るってきた。

　レイルズは驚おどろいて楯たてを構えて、その攻撃を受け止めようとした。

　金属同士がぶつかりあう甲かん高だかい音が響き、激はげしい火花が夜の闇やみを一いつ瞬しゆん、明るく照らした。

　大鎌の先が砕くだけたらしく、破は片へんがレイルズの頰ほおをかすめていった。

　マリスの警けい告こくどおり、恐おそるべき怪かい力りきの持ち主であった。レイルズは弾はじき飛ばされ、ぶざまに地面に転がった。

「よくも！」

　レイルズは立ち上がって、頰を伝って流れる血を右手の甲で拭ぬぐった。

　オーガーは壊こわれた武器を投げ捨てると、両りよう腕うでを振りあげて怒いかりの咆ほう哮こうをあげる。たとえ、武器がなくとも、あの怪力で殴なぐられたら一撃でおしまいだろう。

　レイルズは慎しん重ちように間ま合あいをはかって、相手の動きを追いかけた。そして、素す早ばやく剣を地面に突きたてると、腰のベルトに刺した短剣ダガーのなかから、一本を選ぶと、素早くオーガーに投げつけた。
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　レイルズは、かるく投げただけだ。

　しかし、レイルズの手を離れたとたん、短剣は恐おそるべき速さで宙を走っていった。父から譲ゆずり受けた短剣ダガーが、その帯びていた魔ま力りよくを発動したのだ。

　避さけようとする間もなかった。魔ま法ほうの短剣は、オーガーの喉のどもとに、深く突き刺ささっていた。

「これでどうだ」

　レイルズは快かい哉さいの声をあげて、オーガーの様子を見守った。そのまま、地面に倒れるものと思いこんでいた。

　しかし──

　血の泡あわとともに、地の底から湧わきあがるような怒いかりの声を口から吐はきだしながら、オーガーはレイルズに向かって飛びかかってきたのだ。

　信じられないほどの生命力だった。

　レイルズはあわてず、地面から剣けんを引き抜くと、その場でしっかりと両足を踏ふん張った。そして、腰だめに剣を構えた。

　ふたつの拳こぶしを振りあげながら、怒りに燃えるオーガーが目前にせまってくる。

　だが、レイルズは動かなかった。

　オーガーが拳を振りおろさんとした瞬しゆん間かん、レイルズは動いた。狙ねらいすました一撃を、オーガーの心臓を狙ねらって繰りだしたのだ。

　鈍にぶい感かん触しよくが手に伝わってくる。レイルズはさらに力を込めて、腕うでを前に押しだした。

　そのとき、レイルズの頭のすぐ上を、風を切り裂さくような音とともに、オーガーの腕が通りすぎていった。

　レイルズは反はん射しや的てきに首をすくめていた。

　まだ動けるのか、とレイルズの背中を冷たい汗あせが流れる。

　しかし、レイルズの視界いっぱいに広がったオーガーの巨きよ体たいが、そのとき、ぐらりと傾かしいだ。

　オーガーはレイルズにかぶさるように倒れこんできた。

　下した敷じきになってはたまらないと、レイルズは剣を引き抜くと、後ろに飛び退すさって難を逃れた。

　地響きをたてて、オーガーは地面に倒れた。

「さあ、次だ」

　レイルズは父親から譲ゆずり受けた短剣をオーガーの首から引き抜くと、乱れる息を整えて新たな敵を探し求めた。

　すると、マリスたちが五人の敵を相手に奮ふん戦せんしている姿が見えた。

　そのうちのひとりが、敵の首しゆ領りように違いないとレイルズは思った。

　妖よう魔まではなく人間だったが、さっきのオーガーにも劣おとらないほどの巨きよ漢かんだった。縞しま模も様ようの毛皮を身にまとい、両手持ちの曲刀シヤムシールを玩具おもちやのように振りまわしながら、マリスに近寄ってゆこうとしている。

　縮ちぢれた髪かみの毛と頰ほおから顎あごを取り巻く髭ひげで、歪ゆがんだ笑いを浮かべたその顔が丸く囲まれていた。その囲みのなかで、黄色い光を放つ双そう眸ぼうが、闇やみのなかに残ざん像ぞうを残しながら、一歩、一歩、マリスに迫せまっている。

　まるで、飢うえた肉にく食しよく獣じゆうが直立して歩いているようだった。

　レイルズは本能的ともいえる恐きよう怖ふに全身の毛が逆さか立だつのを覚えた。しかし、あの戦士の首を取れば、この世界を去るときの格かつ好こうの手て土産（みやげ）になるだろう。いや、銀色の髪かみのマリスヘの置き土産だろうか。

　マリスを守るように、広間で一いつ緒しよだった戦士が迎え撃っている。広間で見たときには屈くつ強きようの戦士のように思えたのだが、目の前の敵に比べればいかにも貧ひん弱じやくに感じられた。

　残る四人は、片手持ちの曲刀フアルシオンを持っていたが、こちらは銀ぎん狼ろうが一匹で戦いを挑いどんでいる。一ひと目め見ただけで、銀狼のほうが優勢だと分かった。四人は銀狼の素す早ばやい動きに翻ほん弄ろうされ、一ひと太た刀ちも浴びせることができないでいる。

　レイルズは、マリスのそばに駆かけよっていった。

「ここへ来てはだめ！　逃げて、早く!!」

　レイルズの姿を見るなり、マリスは叫んだ。その顔が蒼そう白はくであるのが、月明かりのなかでも見てとれた。

「逃げろ、だって？」

　レイルズは怪け訝げんな顔でマリスを見つめた。

　味方が総そう崩くずれで敗はい走そうをはじめたというのなら、まだ話は分かる。だが、戦せん況きようはそこまで悪くはないはずだ。あちらこちらで、戦いの音が聞こえてくる。狼おおかみの吠ほえる声も聞こえているから、マリスたちの部族が一方向に押されているということはないだろう。

「あいつが敵の首しゆ領りようなんだろう。あいつを倒してしまえば、こっちの勝ちだ」

「だめ！」マリスの声はほとんど絶ぜつ叫きように近かった。

「あの男には、絶対に勝てない。剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく……あの男だけには絶対に」

　レイルズはマリスが脅おびえているのが分かった。初めて見る表情だった。

「たしかに、手ごわそうだ」

　レイルズは巨きよ漢かんの戦士を値ね踏ぶみしながら、剣を構えなおした。

　マリスの部族の戦士は懸けん命めいに戦っているが、かなり押しこまれている。しかし、レイルズが加か勢せいしたら形勢が逆転するようにも思えた。

　いかに巨漢とはいえ、さっきのオーガーよりはひとまわり小さい。腕わん力りよくでも劣っているだろう。剣の扱いは雑だし、動きもたいして素早すばやいわけではない。

「オレの親父おやじなら、あっという間に片付けてしまうさ」

　レイルズはつぶやいた。そして、二対一なら自分でも倒せる、とレイルズは思った。

「オレに任せていろ！」

　レイルズは自信の笑えみを浮かべながら、巨漢の男へ駆け寄っていった。

「だめ！」

　背後から、マリスが叫ぶ。しかし、レイルズはその警けい告こくを無視した。

　レイルズは剣けんを上段に構えながら、駆かけよっていった。上段からフェイントを使って、相手の胴どうを狙ねらうつもりだった。

　レイルズは高らかに雄叫おたけびをあげた。相手にこちらの勢いを意識させるのだ。そうすれば、かならずフェイントは決まる。

　だから、巨きよ漢かんの戦士が自分の方に視線を向けたとき、レイルズは勝利を確信した。

「もらった！」

　叫んで、レイルズは大きく振りかぶっていた剣をまっすぐに振り下ろす。

　ところが、巨漢の戦士は、その剣を避さけようともしなかった。まるで、最初に殺したゴブリンのように、無む防ぼう備びなままだった。

　それなら、このまま頭を割ってしまえばいい、とレイルズは剣を振り下ろす手に力を込めなおした。

　もう間に合わないぞ、とレイルズは心のなかで勝利の快かい哉さいをあげた。

　しかし、レイルズの振るった剣が巨漢の戦士の脳のう天てんに当たるその直前──

　その巨体が、突然、かき消すようになくなっていた。

　勢いあまったレイルズの剣が、地面を叩たたく。

「消えた？　そんな馬ば鹿かな……」

　レイルズは自分の振り下ろした剣を茫ぼう然ぜんと見つめながら、その場で立ち尽つくした。

「レイルズ、後ろ！」

　そのとき、マリスの悲ひ鳴めいにも似た声が聞こえた。

　あわてて振り返るレイルズの目に、忽こつ然ぜんと姿を消した巨漢の戦士が映うつった。

　残ざん忍にんな笑いを口くち許もとに浮かべて。すでに、相手は巨大な大刀シヤムシールを振り上げていた。

　目にも止まらぬ早さで、刃が振り下ろされてくる。

　丸太で殴なぐりつけられたような激はげしい衝しよう撃げきが、レイルズの左の肩かたを襲おそった。全身が火に包まれたように熱くなった。

　いったい何が起こったのか、混乱したレイルズには理解できなかった。ただ、暗い地面が目の前に近づいてくるのが、やけに鮮せん明めいに見えた。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことにすぎなかった。

　視界が真っ赤に歪ゆがみ、意識が霧きりのように飛び散ってしまったから。

　最後の一瞬で、ようやくレイルズは悟さとった。

　自分は、死んだのだと……
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　はるか遠くで、何かが脈打っていた。

　脈打つものは、ふたつあった。ひとつは不規則で弱々しい、もうひとつは規則正しくて強い。

　その鼓こ動どうに重なって、遠くの方から呼びかけてくる声が聞こえてきた。

「レイルズ、レイルズ……」

　声はそう繰り返していた。

　その声に呼び起こされ、灰色の霞かすみのようだった意識が、はっきりとした形を取りはじめた。レイルズという名前を核かくにして、その周囲に様々な記き憶おくがまとわりつき、しだいに鮮せん明めいな自じ我がとなってゆく。

　戦いの物音が聞こえてくる、醜みにくい食人鬼オーガーの姿が見える。巨きよ漢かんの戦士の歪ゆがんだ笑い、そして、振り下ろされてくる大刀シヤムシールの刃は。左ひだり肩かたに受けた激はげしい衝撃しようげき──

　レイルズは、はっとなって目を覚ました。

　目は開けたものの、まだ視界は霞かずんでいる。

　柔やわらかく積み重なった落葉のうえに、仰あお向むけになって寝ねかされていることに、レイルズは気がついた。それから、最初に感じたふたつの鼓動が、ひとつは彼自身の心臓の音であり、もうひとつは左肩に走る傷いたみであることを。

　ようやく、視界がはっきりとしてきた。

　空からは、まぶしい光が降りそそいでいる。真昼の太陽の光だ。あれから、いったいどれだけの時間が過ぎたのだろう。

　そのとき、彼を覗のぞきこんでいる顔がふたつあることにレイルズは気がついた。ひとつは鼻の長い毛むくじゃらの獣けものの顔だった。そして、もうひとつは若い女性の心配そうな顔。

「サイア……」

　レイルズは、つぶやいた。

　娘はゆっくりと首を横に振った。

「マリス……なのか？」

　娘は、今度はこっくりとうなずいた。輝くような銀色の髪かみが、神の城じよう壁へきを落ちる滝たきのようにレイルズの顔に流れてきた。

「オレは……、なぜ生きているんだ」

　レイルズは最後の瞬しゆん間かんに、自分が死んだと確信した。身体からだが半分に引き裂さかれた感かん触しよくが、まだ生々しくのこっている。

「死んでいましたよ。ほとんどね」

「だが、生きている……」

「丈夫な鎧よろいのおかげですね。わたしたちの部族にも、譲ゆずってほしいぐらいです」

　そういえば、マリスたちの部族は毛皮をまとっているだけで、金属鎧を着ていた者はひとりもいなかった。館やかたの造りなどからも、彼女らの文化がけっして、ダナーンより進んでいるとは思えない。一方のベルディアの暗黒の民は、レイルズたちと故郷を同じくしているのだから、鎧も武器も、ほとんど同じ物を使っているはずだ。そのことだけを考えても、マリスたち神しん獣じゆうの民が、いかに不利な戦いを強いられているかが分かる。

「あれから、戦いはどうなったんだ。負けたのか？」

　じょじょにではあるが、記き憶おくがはっきりしてきた。レイルズは身体からだを起こそうと顔を上げたが、傷の痛みに打ちのめされて、すぐに地面に落ちてしまった。

　マリスは唇くちびるを嚙かみながら、小さくうなずいた。

「あれからすぐ、村人たち全員に逃げるようにと言いました。攻め寄せてきたのが、あの男だったときに、村の命めい運うんは尽つきていたのです。いったいなにが目的で、あんな小さな村にやってきたものか……」

「剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく……」

　その名を口にしたとたん、激はげしい悪寒おかんが、レイルズの全身を貫つらぬいた。

「ええ、反はん逆ぎやくの神しん獣じゆうバルバスの部族の勇者です」

「まさか魔ま法ほうを使うとは……」

　あの巨きよ漢かんの戦士は、レイルズが剣を叩たたきつける寸前で姿を消し、いつのまにかレイルズの背後にまわりこんでいた。そんな芸当ができるのは、魔法使い以外に考えられない。しかし、あの戦士はどう見ても、魔法使いらしくなかった。

「魔法ではありません。あの男の守しゆ護ご神しんバルバスから授けられた能力です。同じように、わたしもフェネスから能力を授かっています」

「神獣から与えられた能力？　神しん聖せい魔ま法ほうのようなものか」

「神聖魔法？」

　レイルズの問いに意味が分からず、マリスは首を傾かしげただけだった。

「司祭たちが、信仰する神々から授けられた奇き跡せきのことさ。オレの仲間に、ドワーフがいただろ。あいつは幸運神チャ・ザの司祭だから、神聖魔法が使えるんだ」

「そういえば、暗黒の民や古いにしえの民には、そんな魔法を使える者がいると聞いています。しかし、わたしには理解できません。なぜ、あなたがたは目に見えない神々を信仰することができるのですか？」

　マリスは不思議そうに尋たずねてきた。

「古の民というのは初耳だが……」

　レイルズが尋たずねると、マリスは、古いにしえの民とはクリスタニアに住みながら、神しん獣じゆうに従じゆう属ぞくせず、古代の肉体をもった神々が復ふつ活かつすることを待望する邪じや教きよう徒とだと教えてくれた。

「ふつうの神々を信仰するのが異い端たんとはね。オレから言わせてもらえば、獣けものの姿をした神様なんか、よく信じられるもんだ」

「あなたも会えば分かります。神獣はとても美しく、高こう貴きな姿をしていますから」

「そうかもな……」

　レイルズも曖あい昧まいに返事をしておいた。

　そして、歯をくいしばって傷の痛みに耐たえながら、今度こそ上体を起こした。左ひだり肩かたに布が巻きつけられている。乾かわいた血と体たい液えきとで、もとの色が分からないほどだった。その布をのぞけば、上半身は裸はだかで下半身も鎧下よろいしたの綿入れだけになっている。

　ふと見ると、かたわらにレイルズの鎧や楯たて、それにマリスから借りた剣けんまでもが無む雑ぞう作さに積みあげられている。あの乱戦のなかで剣を拾ってくるとは、マリスの冷静さに舌を巻く思いだった。ベルトには三本の短剣ダガーも差してある。

　レイルズは恐おそる恐る、肩に当てられた布をはずしはじめた。傷の具合を確かめずには、いられなかったのだ。マリスも、別にそれを止めようとしない。

「そんなはずは……」

　肌はだに貼はりついていた布を無む理り矢や理りはぎとったとき、レイルズは思わず驚おどろきの声をあげた。

　傷口が完全に塞ふさがっていたからだ。

　もっとも、赤く腫はれあがった傷きず跡あとは、鮮せん明めいに残っている。肩から胸まで、ざっくりと切り下ろされたことがありありと分かった。

「いったい、オレは何日、意識を失っていたんだ？」

　レイルズは蒼あおざめた顔をマリスに向けた。

「戦いがあったのは、昨日の晩です」

「なのに、傷が治ってる」

　レイルズは信じられないというように、首を横に振った。

「能力タレントを使ったからです。放っておけば、間違いなく死んでいましたから」

「あんた……、いや、君は癒いやしの魔ま法ほうが使えるのか？」

「能力です。魔法ではありません」

　マリスはかたくなに言い張った。

　能力だろうと、魔法だろうとレイルズにはどちらでもよかった。とにかく、分かったことは、彼女に命を救われたということだ。

「礼を言わせてくれ……」

　マリスが村人から敬うやまわれていたのは、この能力があるからだ、とレイルズは思った。まさか、クリスタニアの住人全員がこんな力の持ち主ではあるまい。

　そのことをマリスに尋たずねると、彼女はこくりとうなずいた。

「能力タレントを授けられるのは、部族のなかでも限られた者だけです。わたしは生まれたときから、なぜかこの能力が強くて……」

　だから、部族の大人たちから大切に育てられたのだ、とマリスは言った。

　即そく死ししてもおかしくないような深ふか手でをいとも簡単に癒いやしてしまうのだ。そのぐらいに扱われても当然だと、レイルズは思った。

　レイルズはあらためて、自分が受けた傷を確かめてみる。指でなぞると、激げき痛つうが走った。

　その痛みとともに、レイルズは己おのれの魂たましいを鷲わしづかみにされたような悪お寒かんを感じた。

　全身が、がたがた震ふるえはじめる。彼はその震えを、押さえようとした。しかし、彼の意思はもはや崩くずれ去っており、どうすることもできなかった。震えは激はげしくなるばかりで、手で地面を支えていてさえ、倒れてしまいそうだった。

　戦いで死ぬということは、こんなにも簡単なことなのだ。

　きっと、あの巨漢きよかんの戦士には、レイルズなど彼が最初に切り殺したゴブリンのように非ひ力りよくに見えただろう。

　レイルズは、内心、自分だけは絶対、死ぬことはないと思っていた。すべての戦いに勝ち続け、やがて英雄と呼ばれる人物になれると思いこんでいた。だが、それが夢む想そうにすぎなかったことを、レイルズは今、残ざん酷こくなまでに思い知らされた。
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　戦士でいるかぎり、いつ死ぬか分からないということ。

　レイルズは、死というものを今まで想像したこともなかった。自分が戦いで死ぬなどとは思っていなかったから。彼は、はじめて死を身近なものに感じた。死とは永遠につづく暗黒と虚きよ無むなのだ。それは、いかなる災さい厄やくよりもつらく、いかなる拷ごう問もんよりも苦しい。

　レイルズは、激はげしい嘔おう吐と感かんに襲おそわれていた。

　父はこの絶望的な恐きよう怖ふを知っているのだろうか、とレイルズは思った。かつては、冒ぼう険けん者しやであり、今は騎き士しである。過去、幾多の戦いに臨のぞみ、これからも臨んでゆくだろう。それは、死の恐怖を知らないためなのか、それとも、それを克こく服ふくしたからだろうか。

　突とつ然ぜん、目から熱いものが溢あふれだしてくる。涙を流すところを見られまいと、レイルズはマリスに背を向けた。そして、首をうなだれたまま、鳴咽おえつを洩もらしつづけた。

　自分は思い上がっただけの傲ごう慢まんな子供にすぎなかったのだ。

「そんなに落ちこむことはありません。あの男には勝てなくて当然なのです。私の部族の勇者たちでさえ、あの男のために何人も殺されているのですから」

　マリスがためらいがちに、慰なぐさめの言葉をかけてくる。

　その言葉さえ、今のレイルズには、研とぎすまされた短たん剣けんの刃はのように胸に突き刺ささる。負けて悔くやしいからではない、あの戦士が恐おそろしくて涙を流しているからだ。そんな涙は、生まれてはじめてだった。骨が鳴り、全身がばらばらになってしまいそうなほど、身体からだが震ふるえている。

　マリスに癒いやしてもらわねば、自分が間違いなく死んでいたということ。

　そして、敵の戦士の圧あつ倒とう的てきなまでの強さ。

　大刀シヤムシールが振り下ろされてくる光景が、何度も頭のなかで繰り返された。

　それでも、マリスに見られているという羞しゆう恥ち心しんから、レイルズはすこしだけ平へい静せいを取り戻もどした。このまま、醜しゆう態たいをさらしていては、さらに恥はじを塗ぬり重ねることになる。

　レイルズは拳こぶしで涙を拭ぬぐうと、マリスの方を振り返った。すると、いつのまにか、そばによっていた銀ぎん狼ろうが、左ひだり肩かたの傷口をぺろりと嘗なめた。そうされると、不思議なことに、傷の痛みがやわらいでゆくようだった。しかし、もっと激しく痛む傷がレイルズの心のなかにあり、それが癒されることは永遠にないのではと思われた。

「よく飼かい慣ならされてるんだ……」

　レイルズはためらいがちに銀狼の頭に手を伸のばした。銀狐は、その手を避さけようとはしない。おとなしく頭をなでられ、気持ちよさそうに目を閉じる。

「飼っているのではありません。サージはわたしにとって、たったひとりの友人です」

　マリスは銀狼を招きよせ、そして、その首を優しく抱きしめた。

「サージたち銀狼は、神しん獣じゆうフェネスが狼おおかみの身体からだに魂たましいを封ふうじたとき、普通の狼より聖せい別べつされて生まれました。神獣フェネスにとっては忠実なる眷けん属ぞくであり、銀狼の部族の者にとっては聖なる獣けものなのです」

　そして、わたしにとっては大切な友達、とマリスは付け加えた。

「大切な友達……」

　レイルズはマリスの言葉を口のなかで繰り返した。と、レイルズの頭のなかで、突とつ然ぜん、閃ひらめくものがあった。

「そうだ、サイア！　サイアたちは、どこにいるんだ。無事なのか……」

　レイルズは、マリスに詰つめ寄らんばかりであった。

「分かりません。わたしが表へ出たときには、すでに乱らん戦せんになっていましたから……」

　そして、マリスはレイルズが意識を失ってからのことを語ってくれた。

　レイルズが倒されたすぐあと、マリスは仲間たちに村を捨てて逃げるよう言ったのだ。瀕ひん死しのレイルズを運んだのは、マリスの隣となりでおとなしく控ひかえている銀ぎん狼ろうである。マリスのまわりには最初、十人近くいたのだが、しつこく食い下がってくる追おつ手ての足を止めるために、ひとり、またひとりと脱だつ落らくし、ついにはマリスとレイルズを背に乗せた銀狼だけが残ったらしい。

「なぜ、オレを助けてくれたんだ？」

　レイルズは不思議だった。部族の仲間も多くが傷ついたり、殺されたりしたことだろう。レイルズではなく、彼らを助けることだってできたはずなのだ。

「昨日の戦いは、あなたには関係のないものです。そんな無意味な戦いで、命を落とすことはありません」

　マリスは銀狼の背中を優しくなでながら、顔をあげることもなく、そう言った。

「わたしたち、神しん獣じゆうの民の戦いなのですから」

「すまない……」

　レイルズは、深くマリスに頭を下げた。

「お礼も、お詫わびもいりません。わたしは、当然のことをしたと思っています」

　マリスは、うつむきながら静かに言った。まるで、死んでいった仲間の冥めい福ふくを祈いのるように。

　息の詰まるような時間がしばらく流れていった。

「これから、どうするつもりなんだ？」

　沈ちん黙もくを破ったのは、レイルズの方だった。

「もちろん、戦い続けます。でも、その前に……」

　マリスはいったん言葉を切ると、わずかに微笑ほほえみながら、レイルズを見つめた。

「あなたを失われた地まで、お送りします。このあたりには、ベルディアの戦士たちがまだ潜ひそんでいるに違いありません。助けを呼びましたから、そのうち仲間が駆かけつけてくれると思いますが、それまでに敵に見つかるかもしれませんし……」

　だから、待っているよりも、歩いたほうがいい、とマリスは言った。

　その言葉に、レイルズは顔が紅潮してゆくのを感じた。マリスは彼を護ご衛えいして、ダナーンまで送りとどけようと申し出ているのだ。怒いかりと羞しゆう恥ち心しんとが混ぜあわされた感情が、突とつ風ぷうとなってレイルズの心のなかを吹き荒れた。そして、すべての思いや感情が消えてなくなり、心が真っ白になっていた。

「すまない。頼たのむ……」

　そして、レイルズは肩かたを落とし、消え入るような声でマリスに頭を下げた。そして、〝道〟のところで仲間と落ち合う約やく束そくになっていることを告つげた。

　レイルズは、自分自身の口から出た言葉を嫌けん悪おした。ここまで臆おく病びようになっているとは、自分でも思っていなかったから。しかし、もしも、今、敵に出会ったなら、あの剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくはおろか、ゴブリンにさえかなわないように思えた。一いつ刻こくも早くダナーンヘ帰り、自分のベッドに潜もぐりこみたかった。ただ、それだけが願いだった。

　そして、レイルズはマリスに従って、歩きはじめた。

　傷はあいかわらず疼うずいているが、我が慢まんできないほどではない。ふたりはまず東に向かい、川を目め指ざした。日が西の空に傾かたむく頃ころに、川に着いた。その流れに沿そって、今度は北に進路を変える。レイルズはマリスのすぐ後ろを、肩を落としながら、とぼとぼと歩いていた。

　この川の流れに逆さからって進んでいたのが、遠い過去の出来事のように思えた。しかし、それはつい昨日のことなのだ。一日たっただけなのに、レイルズは自分が別人になったかのように思えた。だが、それは違う。自分が変わったのではない、真実の自分に気がついただけなのだ。

　川岸を進んでいるあいだ、マリスはレイルズを気き遣づかうように、何度も後ろを振り返った。

　レイルズはそれに気づいてはいたが、顔を合わせる勇気もなかった。そんなレイルズを見かねたのか、マリスはついに立ち止まった。

「元気を出してください」

　レイルズは目だけを上げて、マリスの顔を見つめた。神しん獣じゆうフェネスが彼女に能力タレントを授けた気持ちがよく分かる。それほど、マリスは美しかった。川から吹き寄せてくる風に、輝く銀色の髪かみが、さざ波をたてるように揺ゆれている。澄すんだ瞳ひとみは、森に湧わきだす泉の水よりも、清らかで、深い。

「昨日のあなたは、どこへいったのですか？」

「言わないでくれ……」レイルズはうめくように答えた。

「昨日までのオレは、傲ごう慢まんなだけの若わか造ぞうだったんだ。でも、もう目が覚めた。昨日みたいな無ぶ礼れいなことは二度としない」

「そんなことを言っているのではありません」

　マリスは哀かなしそうな表情で、レイルズの目の前に立った。

「わたしには昨日のあなたのほうが好感がもてます。元気があって、自信に満ちて、不可能なことでもなんとかしてくれると期待させてくれるような。正直に話せば、剣の牙の公爵にあなたが挑いどんだとき、もっと強く引き止めるべきだったのです。ですが、もしかしたら、あなたがあの憎にくむべき男を倒してくれそうな気がして、つい……。だから、謝あやまらなければならないのは、むしろ、わたしのほう」

　そして、マリスはうつむくと、かたわらに控ひかえる銀ぎん狼ろうの背中の首筋をそっと叩たたいた。

「言葉使いは乱らん暴ぼうでしたが、わたしにはそれさえ嬉うれしかった。部族の仲間は、みんなわたしを聖せい女じよのように扱うから……」

「聖女のように……」レイルズはマリスの言葉を繰り返した。

「そのとおりじゃないか。君には、優れた力がある。死にかけていたオレを救ってくれた。だから、部族のみんなが君を大切にする。当然のことだ」

「でも、父や母、村長までもが、わたしを特別扱いするのですよ」

　マリスは救いを求めるように、レイルズを見つめてくる。

　しかし、レイルズにはマリスの気持ちが理解できなかった。どう返事していいか分からず、戸と惑まどいの顔を浮かべるばかりだ。

「……すみません。あなたには、関係のない話ですね」そんなレイルズの表情を見て、マリスは目を伏ふせながら、小声でつぶやいた。

「行きましょう。日が沈む前に、もうすこし進んでおきたいから」




　　　　２




　ふたりは月が真上に昇るまで歩き続け、それから野や営えいを行った。

　銀ぎん狼ろうのサージが狩かってきた兎うさぎとマリスが槍やりで突いた魚とで、簡単な食事をとる。そして、一本の木の根元で、ふたりと一匹は横になった。

　目を瞑つむるとあの戦士の残ざん忍にんな笑いが浮かび、レイルズはなかなか眠ることができなかった。この森には、まだ間違いなくあいつがいる。そして、自分たちを狩りだそうと、探しまわっているに違いない。

　そう考えると、胸が締めつけられるような恐きよう怖ふを覚える。その窮きゆう屈くつな胸のなかで、心臓が早はや鐘がねのように鳴り続けていた。

　それでも、レイルズはいつの間にか眠りに落ちていた。身体からだの疲つかれが思った以上に激はげしかったためであろう。

　目が覚めたときには、まばゆい太陽の輝きが東の空高く昇っていた。

　悪あく夢むにうなされていたようで、身体のだるさは抜けきれていなかった。気持ちも滅め入いったままで、一いつ刻こくも早くこの森を抜けださねばと思う気持ちだけが、レイルズを立ち上がらせた。

　レイルズよりもずっと前に、マリスは起きていたらしく、すでに食料を集めていてくれた。かるく食事を済すませ、簡単な身み支じ度たくをしてから、レイルズたちは川の流れに沿そって歩きはじめた。

　森を抜けたのは、昼を過ぎたころだ。

　いきなり視界が開けて、野原に出た。まばらにはえる緑の草が、思い思いに風に揺ゆれている。そして、大地は地平線まで届くことなく、ぷっつりと途と切ぎれる。そこに神の城じよう壁へきがあるのだ。

　かつて、レイルズはこの断だん崖がいが、ダナーンのそして彼自身の夢を妨さまたげる障しよう害がいとしか思えなかった。しかし、今は平和な暮くらしを守ってくれる正しよう真しん正しよう銘めいの城じよう壁へきのように感じる。

　断崖を流れ落ちてゆく滝たきの音が、聞こえてくる。レイルズには耳みみ慣なれた音だった。滝が落ちるあたりに、霧きりが立ち上がっているのが見える。その霧がそのまま空に駆かけ登ったような雲が、行く手の空高くに、淡あわく浮かんでいる。

　滝からすこし左に行った大地に、黒い影かげのような亀き裂れつが走っている。

〝道〟であった。

　まだ、道は閉じてはいない。

　あの道を降りてゆけば、ダナーンヘと帰ることができる。森を抜ければ、すぐに自分の家だ。あれから、まだ三日しかたっていないのだ。母親は、家にいることだろう。

　レイルズたちは横一列に並んで、道に向かって歩きはじめた。

　森にいたときにはさほど感じられなかった風が、間かん断だんなく吹き寄せてくる。マリスの銀色の髪かみがさらさらと流れ、風かざ下しもに立つレイルズの頰ほおをときどきくすぐった。

「風の季節も終わりね……」

　と、マリスが独ひとり言ごとのようにつぶやく。

　レイルズはそっとマリスの横顔を見つめて、もうすぐ彼女と別れねばならないのだという事実に、はじめて気がついた。

　レイルズは、一いつ刻こくも早くダナーンに帰りたかったが、マリスと別れねばならないことだけが、心残りだった。まさしく聖せい女じよのような彼女が戦せん乱らんの地に残り、自分だけが平和なダナーンに戻もどることに罪ざい悪あく感かんすら覚える。

　そのとき、レイルズのなかでひとつの考えが閃ひらめいた。

「君も……、君もダナーンに来ないか？」

　しばらく迷ったのだが、レイルズは思いきってマリスに打ち明けた。

　マリスには、思いもよらない言葉だったに違いない。レイルズの真意を問うように、彼の瞳ひとみを覗のぞきこんできた。

「君のような女性に、戦いは似に合あわない。ダナーンにくれば、平和な暮くらしを送ることができる」

　レイルズは力を込めて言った。

　マリスは一いつ瞬しゆん、遠い目をして、神の城壁の向こうを見つめた。

「わたしは、この世界の人間だから……」

　マリスはそう言って、静かに目を閉じた。

「部族の仲間のことが気になるのか？」

　マリスは、素直にうなずいた。

「皆みなが戦っているのに、わたしだけ逃げだすような真ま似ねはできません」

「昨日の戦いで、殺されたと思えばいいんだ。それなら、どこに行こうと君は自由なはずだ」

　レイルズは真ま顔がおになって、説せつ得とくを試みた。

「ダナーンに行けば、誰だれも君を持別に扱ったりはしない。当たり前の女性として生きてゆくことができるんだ」

　なおも言葉を続けようとするレイルズを手で制して、マリスは微ほほ笑えみながら静かに首を横に振った。

「気持ちはとても嬉うれしい。でも、もうなにも言わないで。わたしは幸せな暮くらしを望んでいるわけではありません。わたしの願いはこの世界に周期の支配を取り戻もどすこと。そのために、命を投げだす覚かく悟ごもできています」

　マリスの言葉には、強い決意がみなぎっていた。

「そうか、そうだろうな……」

　がっくりと肩かたを落として、レイルズは言った。

　予想していた答えとはいえ、本当に残念だった。しかし、やむをえないとも、レイルズは思った。マリスは、彼女の部族の民にとって特別な女性なのだから。部族の聖せい女じよとして、これからも暗黒の民と戦ってゆくに違いない。

　しかし、とレイルズは思った。運命と片付けてしまうには、あまりにも残ざん酷こくではないか。

　レイルズはそんな運命をこの可か憐れんな少女に押しつけるクリスタニアの神々に怒いかりさえ覚えた。同時に、何の助けにもなれない自分が情けなかった。たとえば、この世界に留とどまって彼女と共に戦おうとしても、足手まといにしかならない自分が……

　それから、しばらくのあいだ、レイルズもマリスも無言であった。一歩、一歩、断だん崖がいに刻きざまれた〝道〟が近づいてくる。

　レイルズは道の周辺に、サイアたちの姿がないか、探し求めた。しかし、人ひと影かげはまるで見えない。道のさらに左手にある丘の方も遠望してみたが、やはり人影はなかった。二日前の戦いで逃げ遅おくれ、捕らえられたり、殺されたりしたのではないか、との不安がレイルズの心をよぎった。

　道へと向かうレイルズの歩みが、自然に急ぎ足になっていた。

　と、大地の亀き裂れつから、人間の頭がひとつ現れた。まだ、かなり距離があったので、誰だれの頭か見分けがつかなかったが、黒っぽい髪かみだったので、ビーンかもしれない。

　さっきの不安が消え去って、レイルズは久しぶりに嬉しそうな表情を浮かべ、大きく手を振った。

　そして、ビーンとサイアの名を叫ぶ。レイルズの叫びは風に吸いこまれるように流れ、消えていった。

　期待していた返事はなかった。それどころか、姿を現した人影もレイルズの呼びかけとともに、大地に沁しみてしまったかのように消えていった。

「いったい、どういうつもりなんだ？」

　レイルズは憮ぶ然ぜんとして、その場で立ち止まった。

　他の仲間たちに、彼が戻もどってきたことを告つげたのだろうか。

「どうしたの、サージ！」

　そう言うマリスの声は緊きん張ちようしていた。

　何事かと、レイルズはマリスの方を振り向いた。

　そこには、牙きばを剝むきながら唸うなっている銀ぎん狼ろうを抱きしめているマリスの姿があった。駆かけだそうとする銀狼を必死になって抑おさえているように見える。

　そして、銀狼はもどかしそうに大きく長く咆ほう哮こうした。レイルズが思わず耳を押さえてしまったほどで、銀狼サージの遠とお吠ぼえははるかハークの村まで届くのでは、と思われた。

「まさか、敵がいるの！」

　マリスは息をのみながら、断だん崖がいを切り裂さく〝道〟に目をやった。

「敵だって！」

　レイルズは全身から力が抜けていくような気がした。膝ひざががくがくと震ふるえはじめる。

　ようやく、ダナーンに帰れるというところで、敵に出会うとは思ってもいなかった。

「そんな、噓うそだろう」

　つぶやくレイルズの声も震えている。

「間違いありません。サージの今の声は、敵がいるという警けい告こくです。風かざ上かみから近寄ったのが失敗でした」

　マリスの目が厳しくなっていた。サージから手を離すと、槍やりを両手に構えて、相手の出方を待つ。

「逃げよう、すぐに。今ならまだ間に合う」

　レイルズは必死の形ぎよう相そうで、マリスの腕うでをつかんで、引っ張ろうとした。しかし、マリスが冷たくレイルズの手を払いのける。

「落ち着いて！　あなたの仲間とは、ここで待ち合わせていたのでしょう」

「そうだ。そうだった……」

　レイルズは愕がく然ぜんとした。その衝しよう撃げきに、さらに追おい打うちをかけるように道を登って姿を現した者がいた。間違いなく人間だった。人ひと影かげは、全部で六つあった。

「レイルズ！」

　そして、聞こえてくる声があった。涙まじりの悲ひ痛つうな叫び声。

　サイアの声だった。

「卑ひ怯きような……」

　マリスの声が怒いかりのために、震えていた。

「サイア！」

　レイルズは恐きよう怖ふ心しんも忘れて、駆かけだしていた。

　マリスも銀ぎん狼ろうも、レイルズを追いかけるように走る。

　そして、十分に距離が近づいたとき、レイルズはすべてを知った。

　サイアはひとりの男に背後からはがい締めにされていたのだ。彼女のまわりには、武器を持った男たちが三人ほど取り囲んでいる。そして、いちばん先頭に忘れもしないあの巨きよ漢かんの戦士の姿があった。

「剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく！」

　レイルズとマリスは同時に、叫んでいた。

　レイルズは目の前が、真っ暗になる思いがした。あとすこしでダナーンというところまできたのに、よりにもよってあの戦士と出会わねばならないとは。もはや助かる術すべはない、とレイルズは思った。たとえ、何百回戦っても、自分が勝てる相手ではない。

「どうすればいいんだ」

　レイルズは、救いを求めるように、マリスの横顔を見た。

「わたしに任せてください……」

　マリスは囁ささやくように言った。

　レイルズは、あわてて、うなずいた。とにかく、彼には打つ手は何もないのだ。

「剣の牙の公爵！　いったい何が目的だというの」

　マリスは顔を歪ゆがめるように笑っている髭ひげ面づらの戦士に向かって呼びかけた。レイルズを庇かばうように、彼の前に立つ。

「なるほど、太陽のもとで見ると美しいものだな、銀色の髪かみの娘よ。オレの名はグレイルだ。覚えていてもらおう」

「名前など聞いていない。その女性の仲間は、無事なのでしょうね」

　マリスが続けて呼びかけると、剣の牙の公爵は低く声を出して笑いながら、ずいっと一歩、近づいてきた。

「無事だとも。まだ、いろいろ話を聞きたいからな……」

　剣の牙の公爵は背後に控ひかえている戦士に、顎あごで合図をした。その戦士は、無言でうなずくと、〝道〟の方にいったん姿を消した。そして、戻もどってきたときには、ビーンとシャイロン、それにバッソーの三人を連れていた。三人のさらに後ろからは、槍やりを構えた男たちがふたり、続いていた。

　ビーンの顔は恐きよう怖ふで引きつっているが、シャイロンとバッソーは、いつもとあまり変わらぬ表情だった。レイルズの姿を認めたときだけ、わずかに表情が動いたぐらいだ。

「レイルズ、助けにきてくれたんだね」

　ビーンも、レイルズを見つけたらしく、嬉うれしそうな声で叫んだ。しかし、背中を槍の柄つかで突かれ、すぐに黙だまらされる。

　マリスはほっとした顔で、ちらりとレイルズを振り返った。

　しかし、レイルズは仲間たちの無事を確認しても、あいかわらず顔をこわばらせたまま、身を縮ちぢませるようにマリスの後ろに隠かくれていた。

　マリスは失望のため息をもらしながら、ふたたび剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくと対たい峙じした。

「その人たちは、あなたの敵ではないわ。離してあげなさい。さもないと、新たな敵をつくることになるわよ」

「新しい敵、けっこうではないか」

　剣の牙の公爵、グレイルは顎あご髭ひげをさすりながら、マリスの全身を嘗なめるように見つめまわす。それに気づいたマリスが、嫌けん悪おから身を固くする。

「話は、この者たちから残らず聞いた。この断だん崖がいの下に新たな王国があるとは驚おどろきだよ。それも、われらが盟めい友ゆう、暗黒の民にとっては、仇きゆう敵てきともいえる王国の末まつ裔えいだとはな。いやはや、この世界も思った以上に狭せまい」

「それは、何百年も前のことでしょう」

「いかにも、そのとおり。それに、わたしは神しん獣じゆうの民だ。暗黒の民が受けた恨うらみなど、どうでもいい」

「ならば、すぐにその人たちを……」

「それは、できんな」

　剣の牙の公爵は、間か髪んぱつをいれずに答えた。

「なぜ？」

「我々の存在を知られなくないからだ。我らが神王バルバスの目的は、このクリスタニア全土の支配にある。そのためには、いずれこの新しい民族をも征せい服ふくしなければならないのだ。そのとき、相手が我々の存在を知らなければ、その征服もたやすかろう」

　剣の牙の公爵の言葉に、レイルズはぞっとする思いがした。彼ら暗黒の民に知られた以上、間違いなくダナーンは戦せん場じようとなるだろう。そのときには、彼が生まれ育ったハークの村が、真っ先に戦場となるのだ。

　そして、ダナーンの民のいったい誰だれが、異民族の襲しゆう撃げきを予よ知ちしえよう。なんの備えもない辺へん境きようの村など、ひとたまりもあるまい。そして、ハークの村から王都スパイアーまでは、わずか十日ほどの道のりなのだ。王都までもが一気に攻め落とされたとしたら、その後ダナーンの民がいかに抵てい抗こうしようと、まず勝ち目はない。ダナーン王国は、ベルディアの民の支配するところとなり、近この衛え騎き士し団だん長ちようである父も、その妻である母も殺されるに違いない。

　その王国の危機を招いたのが、自分たちの冒ぼう険けん行こうなのだ。レイルズはこれ以上ない屈くつ辱じよくと後こう悔かいとに打ちのめされ、この世から消え去ってしまいたいと心の底から願った。

「ひとつの王国を、それほど簡単に征服できると思っているの。彼らにだって、勇ゆう敢かんな騎士が何人もいるのよ。戦いを挑いどんだりすれば、痛い目を見るのはあなたたちのほうかもしれないわ。そんなことも分からないの」

「神王は偉い大だいなり。いかなる者も、神王には勝てない」

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくは、吠ほえるように言った。

「そんな暴ぼう虐ぎやくが許されるものですか……」

　血を吐はくようなマリスの言葉だった。

　マリスの背後に控ひかえるレイルズには、その瞳ひとみが怒いかりのために、赤く燃えているのではと思われた。

「誰だれが許さないのだ。おまえたちの守しゆ護ご神しんフェネスがか？　神王の威い光こうを恐おそれて、聖地からも姿を消した臆おく病びような神にいったいなにができる」

「なぜ、それを……」

「神王は全ぜん知ちなり。いかなる秘密も、神王の前には存在しない」

　そう言って、剣の牙の公爵は、太い人差し指をまっすぐマリスに突きつけた。

「銀色の髪かみの娘よ、最初におまえは、何が目的かとオレに問うたな。答えてやろう。オレの目的とは銀色の髪の娘、おまえなのだ！　オレは、おまえを殺さねばならぬ。それも、ただでは殺さぬ。苦痛と屈くつ辱じよくを与えながら、じわじわと殺してやる」

「わたしを殺す……。なぜ？」

　マリスはつぶやき、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。殺すと言われているのに、恐おそれている様子はどこにもない。

「教えてやるとも、銀色の髪の娘よ。フェネスは、何も教えてはくれまい。おまえが背負っている運命を」

「わたしの運命？」

「そう、おまえの運命だ。おまえは、近い将来、銀ぎん狼ろうの部族の族ぞく長ちようとなる。ひとつの周期の終わりにふさわしい偉大な族長にな。過去の転てん生せいのたび、おまえは、つねにそうであったのだ。そして、銀狼の民はおまえのもとに結束けつそくし、われらの部族に牙を向ける……」

　話を続ける剣の牙の公爵グレイルの目に、憎にくしみの光が宿りはじめた。

「オレとおまえとは、いつも戦ってきたのだ。周期の終わりであり、はじまりでもある会かい合ごうの時に……」

「会合の時に？」

「そうだ。そして、オレとおまえの戦いは、我が偉大なる神獣王バルバスと森の銀狼フェネスとの戦いでもある。新しい周期のクリスタニアの秩ちつ序じよを定める神獣王の長おさを決するためのな」

「わたしが部族の長になるですって？　周期のはざまで、あなたと戦ってきたですって？　そんなこと知るはずがない。いえ、知っていてはならないはず」

　マリスの心が困こん惑わくで揺ゆらいでいるのは、誰の目から見ても一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「あいつは、君を罠わなにかけようとしてるに違いない……」

　レイルズが耳打ちするように、マリスに囁ささやいた。

「小こ僧ぞうは黙だまっていろ！」剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくが怒ど号ごうする。

　レイルズは弾はじかれたように、マリスのそばを離れていた。

「過去の周期において、オレが敗れたのは、この世界がフェネスの周期により支配されていたからだ。フェネスの用意した闘とう技ぎ場じようで戦っていたからなのだ！」

　剣の牙の公爵は、まるで手て負おいの虎とらが怒いかりにまかせて吠ほえたてているようだった。

「しかし、今回は違うぞ。フェネスの司つかさどる周期は失われた。ルーミスの結けつ界かいも破られた。古い秩ちつ序じよは失われ、新しい秩序にとってかわられる。そして、次なる新しい秩序は、われらが神王バルバスの手によって築かれるのだ。おまえは古い秩序とともに、永遠に滅ほろび去るのだ、銀色の髪かみの娘よ！」

「わたしが滅びるですって？」

　マリスがきっと顔をあげて、グレイルを睨にらみつける。その瞳ひとに怒いかりの炎ほのおが燃えはじめていた。

「周期の支配を受ける者に、周期の秘密を語ってはならない。それは、すべての神しん獣じゆうが誓ちかった掟おきてでしょう。神王バルバスは、その掟さえ破ったというの！」

「周期など、もはや存在せぬわ！」

「認めないわ！」

　マリスは一声、叫び、両手で槍やりを構え、その穂ほ先さきを剣の牙の公爵グレイルに向けた。銀ぎん狼ろうのサージも、身体からだを深く沈めて、いつでも飛びかかれる態勢をとる。

　それまで、ふたりの途と方ほうもない話に茫ぼう然ぜんとしていたレイルズだが、戦いがはじまりそうな様子にはっとなった。

「待ってくれ、マリス。戦いになれば、サイアたちが……」

　レイルズは背後からマリスを抱きとめて、必死になって言った。

「離して！　離してください。今の話を聞いたでしょう。わたしは、あの男を倒さなければなりません!!　たとえ、命に代えてでも……」

「だめだ、マリス。あいつに勝てないと言ったのは、君じゃないか。ここは降こう伏ふくするしかない。降伏すれば、助かるかもしれない。隙すきを見て、逃げだすことだってできる」

「レイルズ！」

　マリスは目を見開いて、レイルズの顔をまじまじと見た。

「本気で言ってるのですか。たった一日のことなのに、そこまで勇気を失ってしまうなんて……。誇ほこりを失った人間には、もはや生きてゆく価値はありません。これからの一生を臆おく病びよう者ものと蔑さげすまれて生きてゆくつもりなのですか？　それは次の周期も、その次の周期も臆病者でありつづけることなのですよ」

「オレたちの一生は、一度きりだ。だから、臆病者と呼ばれようと死ぬわけにはいかない。死んではならないんだ」レイルズは必死になって、叫んだ。

「オレはあの戦士に切られたとき、死んだと思った。自分がこの世界から消えてなくなると思った。死んだら、もう二度と考えることも、行動することもできなくなるんだ。この絶ぜつ望ぼう感かんは、言葉になんてできっこない。オレはそれを一度、味わった。もう二度と味わいたくない。君にも、サイアにも、そんな思いはさせたくはないんだ！」

「レイルズ……」

　マリスの瞳ひとみが、哀れむようにレイルズを見つめる。

　その瞳がレイルズの心に突き刺ささってくるが、マリスを抱きとめた腕うでを離すつもりはなかった。そして、顔だけを剣けんの牙きばの公こう爵しやくに巡めぐらせる。

「降こう伏ふくを認めてくれ！　オレの親父はダナーン王国の騎き士し団だん長ちようなんだ。身みの代しろ金きんならいくらでも用意できる。マリスはダナーンに連つれてゆき、この世界に二度と関かかわらせないと誓わせる。周期とやらは失われたんだろう。彼女を生かそうと、殺そうと、もはや関係ないはずだ！」

　レイルズは、剣の牙の公爵に懇こん願がんした。

　そんなレイルズを茫ぼう然ぜんと見つめる仲間たちの姿が、剣の牙の公爵の巨きよ体たいの後ろからかいま見えたが、レイルズは気にもしなかった。ここにいる全員を救う道は、この男の慈じ悲ひに期待するか、欲に訴うつたえるしかないのだ。捕ほ虜りよになった上流騎士が身代金を払うことで解放された例は、古来よりいくらでもあるのだ。

「貴き様さまの父親が、騎士団長だと」

　剣の牙の公爵は、そう言って、噴ふきだすように笑った。

「なるほど、この新しい王国を征せい服ふくするのは、骨が折れるだろうな。戦おうともせず、いきなり命いのち乞ごいをする男が、騎士団長の息子とは。おそらく、その騎士団長殿も、このオレの姿を見ただけで、泣いて命乞いをはじめるのだろうさ」

　剣の牙の公爵は、全身を揺ゆらしながら豪ごう快かいに笑った。主人の笑いにつられるように、配はい下かの戦士たちも、声をあげて笑いはじめた。

　下げ卑ひた笑いの合唱が、風に乗り、四方に散ってゆく。

　もちろん、レイルズの耳にもその笑いは屈いていた。その声が頭のなかでどんどん増ぞう幅ふくされ、頭が砕くだけるかと思えるほど大きく鳴り響いた。

「ベルディアの騎士たちは、屈くつ辱じよくよりも死を選ぶ。だが、おまえの国の騎士は死よりも屈くつ辱じよくを選ぶというわけだ。まさしく生きてゆく価値のない、臆おく病びよう者ものの集まりだ」

　剣の牙の公爵の笑いは、大地さえも動かさんばかりだった。

「臆病者は征せい服ふくされなければならない。他人の上に立つ者は、強き者だけだ。弱き者は奴ど隷れいとして、強き者に絶対の服ふく従じゆうを誓わねばならない。それが、この世界を律りつする唯ゆい一いつ無む二にの法則だ。次なる周期はこの絶対の法則により、統とう治ちされることになるだろう」

　レイルズはうつむいたまま、グレイルの嘲ちよう笑しようの声を聞いていた。顔が紅潮し、火がついたように真っ赤になってゆく。

　そして、マリスを制止していた手をだらりと離すと、両の拳こぶしを固く、固く握にぎりしめる。

　涙が目から溢あふれでた。恐きよう怖ふのために流した涙ではない。怒いかりと屈くつ辱じよくに震ふるえる心が洩もらした絶ぜつ叫きようであった。

「親父おやじを……親父を侮ぶ辱じよくしたな……」

　そのつぶやきは、レイルズの意思から出たものではなかった。

　まるで自分の魂たましいが、肉体の殼からを破ってほとばしったように思われた。レイルズは血走った目を、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくに向けた。

「よくも！　親父を!!」

　レイルズは腰のベルトに刺ささった短剣ダガーを引き抜くと、次の瞬しゆん間かんには、剣の牙の公爵に向けて力を込めて投げつけていた。

　剣の牙の公爵は、まだ大声で笑いつづけていた。

　しかし、レイルズが短剣を投げた瞬間、その笑いがぴたりと止まった。そして、かっと目を見開いて、飛んでくる短剣を睨にらみつける。

　巨きよ漢かんの戦士は、野性の虎とらのごときしなやかな動きをみせて、短剣をかわそうと身体からだをわずかに動かした。

　いや、そうしようとした。

　いつもなら間違いなく、かわしていただろう。しかし、レイルズが投げつけた短剣には、強い魔ま力りよくが秘められていた。

　さしもの剣の牙の公爵も、そこまでは予想しようがなかった。

　レイルズの狙ねらいは違たがわず、魔ま法ほうの短剣は剣の牙の公爵の右目に、柄つかのところまで深く埋うまっていた。

　一いつ瞬しゆんの間まをおいて、傷口から血が滴したたってゆく。

　そして、巨漢の戦士は仰あお向むけけに地面に倒れていった。

　鈍にぶい地響きがひとつ起こった。

　配はい下かの戦士たちは、主人が倒れたことに激はげしい動どう揺ようを受けた。ざわめきが六人の男たちのあいだを走りぬける。

　その隙すきを熟じゆく練れんの冒ぼう険けん者しやたちが見逃すはずがない。

　シャイロンとバッソーのふたりが同時に、動いていた。

　バッソーは地面にしゃがみこむと、ひとりの戦士の向こう脛ずねにまわし蹴けりを放った。シャイロンは、別のひとりに体当たりをかます。

　バッソーたちの行動に気がついて、ビーンは悲ひ鳴めいをあげながら地面を転がって、その場から逃れようとした。

　ただひとり、四人の敵に囲まれて逃げられないサイアのところには、長く尾を引く咆ほう哮こうとともに、一匹の獣けものが躍おどりこんでいった。

　マリスが銀ぎん狼ろうに向かって、何かを叫び、彼女も槍やりを構え走りだしていた。

　銀狼のサージは、まっすぐに駆かけ、サイアに飛びかかっていった。血ち迷まよったのでも、獲え物ものを見分けられなかったのでもない。銀色の狼おおかみは、悲ひ鳴めいをあげながら倒れたサイアの服の襟えりもとを咥くわえると、かるがると跳ちよう躍やくしてうろたえる戦士たちの囲みを突破したからだ。

「早く逃げてください！」

　マリスはサイアたちに叫ぶと、彼女の忠実な銀狼のように猛もう然ぜんと、向かっていった。反はん応のうの遅おくれたひとりが、たちまち槍やりで胸を貫つらぬかれて、口から鮮せん血けつを溢あふれさせて絶ぜつ命めいする。そのころには、ようやく敵の戦士たちも反撃の態勢を整え、マリスを返かえり討うちにしようと襲おそいかかっていった。

　そこに、銀狼のサージが戻もどってきて、主人を救おうと牙きばを閃ひらめかせる。

　いったんは、その場から逃げだしたシャイロンとバッソーのふたりも、武器を手にふたたび姿を現した。そして、彼らを見張っていたふたりの戦士たちと切り結んでゆく。

　シャイロンは力任せに大斧グレートアツクスを振るい、バッソーはすばやい動きで相手を翻ほん弄ろうしながら、小剣シヨートソードを繰りだしている。

　サイアとビーンのふたりは、戦いの場から懸けん命めいに逃げている。ふたりを追いかける余よ裕ゆうのある者は誰だれひとりいなかった。

　敵味方入り乱れての激はげしい戦いが、レイルズの目の前で展てん開かいされた。

　それを見つめながら、レイルズは短剣を投げたままの姿勢で、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。父を侮ぶ辱じよくされたという怒いかりに身を任せ、短剣を投げたあと、ふたたび我を忘れていたのだ。自分が何をしたのかさえ理解できず、ただ逆ぎやく転てんした形勢を見守っているだけだった。

「何をしてやがる。早く助けに来やがれ！」

　動こうとしないレイルズに気がついて、バッソーが怒ど鳴なりつけてきた。

　それでも、レイルズは動かなかった。いや、動こうとしたのだが、目の前で繰り広げられる戦いの激はげしさに圧あつ倒とうされ、足がすくんでしまったのだ。

「レイルズ！」

　遠くから聞こえるサイアの声で、ようやくレイルズは我に返った。

　ぼんやりと自分の腰に吊つるされた剣けんを見つめ、その柄つかに手をかけた。そして、ゆっくりと刃はを抜き放つ。

　天に向かって掲かかげるようにその剣を突きあげると、太陽の光を受けて、銀製の刀とう身しんがぎらりと輝いた。

「レイルズ！　早く、やっつけちゃってよ」

　ビーンのもどかしそうな声が聞こえてくる。

「勇気をもて、少年！　幸運神チヤ・ザの加か護ごを信じるのだ」と、シャイロン。

　レイルズは剣けんを正せい眼がんに構え、ゆっくりと呼吸を整えた。

　そして、レイルズは吠ほえた。

　それは、心の底から湧わきあがってくる戦士の雄お叫たけびであった。
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　数すう刻こくのうちに、戦いの決着はついていた。

　シャイロンとバッソーは、それぞれ自分の相手を倒した。マリスはふたりの敵を仕し留とめ、残りの敵は銀ぎん狼ろうのサージと遅おくれて戦いに加わったレイルズがひとりずつ葬ほうむった。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくとその手下たちは、血まみれで地面に倒れ、ぴくりとも動かない。

　短くも激はげしい戦いに勝利して、レイルズたち四人は喘あえぐように地面に座りこんだ。ただ一匹、銀狼のサージだけは息を乱すことなく、地面に四し肢しを踏ふん張っている。

　そこに、喜びの声をあげながら、サイアとビーンのふたりが駆かけこんでくる。

「レイルズ、無事でよかった」

　サイアは涙を流しながら、レイルズの胸に飛びこんできた。

　弾はずみでレイルズは後ろに倒れそうになった。両手を後ろについて、かろうじて身体からだを支える。

「きっと助けにきてくれると思っていたわ。レイルズ……、レイルズ……」

　サイアは繰り返しレイルズの名前を呼びながら、彼の胸に顔をうずめて、涙を流しつづける。

「サイア……」

　レイルズは戸と惑まどいの表情を浮かべて、救いを求めるようにマリスを見た。

　マリスはレイルズと視線が合うと、狼ろう狽ばいしたように視線をそらした。そして、銀狼のサージを招き寄せる。

「レイルズ、さっきは本当に驚おどろいたよ。すごい芝しば居いだったね。本当にレイルズが臆おく病びようになったのかと思っちゃった」

　ビーンが照てれ笑いを浮かべながら、レイルズのところにやってきた。

「芝居……だって？」

　レイルズは惚ほうけたように口を開けたまま、ビーンを見上げた。

　芝居ではない。さっき見せた醜しゆう態たいは、レイルズのありのままの姿だ。

　剣の牙の公爵に恐きよう怖ふし、どんな恥はじを受けても生き残ろうと思った。マリスやサイアたちを助けようと思った。戦うつもりなど、毛もう頭とうなかった。

　それなのに、父を侮ぶ辱じよくされただけで、レイルズの心は耐たえがたい怒いかりに満たされた。そして、気がついたときには、父から譲ゆずり受けた魔法の短剣を投げつけていた。

　自分のなかで、父の存在がこれほど大きかったとは思いもしなかった。近この衛え騎き士しになり、宰さい相しようの配下になってからの父には、侮ぶ蔑べつの気持ちさえあったのだ。しかし、このクリスタニアヘ登って、冒ぼう険けん者しや時代の父に戻ってくれるのではと期待したとき、少年のときに尊敬し、憧あこがれた気持ちまで蘇よみがえったのだろうか。

「とにかく、生き長らえたみてぇだな」

　バッソーがやれやれとため息をついた。

「おまえに言われたとおり、ここで待っていたら、こいつらがやってくるじゃねぇか。オレはてっきり、おまえが捕つかまって、オレたちのことを白状したに違いないと思ったんだけどよ。どうやら違ったようだな」

　シャイロンは地面にひざまずき、幸運神チヤ・ザに感謝を捧ささげるとともに、身を守るためとはいえ、他人に不幸をもたらしたことを懺ざん悔げしている。

　そのとき、森の方から誰だれかが叫ぶ声が、聞こえてきた。

　新あら手ての敵かと緊きん張ちようして、レイルズは声の方に顔を巡めぐらせる。

　見れば、十人ぐらいの集団が、まっすぐにレイルズたちの方に歩いてきている。

　また、叫び声が起こった。今度の声ははっきりと聞こえたが、レイルズには理解できない言葉だった。

「あれは、わたしの仲間です！」

　マリスは嬉うれしそうに言うと、立ち上がって大きく手を振った。

　銀ぎん狼ろうのサージも尾おをぴんと張りながら、短く吠ほえて、主人の仲間たちに呼びかけている。

　レイルズたちも立ち上がって、彼らが近づいてくるのを待った。

「オレたちは助かったんだ……」

　レイルズは胸にたまったものを一気に吐はきだすように、そう言った。

　そして、自分の冒ぼう険けんが終わったことを、レイルズは意識していた。

　もはや、このクリスタニアにやってくることは二度とないだろう。この気け高だかく、美しい銀色の髪かみの少女と出会うこともないのだ。

　レイルズはそっと、マリスの横顔を見つめた。

　マリスは笑顔で手を振り続けている。

　と、その笑顔がふいにレイルズの方に向けられた。そして、レイルズが見つめていることを知ると、うろたえたように視線を泳がせ、すぐにまた仲間の方に向きなおるのだった。

　レイルズは、ふと思った。自分が彼女のことを生しよう涯がい忘れえぬように、彼女もまた、自分のことを覚えていてくれるのではないか、と。

　レイルズは思いだしたように、マリスのそばに寄ってゆくと、借かり物ものの剣けんを腰からはずし、両手に持ち替かえてマリスに差し出した。

「ありがとう、マリス……」

　レイルズはためらいながら、マリスの名を口にした。

　マリスは口くち許もとに微笑を浮かべながら、ゆっくりと首を横に振った。

「その剣は、受け取ってください」

「しかし、これは銀製の剣けんだ。こんな高価な物、もらえないよ」

「ええ、たしかにそれは、わたしの部族に伝わる大切な剣です。だからこそ、あなたに受け取ってほしい。わたしの部族の勇者に与えられるものだから……」

「オレは、勇者なんかじゃない。それは、マリスがいちばんよく知っているだろう」

「いいえ、レイルズ。あなたにこそ、その剣はふさわしい」

　マリスはそう言うと、いったんレイルズから剣を取りあげ、ふたたび自らの手で彼の腰のベルトに帯びさせた。

　レイルズはマリスと向かいあったまま、しばらく彼女の瞳ひとみを見つめ続けていた。マリスの瞳のなかに自分の瞳が映うつっているのが分かった。そして、レイルズの瞳もマリスの瞳を捕らえている。まるで向かい合わせに置かれた鏡のように、互いの瞳を無む限げんに映しあい、お互いの心にまで届いているように、レイルズには思われた。

　何かを言おうと、マリスの口がわずかに動いた。いや、動こうとした。

　そのときであった──

　銀ぎん狼ろうのサージが、電光のように動いた。

　巨大な銀色の身体からだが宙を舞まい、レイルズとマリスの頭上をかるく飛びこえてゆく。

　レイルズは、反はん射しや的てきに首をすくめていた。

　マリスは銀狼の動きを目で追いかけ、この聖なる獣けものが何をしようとしているのかを、知ろうとした。

　その身体がまだ空中にあるあいだに、サージは一声、短い悲ひ鳴めいをあげた。

　銀色の狼おおかみは、地面に降り立った。しかし、すぐに力を失い、ふらふらと倒れていった。

　だらりと横に伸のびた四し肢しが、ぴくぴくと痙けい攣れんを起こしている。

「サージ!!」

　驚おどろきと悲しみの叫びをあげて、マリスは倒れた銀狼のもとに駆かけ寄ってゆこうとする。レイルズは、あわてて彼女を背中から抱きとめた。

　銀狼のサージはすぐに動かなくなった。眉み間けんに深く、短剣が突き刺ささっているのをレイルズは見た。その短剣は、間違いなく彼の物だった。怒いかりに任せて、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやく、グレイルに投げつけた魔ま法ほうの短剣。

　そして、レイルズたちが慄りつ然ぜんと見守るなか、その剣の牙の公爵が、ゆっくりと立ち上がろうとしていた。

「不ふ死じ身みなのか……」

　レイルズは、激はげしい喉のどの渇かわきを覚え、ごくりと唾つばを飲みこんだ。

　神の城じよう壁へきを見上げたときのように、相手の巨大さに圧あつ倒とうされているのだ。

「不ふ覚かくであった……」

　剣の牙の公爵は両足で大地を踏ふみしめると、レイルズたちひとりひとりをゆっくりと睨にらみつけていった。右目からはどくどくと血が溢あふれでている。彼は、その血を拭ぬぐおうともしなかった。

「銀色の髪かみの娘、そして新しき民の戦士よ。覚えておくがいい。われらが神王バルバスが、復ふく讐しゆうを司つかさどっているということを。神王の名とこの失われた右目に誓ちかって、責き様さまたちは、このグレイルが息の根を止める」

　その言葉が終わるか終わらないうちに、その巨体はランプの炎ほのおを吹き消したように、その場から消えてなくなっていた。

　レイルズは、はっとして背後を振り返る。忌いまわしい記き憶おくが、まざまざと思いだされた。

　しかし、巨きよ漢かんの戦士の姿は、もはやどこにもなかった。

「あれが、奴やつの能力タレントか……」

　レイルズは唇くちびるを嚙かみながらつぶやき、マリスを抱かかえた両りよう腕うでを離す。

　弾はじかれたようにマリスが飛びだし、動かなくなった銀ぎん狼ろうのもとへと走った。そして、その銀色の身体を抱きしめる。

　額に突き刺ささった短剣ダガーを引き抜き、忌まわしそうに地面へ投げ捨てる。

　それだけでも、短剣は魔ま力りよくを発揮し、矢のように飛び、地面に突き刺ささるのだった。

「サージ………わたしのために。ごめんね、ごめんね……」

　マリスは子供のように泣きじゃくりながら、何度もごめんねと繰り返した。

　剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくが消え去った空間を見つめながら、レイルズは心の底からの恐きよう怖ふを味わっていた。剣の牙の公爵の言葉が、まるで死し刑けいの宣せん告こくのように思えた。

「あいつは、化ばけ物ものなのか？」

　レイルズはマリスが落ち着くのを待って、震ふるえる声で彼女に尋たずねた。

「分かりません。ただ、神しん獣じゆうだったバルバスが、復ふく讐しゆうの守しゆ護ご神しんでいたことは事実です」

　冷たくなった銀狼の頭を膝ひざにのせたまま、マリスがぽつりとつぶやいた。

　その答えに、レイルズは全身に冷たい汗あせが噴ふきだしてくるのを感じた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶさ。ダナーンに帰れば、あいつも追いかけてはこれないはずだ……」

　レイルズは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「それがいいでしょう。ですが、気をつけてください。あの男は自らが望む場所へと跳とぶことができます。そして、神王の名を出した以上、かならずや彼は復讐を遂とげようとするはずです。たとえ、どこへ逃げようと、あの男の手から逃れるのは容易ではないでしょう」

　レイルズは両腕で自らの身体を抱えこんだ。悪お寒かんがひどく、全身が凍こおったみたいだった。

「逃げられない。どこにも……」

　レイルズは茫ぼう然ぜんとして、マリスの言葉を反はん芻すうした。

「いや、そんなことはない。王都にさえ行けば……」

　王都に行けば親父おやじがいる。いかに、剣の牙の公爵が強くとも、親父には勝てるはずがない。親父は、誰だれにも負けたことがない。冒ぼう険けん者しやであった頃ころ、そして騎き士しになってからも、幾いく多たの戦いに勝利し、敗北を知らない。

　しかし──

　レイルズの心に残っていた最後の勇気がその考えを打ち消した。

　もし、ここで親父おやじを頼たよってしまったら、一生、自分ひとりの力では生きてゆけないと思った。

　自ら望んだことではない。だが、剣つるぎの牙きばの公こう爵しやくと決着をつけるべき宿命を負ったのは、間違いなくレイルズなのである。

「ダナーンには戻もどれない……」

　レイルズは声が震ふるえないよう、ゆっくりと言った。

「ダナーンに戻れない？」

　レイルズの言葉を聞きとがめ、マリスが怪け訝げんそうに顔を上げた。

「戻れない、いや戻るわけにはいかないんだ。もしも、このままダナーンに戻れば、オレはただの負け犬だ。マリスが言ったとおり、生きる価値さえない臆おく病びよう者ものになってしまう」

「だから、この世界に留とどまるというのですか？」

　銀ぎん狼ろうをそっと地面に下ろし、マリスは立ち上がった。

　そして、レイルズの真意を問うように、じっとその瞳ひとみを向けてくる。

「そうする、つもりだ」レイルズは切れ切れに言った。

「オレは、ダナーンヘは戻らない。たとえ、不ふ死じ身みの化ばけ物ものがオレを狙っているとしても。あいつが、オレに復ふく讐しゆうするというなら、受けて立つしかないんだ。ただ殺されるのを、震ふるえながら待っているわけにはいかない」

　自分が強がりを言っているだけなのは、レイルズには分かっていた。

　本当は怖こわくて仕方ない。しかし、今こそ勇気を奮ふるい起こさねば、二度と勇気を持てない男になってしまうだろう。

「オレは剣の牙の公爵と戦う。そして、勝つ」

「レイルズ……」

　マリスが何かを言いかけるのを、レイルズは制した。

「マリス……、これはオレの戦いなんだ。もちろん、君に迷めい惑わくはかけない。ただ、もうすこし、オレがこのクリスタニアにいることに、目をつぶってくれ」

　マリスは、レイルズの瞳を見つめたまま、静かにうなずいた。

「なんだい、結局、おまえもこの世界に残るのかい？」バッソーがにやにや笑いながら、レイルズに声をかけてきた。

「オレは、ここでお別れだと思っていたのによ」

「迷惑なら、勝かつ手てに行ってくれてもいい」レイルズは真ま顔がおで、バッソーに言った。

「馬ば鹿か言うな。ここまでつきあってきたんだ。もうすこし、一いつ緒しよに旅をしようや」

「だが、オレはあの男に狙ねらわれている。一緒にいると、あんたも危ないんだぜ」

　レイルズがそう言うと、バッソーが大笑いをした。

「オレだって、宰さい相しように追われているんだ。立場は一いつ緒しよだよ」

「そうか、そうだったな……」

　レイルズはわずかに笑えみを浮かべて、うなずいた。

「あたしも一緒に行かせて」

　サイアが遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

　レイルズはおおあわてで、首を横に振った。

「だめだよ、サイア！　君にも分かっただろう。この世界は、危険すぎる。君は爺じいさんのもとに帰るんだ」

「帰れないわ……」ばつの悪そうな顔をして、サイアはぽつんと言った。

「帰れないわよ。だって、あたしは老ろう師しの許しも得ずに、この世界に登ったんだもの。それに、この魔術師の杖つえと呪じゆ文もん書しよだって、正式に与えられたんじゃない。その……無む断だんで、借りて、きたの」

「盗ぬすんだのか？」

　レイルズは、びっくりした。しばらくのあいだ、開いた口が塞ふさがらない。

「それに、あたしはまだこの世界でやることがあるから……」

　サイアの顔には、強い決意が溢あふれていた。

「分かったよ、サイア。だけど、一緒に行くなら、早く魔術師の呪文を覚えてくれよ。できれば、神しん獣じゆうの民の使う言葉もな」

「それはまかせて！」

　弾はずんだ声で、サイアは言った。

「ふたりが帰らないんなら、僕もこの世界に残る！」

　ビーンがだだをこねるように、激はげしく首を振った。

「分かっているさ」

　レイルズはビーンに笑いかけた。そして、マリスの方を振り向き、ためらいがちに話しかけた。

「すこし仲間が増えたけど。勘かん弁べんしてくれ」

「喜んで、レイルズ……」

　マリスは言葉をつまらせて、その目にわずかに涙を浮かべてさえいた。

　と、その表情が、きっと引き締められる。

「わたしも……、わたしも、決意しました。部族の長おさたる運命が定められているなら、それに従いましょう。部族の者を率ひきいて、神王と戦いましょう。そして、周期の支配をこの世界に取り戻もどします」

　そして、マリスはその場にひざまずき、冷たくなった銀ぎん狼ろうの骸むくろをそっとなでた。

「あの男が神王と失われた右目に誓ちかうなら、わたしは神しん獣じゆう王おうフェネスとわたしの身代わりになってくれたこのサージに誓って……」

　レイルズは運命とか周期とかは信じる気にはなれなかった。だが、マリスだけは信じられると思った。だから、彼女の願いがかなうことを、そっと心のなかで祈いのった。それがたとえ、自分たちダナーンの民が、ふたたびこの世界から結けつ界かいで隔かく絶ぜつされることであっても。

　そのとき、また、呼びかけてくる声が聞こえてきた。

　振り返ると、マリスの仲間たちの姿が、はっきりと見えるまでに近づいてきていた。

　マリスはサージの銀色の毛をなでながら、静かに瞑めい目もくしている。

　レイルズは、マリスに代わって、近づいてくる者たちに手を振り、合図をした。

　そして、手を振りながら、心のなかで思った。

　これからの、己おのれの運命のことを。

　まるで自分が嵐あらしの海に船出した帆はん船せんのように思えた。巨大な力に翻ほん弄ろうされ、漂ひよう流りゆうしてゆくしかない。

　どこまで──

　その行く先は、誰だれにも分からない。

　だが、ダナーンの民ならば誰もが知っている。漂流の果てに、新天地が見つかることがあるということを。

　レイルズの旅は、今、はじまったのだ。










　解　説








安田　均






　さあ、いよいよ水野良、渾こん身しんの力作クリスタニア小説のお目見えだ！

　水野良と言えば〈ロードス島戦記〉、〈ロードス島戦記〉といえば水野良と思っている人も多いだろうけれど、この〈クリスタニア〉は、それと遠くて近き仲の作品。大いに期待してもらっていい。

　どうして〝ロードス〟と近いかと言えば、まずその舞台が共通のフォーセリア世界に存在しているってこと。これはおいおい作品の中で明らかにされていくはずだけど、このクリスタニアは北の呪のろわれた島ロードスから、かなり南に隔へだたったところにある。まぎれもなく、同じ世界に属しているのだ。考えてみれば、もともとフォーセリアは水野良のファンタジー世界の中核をなすもので、ロードスだけではなく、ソード・ワールド（アレクラスト大陸）の中心舞台でもあるわけだから、クリスタニアがその姉し妹まい系けい列れつ（？）にあってもなんら不思議はない。

　じゃあ、遠いというのは？

　これは、じっさいに作品を読んでもらったら、すぐに分かるだろう。同じファンタジー世界であっても、その背景となるコンセプトががらりと変わっているからだ。はっきり言って、ロードスとソード・ワールドが宗教にしても、種族にしても、けっこう近いところに位置しているのとは対称的に、クリスタニアはかなりの独自性を主張している。

　そもそもフォーセリア創そう世せい神しん話わで、古代の神々の戦いが起こったさい、そこから逃のがれた中立の神々が世界に結けつ界かいを張り、おのが自身を獣けものに投影した結果、それを信じる人々まで変身能力を持ち、他ほかとは隔かく絶ぜつした一種のユートピアを築いてきたのが、このクリスタニアというわけだ。神々がより人々と近い世界とでも言ったらいいだろうか。

　そのぶん、ここでは変身（シェイプチェンジ）を始め、さまざまな高い能力（タレント）をもつ連中が溢あふれている。本書にも登とう場じようする銀ぎん狼ろうフェネスや、猛もう虎こバルバス、虹にじ色いろの大だい蛇じやルーミスから、はては気持ちの悪いウォーム（大地虫）やそれを信しん仰こうするケイブマンまで……。

　その意味では、非常にユニークな一個の小宇宙であり、ロードスやソード・ワールドとははっきりと一線を画かくした、新鮮なイメージに満ちたファンタジー世界なのである。

　この物語が、今後どのように展開していくのか、本書ではまだまだ壮そう大だいなプロローグといった感を持つ読者も多いかもしれないが、かなりストーリー展開のペースは速いはずなので、そのうちどんどん引き込まれて、きっと目が離せなくなることだろう。

　というのも、例によって水野良とグループＳＮＥは、このクリスタ二ア世界の細部をつぎつぎと構築しているのである。手法はもちろんＲＰＧ。小説ではキャラクターたちとともに、ひとつの太いストーリーラインを追っていくけれども、そこでは書き切れない魅力的なところは、

ＲＰＧのデータとして続々公開していくつもりだ。

　それもけっして泥どろ縄なわ風ふうに、小説が始まったから、ゲームを原作に合わせて作ってますというようなやり方じゃない。クリスタニアの形が最初に現れたのは、すでに四年前。じっさいに、こんな世界を作っていこうと話し合ったのは、さらにその一年前の、一九八八年にまで遡さかのぼる（ちょうどハミングバード・ソフトさんで、ロードス島戦記のコンピュータ・ゲームが完成した打ち上げ会の後だったことを、ぼくはいまでも覚えている）。

　だから、水野良はもちろん、グループＳＮＥも万全の自信は持っている。今後、小説に続いて、テーブルトークのＲＰＧやコンピュータ・ゲームも、近いうちに出ていくはずである（まあ、一年はかからないと思ってください）。

　あとは、読者のみなさんに応援していただくこと。さあ、クリスタニアとともに、新たな冒ぼう険けんに旅立とう！
















初出／カドカワムックコンプＲＰＧ　ＶＯＬ．３、ＶＯＬ．４（角川書店刊）
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水みず野の良りよう

１９６３年、大阪に生まれる。大学在学中よりＲＰＧに熱中し、ゲームのデザイン、紹介など執筆活動をはじめる。卒業後グループＳＮＥに参加、『ロードス島戦記』で小説家としてもデビューする。現在、電撃王誌上でＲＰＧリプレイ「封印伝説クリスタニア」を連載中。
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うるし原ばら智さと志し

１９６６年広島県生まれ。アニメーター兼マンガ家兼イラストレーター。主な作品、『漆黒の翼バルキサス』（作監、キャラデザイン）『レジェンド オブ レムネア』（コミック）など多数。
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